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　気持ちいい。

　全身を包み込む水の感触に、アイズはそう思った。

（……ふぅ）

　自分の唇から漏もれ出た吐息の音が遠い。それどころか周りから上がる水みず飛沫しぶきの響きも耳に膜が張られたかのようにくぐもって聞こえる。ぽこぽこと優しく鳴る水泡が耳朶じだと肌を滑るように撫なでてきた。

　アイズは生まれたままの姿だった。

　瞼まぶたを閉じた顔と双丘の形を描く胸、そして細い臍へそとお腹なかの部分。それら柔肌に水滴を伝わせながら水面みなもに浮かんでいる。美しい金の髪は扇のように広がり、瑞々みずみずしい肢体ともども水の中をたゆたっていた。

　女神に勝るとも劣らないその美貌も相まって、空気と水の境界線に身を委ゆだねるその姿は神秘的であり、森の泉に住まう『精霊』を想起させるほどだ。絵心がある者ならば一枚の絵画に閉じ込めておきたいと思うに違いない。

　張り詰めていた神経が解きほぐされていく感覚。手足の先まで凝り固まった疲れが溶けていくような、そんな至福の時間。

　今だけは全すべてを忘れて、この水の世界に抱き締められていたい。

　細い喉のどを震わせ、もう一度吐息をつきながら、アイズはそんなことを思った。

「……？」

　ふと。

　閉じた瞼に広がっていた白い光が遮さえぎられ、アイズの顔が影に覆われる。

　漂ってくる小さな波の感触はこちらに誰だれかが近付いて、顔を覗のぞき込んでいることを知らせてくる。

　アイズが瞼を開けると……そこにはすぐ間近で頰ほおを紅潮させるエルフの少女がいた。

（レフィーヤ……？）

　少女の名を唇に乗せると、相手は鼻と口もとを片手で押さえて何事かを懸命に言い募っていた。だがよく聞こえない。耳が水中に浸かっているせいだ。

　主神が言っていた通り育ち盛りなのか、すっかり自分と同程度に実りつつある胸を片腕で隠しながら、エルフの少女は慌あわてふためいている。

　取りあえず、アイズは水底に足をつけ、立ち上がった。

「──ですから違うんですっアイズさんっ、決して水面すいめんに浮かぶ幻想的なアイズさんに見惚みほれていたわけでは……！　いえ私に絵心があればぜひその姿を絵画に閉じ込めて部屋に飾っておきたいとかそんなことは確かに考えましたが……！　主神ロキのように邪よこしまなことをしようだなんて感情はこれっぽっちもなくっ、ただ気付いたら引き寄せられていて……!!」

　顔を真まっ赤かにしながら、何か言い訳じみた言葉を必死に連ねるレフィーヤ。

　自分に対し崇拝に近い感情を抱いている後輩エルフの気持ちを、当の本人は欠片かけらも察せる筈はずはなく。

　不思議そうに小首を傾かしげるアイズだったが、聞こえてくる楽しげな声に顔を向け、視界を横に広げた。

　瞳ひとみに映るのは緑の葉々と、何本もの樹木、青い水晶に囲まれた大きな泉。

　そしてその中で多くの仲間──【ロキ・ファミリア】女性団員の面々が、その裸体を晒さらして水浴びを楽しむ姿だった。

「うっひゃー！　きもちいいー!!」

「ちょっとっ、犬じゃないんだから止やめなさいよ!?」

　岩の隙間すきまから流れる細い滝に突っ込んでいた頭を引き抜き、ティオナが歓声を上げる。

　ぶんぶんっと子犬のように顔を振って水を切る実妹に、姉であるティオネは怒って声を張った。二人とも健康的な褐色の肌、くびれた腰や豊満な胸を隠そうともしない。

　アイズとは異なったしなやかさを持つ体は、女戦士アマゾネスらしくどこか扇情的だった。

「みなさん、体型スタイルがいいから……何だか、気後れしちゃいます」

「別に、貴女あなただっていい胸もの、持ってるでしょ？」

「い、いえっ、私なんかは太っているだけなので……!?」

　少女ヒューマンのリーネの呟つぶやきに、臀部でんぶから伸びる細い尻尾しっぽを両手で洗う猫人キャットピープルのアキが、細い腰をひねりながら告げる。普段はおさげにしている長い髪を背に流すリーネは赤くなって胸を両手で隠した。

　黒い髪と黒い毛並みを持つアキはその薄い肩を竦すくめてみせる。

　かく言う黒猫の彼女も、美乳と言って差し支えのない胸の持ち主だった。

「しかしまぁ、手前の目から見ても【ロキ・ファミリア】は本当に別嬪べっぴん揃ぞろいだ。主神ロキの趣味と言えばそれまでだが」

　泉の奥、一〇Ｍメドル以上もの高さのある滝で一人滝行たきぎょうしていたハーフドワーフの女性──椿ツバキが黒い前髪をかき上げながら歩み出てくる。

　左眼の眼帯を外さない彼女の小麦色の肌にもいくつもの水滴が伝い、魅惑的なうなじや深い胸の谷間に滴したたり落ちていく。普段はさらしに封じ込まれているその巨峰の大きさはティオネに比肩するほどだ。

　他派閥の鍛冶師スミスである彼女は多種族の美女美少女達たちを見回す。

「男どもは堪たまらんだろうなぁ……もし覗いてきたとしたらどうする、アリシア、ナルヴィ？」

「成敗します。ましてや王族リヴェリア様の沐浴もくよくなど覗いたら──この世に生まれてきたことを必ず後悔させます」

「あはは……男の人達は覗きたくても覗けないんじゃいかな、って思います」

　椿ツバキの問いに、麗うるわしい金髪のエルフとヒューマンの少女が答えた。

　第一級冒険者アイズ達とともに59階層への進攻アタックにも同行したＬｖ．４の第二級冒険者達の目は、泉の外、しっかり弓矢や剣を武装して見張りを行う他ほかの女性団員達に向けられる。モンスターは勿論、この乙女おとめの聖域に男が現れようものなら容赦ない攻撃を叩たたき込んでやるための衛兵だ。

　女好きの主神が多くの団員を勧誘しただけあって、【ロキ・ファミリア】の男女比は全く釣り合っていない。幹部達を巻き込んだとしても純粋な戦力の差は女性陣に軍配が上がるだろう。【ロキ・ファミリア】の男性陣はその実、人数も多い有能な女性団員と比べて、非常に肩身が狭いのである。

　この後あと交替する見張り役の同僚に、エルフとヒューマンの第二級冒険者達は感謝を込めて手を振った。亜人デミ・ヒューマンの少女達からもすぐに笑みが返ってくる。

　衣服を始め、装備を全て脱装し素肌を見せ合う花も恥じらう乙女達。

　未いまだダンジョンの中にもかかわらず、この時ばかりは羽を伸ばしていた。

「あぁー、やっぱり18階層って、あたし好すきだなー。水晶は綺麗きれいだし、水は澄んでるし」

　藍あい色の光に包まれる森の泉を気ままに背泳ぎしながら、ティオナがのんびり答える。

　ティオナの言う通りだ、とアイズは思う。

　安全階層セーフティポイントである50階層や他階層でも体を洗うことは勿論、やろうと思えば湧わき出る泉や川を利用して水浴びもできる。だがやはり、この18階層はダンジョンの中でも格別だ。

　階層奥から流れ出てくる水晶の流水。地上の水源より綺麗で澄み切った水はたとえ人だろうと怪物モンスターであろうと喉の渇きを潤し、体の疲れを癒いやす。『迷宮の楽園アンダーリゾート』の名は伊達だてではない。

「……」

　そう、ここは18階層。

　深層域での凄すさまじい激戦を経て、アイズ達は今、この階層にとどまっている。

　59階層──未到達領域への『遠征』を終了させ、根拠地ベースキャンプ50階層を出発して六日目。

　本来ならばこのダンジョンの楽園にとどまらず、地上へと帰還している筈だった。

　何故なぜこんなことになっているのか。

　銘々の会話と赤くなってまだ何かを言っているレフィーヤの声を耳にしながら、アイズは森の天蓋ドームに塞ふさがれる頭上を仰ぎ、これまでのことを思い返した。
















　七日前、アイズ達たちは『遠征』の目的地であった未到達領域59階層に辿り着いた。

　派閥の到達階層を更新する筈はずだったアイズ達を待ち受けていたのは『未知』──密林のごとく変貌した階層風景、そして醜悪な『穢けがれた精霊』だった。

『精霊の分身デミ・スピリット』と名付けられた精霊と怪物の異種混成ハイブリッド。

　呪文じゅもんまで駆使する強大な敵と怪物の軍勢を辛からくも撃破したアイズ達は、即刻59階層から退却し、他団員を残した遠征拠点50階層へ戻った。そして僅わずかばかりの休息レストを挟み、すぐさま根拠地ベースキャンプから発たったのである。

　団長であるフィンの迅速な指示により、まるで急せくように遠征隊は帰還行動に移った。『深層』を進むにあたって心身が疲弊する第一級冒険者を前面に出しつつ、根拠地ベースキャンプを守っていた他団員が行きの道みち以上に奮戦した。幹部陣にこれ以上負担をかけてなるものかと勇み立つ彼等や第二級冒険者ラウル達のおかげもあって、アイズ達は行軍の途中であっても傷付いた体を休ませることができた。地上への帰還に向けて、帰路を順調に消化していったのである。

　しかし──。

　壮大な地下迷宮の奥深くまで足を踏み入れ、戦果を上げた勇敢な冒険者達の凱旋がいせんを、ダンジョンは容易たやすく許そうとはしなかった。

「……悲鳴？」

「何か起きやがったのか？」

　進行していたのは下層域。

　地上までいよいよ半分の行程に差しかかろうとしていた時に、ことは起きた。

　広い通路、長く伸びた大人数パーティ。前方にいたアイズや狼人ウェアウルフのベート達の耳に、部隊後方の方角から複数の叫喚きょうかんが届いてきたのだ。

「──フィン、部隊を走らせろ！」

　次に轟とどろいたのは、パーティの殿しんがりを務める歴戦のドワーフ、ガレスの怒号だった。

「『ポイズン・ウェルミス』じゃ!!」

　瞬時、視界の奥から逃げ惑う団員達、そして夥おびただしい蛆うじのモンスターが姿を現した。

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスは『毒』の『異常攻撃』を行う種族の中でも最上位の危険度を誇るモンスターだ。口より放出、あるいは体皮から分泌される劇毒は上級冒険者の『耐異常アビリティ』をも貫通してのける。純粋な戦闘能力は極めて低いものの、死骸に湧わいて出る蛆のごとく固まって出現する群れの数は脅威であり、冒険者達には『毒の墓場』と形容され恐れられていた。

　そしてこの時、【ロキ・ファミリア】に襲いかかってきた群体のモンスターは、アイズ達が目を疑うほどの数を誇っていた。

「あの数──大量発生!?」


「こんな時にっ……！　不味まずいわよ!?」



　モンスターの大量発生、『異常事態イレギュラー』。

　戦闘不能となった仲間の肩を支えながら走る団員達の背後から、百を超えるだろうおぞましい毒蛆のモンスターがあたかも通路を侵すように天井てんじょうや壁を這はいながら押し寄せてきた。

　猛烈な嫌悪感を覚える暇もなく、アイズ達が後衛の援護に急行した。

　風エアリエルを駆使するアイズとその『魔法』を銀靴フロスヴィルトに装塡そうてんしたベートが大盾を構えるガレスとともに毒液を防ぎ、ティオナやティオネが肌を紫色に変色させた団員達をまとめて引きずっていく。リヴェリアの『魔法』が発動し通路一本丸ごと凍結するものの、複数の横道より新たに毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの大群が合流した。

「き、切りがない……！」

　修得した『並行詠唱』を中衛位置で唱え続けていたレフィーヤも、その光景に青ざめてしまった。

『怪物の宴モンスター・パーティー』──瞬間的な多大な発生ではなく層域の広範囲にわたる継続的な増殖。しかも大量発生したのは群体で行動する毒妖蛆ポイズン・ウェルミスだ。数の多寡たかに一層の拍車がかかる。

　心身、物資ともに消耗が激しい『遠征』の帰路に遭遇エンカウントしたのも痛かった。なけなしの『魔剣』が火を噴くものの、圧倒的に対処が遅れたのだ。

　仲間を救出したアイズ達が、迎撃から逃走に行動を切り替えるのに、時間は要らなかった。

「フィン、ラクタ達がヤバイッ、早く治療しないとっ！」

「団長、『下層』の安全階層セーフティポイントに行った方が……！」

「大量発生イレギュラーの規模がわからない！　下層域全体に毒妖蛆ポイズン・ウェルミスが増殖しているなら下層ここに閉じ込められる！」

　あまりの苦痛に呻うめく兎人ヒュームバニーの少女や男性団員を抱えるティオナとティオネの訴えを、パーティの先頭で槍やりを振るっていたフィンははねのけた。

　立ち塞ふさがろうとする大型級のモンスターを瞬殺する小人族パルゥムの首領は、『下層』の安全地帯に籠城ろうじょうしても迎撃に手間取ればまともな治療さえ行えない、と叫んだ。

　何より、解毒用の道具アイテムの数が底をつきかけていると。

「18階層まで行く、動けない者は引きずって来い！　総員、走れ!!」

　団長の指示にレフィーヤ達は無我夢中で従った。

　毒の餌食えじきとなり動けなくなった団員達の腕や足を摑つかみ、ずるずると引きずって全速力で逃走する。最後尾、中衛、前衛と、アイズ達第一級冒険者が部隊の周囲に散らばってパーティの強行軍を支援した。

　進路の先々で岩盤の天井からぼとぼとと降りしきる三〇Ｃセルチ大の蛆のモンスター。紫一色の体皮から分泌される劇毒に、同行していた【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師スミス達からも悲鳴が続々と上がった。

「これは、どうにもならんなぁ。他ほかのモンスターどもも巻き添えを食らっているぞ」

　落下してくる複数の毒妖蛆ポイズン・ウェルミスを太刀でまとめて斬断する椿ツバキの横で、劇毒を浴びた他のモンスターまでもがのたうち回っていた。

　人も怪物も関係なく悲鳴を上げる中、【ロキ・ファミリア】は多くの負傷者を抱えながら、あるいは引きずりながら、下層域を突破し18階層へと逃げ込んだのだ。




「最後の最後まで、厄介事が待っていたね」

　開けた森の一角で、思わずといった風にフィンは嘆息した。

　安全階層セーフティポイント18階層。17階層へ続く連絡路にも近い南端部の森林である。

　フィン達の指示のもと、【ロキ・ファミリア】はここに即席の野営地を作成していた。

　幕を開けて風通しをよくした天幕の内部、あるいは木の根元や外の草地に多くの冒険者や鍛冶師スミス達が仰向あおむけに転がっている。性別も種族も関係ない。体の一部を変色させ、一様に脂汗をかいていた。

　そこかしこから聞こえてくる苦痛が滲にじむ声。

　視界に広がっている惨憺さんたんたる光景を前に、本営の側そばでたたずむフィン、リヴェリア、ガレスは言葉を交わす。

「『耐異常』のアビリティＧ評価以外の団員で、毒を浴びた者は軒並み行動不能……椿ツバキを除けばほとんどの上級鍛冶師ハイ・スミス達もやられた。全く、相変わらず大した劇毒だ」

「ま、一筋縄でいかんのがダンジョンじゃ。……今回は流石さすがに勘弁してほしかったが」

　未到達領域での死闘を経たせいか、さしものリヴェリアやガレスの口調も重い。

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの強襲、それによる被害。

　サポーターを含めた下位団員の多くが『毒』に侵されてしまった。

　その数は遠征隊の三分の一以上にも上っており、事実上、部隊は行動停止だ。

　フィン達は大規模な休息レストを取ることを余儀なくされている。

「リヴェリア、治療の方は？」

「症状が重い者を率先して治療しているが……あまり期待しないでくれ。稀少きしょうな解毒系の治療魔法を扱える魔導士や治療師ヒーラーは、私を含めても少ない」

　フィンの確認に、リヴェリアは精神力マインドがつきかけている己おのれの体を見下ろす。

『精癒アビリティ』のおかげでゆっくりと、僅かに精神力マインドが回復していくのを知覚しつつ、彼女は遺憾そうに瞑目めいもくした。

「ましてや毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの毒だ。解毒魔法でも全快は難しい」

『ポイズン・ウェルミス』の毒の厄介な点は専用の解毒剤──同モンスターの体液ドロップアイテムを原料にした特効薬でなければ完治しないその特異性にある。

　いくら高い『魔力』を保有していたとしても、通常の解毒魔法ではそれこそリヴェリアが語ったように毒性を緩和させる程度の効果しか上げられない。少なくとも、彼かのモンスターの劇毒を払拭ふっしょくしてのけたという話は【ディアンケヒト・ファミリア】に所属する【戦場の聖女デア・セイント】、アミッド・テアサナーレによる高位治癒魔法しかフィンは聞いたことがなかった。

「全すべての者を回復させるには、どうしても専用の特効薬が必要になる」

「ンー、やっぱりベートを待つしかないか」

　この安全階層セーフティポイントに辿たどり着いて、既に二日目。

　昨夜──階層の『夜』の時間帯に到着したフィン達は、負傷者を看護する野営地を大急ぎで設営する傍かたわら、ベートに地上へ向かうよう指示を出した。都市オラリオで販売されている特効薬を入手するためだ。

　地上と18階層の往復作業となるこの任務にベートが選ばれた理由は、ひとえに彼が派閥内で随一の俊足を誇る故である。『スキル』の恩恵もありベートは比喩抜きでＬｖ．上位のフィン達より僅かに足が速い。風エアリエルを用いたアイズには流石に遅れを取るものの、この疲弊した環境の中で長距離走行も兼ねる安定した速度と持続力を求めるなら彼が適任だった。

「面倒くせぇ仕事を押し付けやがって」

　と、文句を吐きながら狼人ウェアウルフの青年は昨夜の内に出発している。

　既に地上には帰還し、今頃いまごろは稀少かつ高価な特効薬を人数分かき集めていることだろう。フィンの見立てでは二日後の夜には帰ってくる筈である。

　毒を浴びた者達にとって苦しい時間となるが、リヴェリア達が解毒作業を続ければ悪化することはないだろう。

「椿ツバキに作らせた不壊武器デュランダルに、『魔剣』が三十振り以上、止とどめに特効薬の買い占め……鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアに武器素材ドロップアイテムも譲らんといかんし、こりゃ【ファミリア】はしばらく火の車かのぅ」

「お願いだから今は忘れさせてくれ、ガレス」

　頭が痛くなる、とフィンは苦笑を浮かべた。

　予想外の出費に加え、遠征同盟を組んだ鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアには報酬として『深層』の武器素材ドロップアイテムの多くを譲渡することになっている。命懸けで手に入れた『砲竜の牙きば』や『砲竜の紅鱗』など、52階層以下の武器素材ドロップアイテムもその対象だ。

　念願の到達階層を更新し戦果は上げられたものの、収拾した『魔石』だけで今回の莫大ばくだいな遠征費用を全て回収できるかとなると中々なかなか厳きびしいものがある──アイズが提供した24階層食料庫パントリーに関する冒険者依頼クエストの報酬がなかったなら今頃どうなっていたか想像に難くない──。

「いつになるかわからないけど、今度『遠征』をやる時は資金集めの方が先決かな」とフィンは呟く。

「……59階層で見たものをロキに一刻も早く知らせたかったけど、こうなったら仕方ない。手紙も渡したし、後はベートに任せよう」

　おもむろに頭上を見上げたフィンは、森の枝葉の隙間すきまから差す木漏もれ日に瞳ひとみを細め、そう告げた。

「これ以上、気を揉もんでいてもしょうがない。どうせなら前向きに捉とらえようじゃないか、18階層にとどまる口実ができたってね」

　そして一転して軽い語調で、周囲を見回しながら冗談交じりに言う。

　思わず苦笑するリヴェリアとガレスが釣られて視線を巡らすと、現在野営地で見回りや看病をしているのはラウル達をはじめとした男性団員しかいない。アイズ達女性陣は森の奥で水浴びを行なっている。溜たまった疲労や鬱屈うっくつを懸念したフィンの指示によるものだ。

　アイズ達が帰ってきた後は、交替でラウル達にも行かせる予定である。

「アイズ達と一緒に行かなくてよかったのか、リヴェリア？　今しばらく、ここは儂わし等らに任せてもよかったのだぞ？」

「私が沐浴もくよくしようとすると、女性団員エルフ達が敏感になる。羽を伸ばすどころではないだろう」

　王族ハイエルフである自分が向かえば、王妃の世話をする女官よろしく厳重な警備体勢のもと水浴びする羽目になる、と。

　ガレスの問いに対し、「私は最後でいい」とリヴェリアは小さく微笑ほほえんだ。

「油断してはいけないけど、『遠征』の山場は越えた。少し、僕達も体を休めよう」

　小さな首領の指示に、実際疲つかれ切っているリヴェリアとガレスも、口を挟むことなく頷うなずいた。
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「こうたーい、交替っすよー。男達も休憩するっすー」

「よし、俺おれ達も体を洗いにいくか……」

「いつも通りだけど、ティオネさん達の水浴び、覗のぞけなかったな……」

「馬鹿ばか、神聖浴場しんせいよくじょうを覗いたっていう大神かみ様の加護でもなければ、あんな所ところ飛び込めねえよ」

「ええ、命が惜しい」

「変なこと言ってないで、早く行くっすよー。……アキ辺りに聞かれれば、怒られるの自分なんすから」

　水浴びから帰ってきたアイズ達は、ラウルに率いられながらぞろぞろと移動する男性団員達と見張り諸々を交替した。

　野営地のあちこちからは依然として呻き声が漏れていた。昨夜と比べれば顔色が良くなった者は多いが、やはり満足に行動できるほどではない。サポーター兼治療師ヒーラーであるリーネなどが寝込む団員や鍛冶師スミス達を甲斐かい甲斐がいしく世話するのを脇に、アイズやレフィーヤはキャンプの見回りに従事した。

「やっぱり街リヴィラはダメー、ぼったくられるー」

「人が困ってる時ほど腹が立つくらい足もと見るわね、あいつ等」

「ティオナさん、ティオネさん。お帰りなさい」

　アイズ達と一旦いったん別れ、階層西部『リヴィラの街』に買い出しに行っていたティオナとティオネが野営地に戻ってくる。

　18階層に到着した当初、街に存在する毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの特効薬だけは早急に買い占め、Ｌｖ．が低く危険な状態にあった者達は一命を取りとめた。が、代償もとい代価は高くついた。

　上級冒険者達が経営する『リヴィラの街』は地上とは比べものにならないほど物価が高い。本日もティオナ達が最低限の食料を買えないか交渉に向かったものの、言葉通り吹っかけられたと言う。もともとこのダンジョンの宿場街を利用せず野営地を作成したのも、法外な値段を請求されるからだ。

　水晶で彩いろどられる美しい外観と反して、ならず者達が営む街は今日も変わらず暴慢である。

「行く途中で狩ったモンスターの『魔石』と物々交換して、パンなんかはちょっともらってきたけど……遠征用の物資、ほとんど残ってないみたいだし～」

「ベートが帰ってくるまでまだかかる筈だから……やっぱり、この階層で調達するしかないわね」

「あ、森の中の果物ですか？」

　臍へそを丸出しにしたお腹なかをさする妹の横で、ティオネはレフィーヤに「ええ」と返す。

　出費は避けたいが、空腹を我慢する道理もないと彼女は肩を竦すくめた。

　冒険者本来の有あり様ようらしく、自給自足である。

「アキ達にも声をかけて、いくつか班を作りましょう。水汲くみと、後は森の奥から食料を集めてくるの」

「わかった」

「はいっ」

「よーし」

　ティオネの指示にアイズ、レフィーヤ、ティオナは順々に頷く。

　この18階層の森には泉の他にも清涼な小川が走り、後はいくつもの果樹も存在する。後者はモンスターだけでなく人が食べても何ら問題はない。

　班は二人一組ないし三人一組、Ｌｖ．３以上の者を一人は組み込むこと。ティオネは集めた女性団員達の前でそう指示した。

　モンスターが産まれない安全階層セーフティポイントとはいえ他階層から進出してくる個体は数多い。この大森林や階層北部の湿地帯を根城にしているモンスターもいるほどだ。

　決して油断は禁物であると彼女は厳命した。

「それじゃあ、行こうか？」

「はい、よろしくお願いします、アイズさん！」

　アイズとレフィーヤは食料調達を任せられた。それぞれの班が野営地から散らばっていく中、エルフの少女の弾はずんだ声とともに森の奥へ足を運ぶ。

　薄くなる頭上の葉々の隙間から階層天井に生える水晶の光が差し込み、まるで木漏れ日のように辺りを照らしていた。樹木の根元では青水晶の柱が輝いている。

　主な役割分担は小鞄ポーチを携えるレフィーヤが食料を集め、アイズが護衛だ。

　襲いかかってくる熊のモンスター『バグベアー』を不壊剣デュランダル《デスペレート》の一振りで瞬殺する。長期間の遠征をくぐり抜けてなお銀の剣には傷一つ存在しなかった。鍛冶師スミスである椿ツバキの手で整備もしっかり受けており、その切れ味も健在である。

　アイズがモンスターを灰化させる一方で、レフィーヤは背伸びをしながら木の枝に実る果実をもぎ取る。ふわふわの綿花に蜂蜜を浸したかのような迷宮産の果物フルーツ、雲菓子ハニークラウドだ。皮から滴したたる果汁が甘い香りを漂わせ、口内に唾液を溜めさせるが、ぶんぶんっと顔を振ってせっせと小鞄ポーチに詰めていく。

　修復する迷宮壁と同様、ダンジョンの組成の一部であるこの階層の果樹も一定時間を置けば新たな果実を実らせる。雲菓子ハニークラウドの他にも瓢簞ひょうたんの形をした『赤漿果ゴードベリー』など様々な果実を集めることができたレフィーヤは、この場所をよく覚えておこう、とさながら小さな果樹園のように果物フルーツを実らせる木々を見回した。

　周囲を警戒しつつ、手持ち無沙汰になったアイズもレフィーヤと並び、自身が携行する小鞄ポーチに果物フルーツを集め始める。

「あ……水晶飴クリスタル・ドロップ」

「わぁ、珍しい！　すごいです、アイズさん！」

　お互いの小鞄ポーチもすっかり重くなり、一度野営地に戻ろうとした時、足もとの草地に自生する青白い輝きを発見する。周囲に伸びる小さな水晶の塊の中に隠れていたのは、飴あめ菓子にも似た涙滴型の果実だった。

　18階層でも滅多に採取できない、いわば稀少原料レアアイテムならぬ稀少果物レアフルーツ、水晶飴クリスタル・ドロップだ。

「これ、地上で買おうとするとすごい高いんですよね！　『貴族御用達のお菓子』なんてよく言われてますし……私一度だけ食べたことがあるんですけど、ひんやりしていて美味おいしくて、味もとっても上品で、そう言われるのも納得しちゃうなって！」

　興奮するレフィーヤの言葉の通り、硬質な水晶の飴玉を彷彿ほうふつさせる水晶飴クリスタル・ドロップは美味だけでなく稀少性も高い。その宝石のような美しさから上流階級の高級菓子として非常に人気があり、地上では瓶びん詰めにされた水晶飴クリスタル・ドロップが万を超える価格で取り引きされているほどだ。

　入手できたのは僅か二つ。アイズの手の上にある水晶飴クリスタル・ドロップにレフィーヤは目を輝かせる。

　甘いものに目がない後輩の姿にくすりと微笑していたアイズは、そこで何か思い出したように、穏やかな笑みを纏まとい直した。

　そして手の中の水晶飴クリスタル・ドロップを、エルフの少女に渡す。

「え、アイズさん……？」

「レフィーヤに、あげる」
















「で、でもっ、これを見つけたのはアイズさんですしっ、とっても貴重ですしっ!?」

　左手に杖つえ、右手に水晶飴クリスタル・ドロップを持ちながら慌あわてふためくレフィーヤに、アイズは微笑みかけた。

「お礼、だから」

「お礼……？」

　うん、とアイズは頷く。

「59階層で、私を助けてくれた……そのお礼」

　アイズの言葉に、レフィーヤは紺碧こんぺき色の瞳を見開いた。

　59階層で繰り広げられた『精霊の分身デミ・スピリット』との決戦。ティオナ達に導かれモンスターの懐ふところに飛び込んだアイズは敵の罠わなにはまり、あわや撃墜されそうになった。

　そんなアイズを救ったのがレフィーヤの『魔法』である。

　瀕死ひんしの身でありながら歌うことを諦あきらめなかった彼女の援護射撃が、敵の砲撃からアイズを守ったのだ。

「あれから色々あって、ちゃんと言えなかったけど……ありがとう、レフィーヤ。私を、助けてくれて」

　ほんの少々の照れを頰ほおに滲ませながら、アイズは笑みとともにその言葉を告げた。

　足を止めて向き合う金髪金眼の少女の、心からの感謝に、レフィーヤは感激のあまり双眸そうぼうを潤ませてしまう。

　かと思うと誤魔化ごまかすように目もとを腕で拭ぬぐい、赤くなりながらわたわたと挙動不審となった。

「い、いえっ、そんなこと言ったら私の方こそアイズさん達にずっと守られていたわけですし……よ、ようやく恩返しできたというか……！」

「ううん……それでいいんだよ。前にも、言ったよ？」

　アイズ達は、何度でもレフィーヤを守る。

　そして魔導士であるレフィーヤは、アイズ達の危機を救う。

　以前、アイズが落ち込んでいたレフィーヤに教えた言葉だった。当時の記憶を思い返すレフィーヤは動きを止め、小さく、けれどようやく誇らしげな笑みを浮かべた。

　照れたようにはにかみながら、手の上にある水晶飴クリスタル・ドロップをしげしげと見つめる。

　その青白い輝きを、アイズを救った勲章とするように「いただきます」と微笑んで、服の懐──戦闘衣バトル・クロスの内ポケットに大切そうにしまった。

「ティオナも、ティオネも、すごかったって言ってたよ？　レフィーヤがいてくれなかったら、本当に危なかったって」

「あ、あれは全部フィルヴィスさんのおかげで……！　いえっリヴェリア様やアイズさんのご指導の賜物たまものも勿論あるんですけどっ、私は、えっとっ」

「フィンも喜んでた。私達が……レフィーヤが力をつけてくれて、嬉うれしいって」


「だ、団長がっ？　やっ、そのっ、あの……うぅ～～～～～～～～っ」



　その後もアイズの攻撃もとい称賛は続いた。

　まさかの憧憬しょうけいの少女による褒め倒しに、レフィーヤの顔がとうとう真まっ赤かに染まる。

　その尖とがったエルフの耳の先まで赤らめ、堪たまらず顔をうつむけ、己の杖を両手で握った。

　そんなレフィーヤの様子を微笑ましげに眺めながら、本当にすごくなった、とアイズは掛け値なしに思う。

　前回の『遠征』から今回の『遠征』の間に、少女は見違えるほどに成長した。

　様々な戦闘の中で歌を紡つむぐ度に、レフィーヤは変わっていったような気がする。

　何が彼女をそうさせたのか、あるいはその大きな要因は何か、とアイズがそんなことを考えていると。

　目の前にいるレフィーヤは、ゆっくりと顔を上げた。

「あの……アイズさん」

「？」

「59階層で、団長が言っていた……ベル・クラネルって」

　もはや狼狽ろうばいした素振りもなく、ただ真剣な表情を浮かべるレフィーヤの言葉に、アイズは瞠目どうもくする。

　59階層での決戦で放たれた、【勇者ブレイバー】による鼓舞。

　絶望的な戦況にありながら、あらゆるものを覆くつがえし、戦局を決定づけてみせた勇気の魔法。

　その中には、ベル・クラネルという少年の名も含まれていた。

「59階層に行くまでの途中……あのヒューマンの冒険者が、何かしたんですか？」

『遠征』の準備期間中に行われていた『並行詠唱』の訓練時、自分と同じく稽古をつけてもらっている少年の素性をレフィーヤはとうとう我慢できず尋ねてきて、アイズも彼の名を教えている。

　一方で、遠征初日、９階層であった猛牛と少年の激闘をレフィーヤは知らない。

『ミノタウロス』が『上層』に出現し、一度いちど先鋒せんぽう隊から離れたフィン達が様子を見にいき、これに対処した。この程度の話を他団員同様、ラウル達から聞いたくらいだろう。ことの顚末てんまつを──自分達が見た光景を、アイズ達は語ろうとしなかったのだから。

　あの時のフィンの発破が、全てを変えた。

　あの少年の名前が、アイズの、ベート達の闘志に完璧かんぺきに火をつけた。

　当時の戦場にいたレフィーヤは、はっきりとそう直感しているのだ。

　紺碧の瞳に見据えられ、立ちつくしていたアイズは、ややあって導かれるように木漏れ日を仰いだ。

「うん……あの子も、『冒険』をしてた」

　森の枝葉の奥、天井に形成される菊マムの花のごとき水晶群、更にその奥に広がる上層へ視線を馳はせるように見つめる。

「あの子も……レフィーヤと同じくらい、すごかったよ」

　唇からそんな言葉が、アイズの本心が自然とこぼれ落ちる。

　それを聞いたレフィーヤは両手に持つ杖を、ぎゅっと強く握った。

（そう……あの子も、変わった）

　少女の様子に気付かないまま、アイズは思考に耽ふける。

　レフィーヤと比べれば──レフィーヤが成し遂げた戦果の前では、少年の『冒険』の内容はきっと見劣りするに違いない。

　だがあの『冒険』は、アイズ達たち冒険者にとって原点そのものだ。

　弱き者が絶対強者を己の力で打倒する。

　もっとも単純で、もっとも困難な『偉業』の一つ。

　限界を超え、己の全てを賭としたからこそ、アイズ達もああまで見惚みほれたのだ。

　初めて成しえた『偉業』は、その者の人生を大きく左右する。

　初めての『冒険』は大きな意味を持つ。

　きっと、少年はこれからも変わっていくだろう。アイズには予感があった。

　大成するか、ただの命知らずとなるか、あるいはもっと別の何かになるか。

　手に入れた『英雄』への資格をもって、遥はるか険しい頂きを登り始めるか。

　──あの子は今、何をしているだろう？

「……」

　天井に咲き誇る純白の水晶にアイズは瞳を細める。

　エルフの少女もその視線を追う中、白い輝きをしばらく眺め続けた。
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　18階層には『夜』が訪れる。

　階層天井の一面を覆う水晶群は中心に太陽を連想させる白、その周囲に空を彷彿させる青のクリスタルが生え、発光することであたかも地上の空のような景観を広げる。

　そして時間が経過することで光は消えていき、階層は暗闇くらやみに包まれるのだ。

　アイズ達が自給自足を始めたその晩、見張りを残しながら【ロキ・ファミリア】は携行用の魔石灯を囲み全員で食事を取った。

　振る舞われるのはアイズ達が集めた果物フルーツや少量のパン、後は椿ツバキが『大樹の迷宮』へ赴いて採ってきた巨大キノコの丸焼きだった。客人の立場であるのをいいことに彼女は日中勝手かってに動き回り──同僚である鍛冶師スミス達の看護も任せきりにし──挙句あげく仕留めたモンスターの戦利品をもって街リヴィラで酒と物々交換してきたのだ。同盟派閥といえど目にあまる行為だが、『遠征』も既に終わっているようなものなので首領フィン達は苦笑して見逃すことにした。

　無論、規律を守るため自派閥の者には決して許さなかったが。

「つ、椿ツバキさん、このキノコ食べられるんスか……!?　食用のものとして確認されていないような……！」

「『耐異常』のアビリティを持っていれば何も問題ない！」

「やっぱり毒キノコじゃないですかぁ!?」

「そんなこと言うな、中々珍味でイけるぞ？　ほれ、千の妖精サウザンド、食べてみろ！」

「要らないです、要りません!?」

「あ、じゃあ、あたし食べるー！」

　ほろ酔い状態で焚たき火を起こし、毒々しい紫色の巨大キノコを炙あぶる椿ツバキに、ラウルが汗を流しレフィーヤが悲鳴を上げる。

　勧められたキノコをエルフの少女が全力で拒否し、ティオナが気軽に手を挙げる光景に、団員達から笑い声が上がった。アイズも笑みをこぼしてしまった。

　賑にぎやかな晩餐ばんさんが終わればすぐに就寝となった。

　見張りは交代制だったが、アイズ達たち幹部は当然のように免除され、宛てがわれた天幕の中でティオナやティオネ、レフィーヤ、その他の女性団員達とともに目を瞑つむる。負傷者を寝かす天幕に余裕がないための処置だ。

　第二級冒険者であるエルフの少女が一度見張りへ出かけていったのを知覚しながら、アイズは体力回復に務めた。

　そして、『朝』。

「……」

　階層天井に光が戻り、早朝の森を思わせる明るさが野営地に広がる中、アイズは天幕から抜け出した。

　目が冴さえている。

　ダンジョンにいる時はいつもこうだ。

　この地下迷宮では、どんなに疲れていても本当の意味で熟睡することはできない。

（地上と、時差が大きい……）

　18階層の水晶は時間帯によって光の量が変動する。伴って地上との時差も発生し、大きなずれが生じるのもざらだ。

　枕まくらもとにあったレフィーヤの懐中時計で確認した時刻は日付が変わって数時間ほど。今いま地上は深夜帯で、きっと蒼あおい月夜が広がっているだろう。

　水晶群によって形作られる地下の偽りの空を見上げながら、アイズは約二週間浴びていない太陽の日差しと静謐せいひつな月明かりを恋しく思った。

　腰に愛剣《デスペレート》を帯剣し、団員に断りを入れ野営地を後にして、アイズはふらりと散歩に出かける。せっかく起きてしまったので気ままに歩きたい気分だった。あるいはダンジョンにもぐってから無沙汰となっている、剣の素振りをするのもいいかもしれない。

　草地を踏むブーツから音を鳴らしながらそんなことを考えていた──直後。


『────────ォォォォォォ』



「！」

　地鳴りのごとき巨人の咆哮ほうこうが鳴り渡った。

　次いで、どおおおんっ、という強い震動が届く。

　第一級冒険者であるアイズは何が起きたのかすぐに察した。この18階層の直上、連絡路も繫つながっている17階層最奥の大広間で階層主『ゴライアス』が暴れたのだと。

　アイズは駆け出していた。

　昨夜まで似たような現象は発生していなかったことから、恐らく産まれ落ちたばかりの『迷宮の孤王モンスターレックス』が大広間に侵入した冒険者を襲ったのだ。この安全階層セーフティポイントまで届いた強い震動と衝撃は、巨人の鉄鎚てっついが連絡路にでも炸裂さくれつしたのか。

【ロキ・ファミリア】が作成した野営地は階層南端部、17階層に通ずる洞窟から近い。

　同業者の身を案じ、アイズは誰だれよりも早く洞窟前へ急行した。

　木々の間を疾走し、水晶の塊を飛び越え、薄暗い森の出入り口から飛び出す。

　そして、

（──え？）

　草の絨毯じゅうたんの上に倒れ伏す、冒険者達を見た。

　洞窟前の開けた青い草地。

　ヒューマンの男性二人に、小人族パルゥムの少女。三名のパーティ。

　全員ぼろぼろだ。小人族パルゥムの少女の顔はすり傷と埃ほこりにまみれ、完全に気を失っている。同じく意識を失っている赤髪の青年は骨が砕けていると思われる左足が酷ひどい。まるで決死行を繰り広げ、この階層に逃げ込んできたかのようだった。

　だが、そんな中でアイズの瞳は、残る一人の冒険者に釘くぎ付けとなっていた。

　砂埃に汚れた白い髪。

　傷付いた軽装に、一部が破けているインナー型の火精霊の護布サラマンダー・ウール。

　うつ伏せに倒れ、ぴくりとも体は動かない。

　額から夥しい出血をし、横に向いたその顔を紅く染めている。

　──まさか。

　愕然がくぜんとしながら立ちつくしていたアイズは、森の出入り口から無意識に足を進めた。

　まるで何かに引き寄せられるように、白髪の冒険者──少年のもとへ真まっ直すぐ向かう。

　耳もとの音が遠ざかり、思考が上手うまく回らない。驚愕きょうがくと衝撃で頭の中が真っ白に埋めつくされている。

　かさっ、かさっ、と静かに草を踏みながら、アイズは少年のもとへ近付いた。

　目の前で足を止め、細身の体を自分の影で覆い、見下ろす。

　間違いない──息を呑のんでそう確信した、次の瞬間。

　少年の手が動いた。

「!!」

　がしっ、と。

　驚愕するアイズの左足を摑む。

　震える指先をブーツに食い込ませながら、その血だらけの形相で、たじろいでしまうアイズの顔を見上げる。

　渾身こんしんの力を振り絞るように、唇を開いた。

「仲間を、助けてください……！」

　絞り出されたのは懇願だった。

　こちらのことがわかっていないのか、深紅ルベライトの瞳を朦朧もうろうとさせながら、二人の仲間だけはとそれだけを告げてくる。

　そして今度こそ力つきたように、ブーツを摑んでいた手が剝はがれ落ち、少年は意識を手放した。

　固まっていたアイズは膝ひざを折り、血に濡ぬれた前髪と額を指でなぞる。

「ベル……？」

　アイズの唇から落ちた声に、閉ざされた少年の瞼まぶたは動かない。

　少年が猛牛と繰り広げた『冒険』から、まだ二週間。

　大自然と水晶が息づく迷宮の楽園──ダンジョン中層域で。

　アイズは、予想しうる筈もない再会を果たした。
















　アイズ達たちが安全階層セーフティポイントに到着した日より、時は大きく遡さかのぼる。

【ロキ・ファミリア】が『遠征』に出発して四日目に、その会合は開かれた。




「ヒャッハーッ！　神会デナトゥスだー!!」

　巨大な迷宮都市オラリオの中央にそびえ立つ白亜の巨塔、『バベル』。

　その三十階の大広間に、多くの神々が足を運んでいた。

　三ヶ月に一度開かれる神の会合、『神会デナトゥス』である。

　ほぼ有名無実とはいえ、管理機関ギルドからも認められる神々による諮問機関。交わされる討議は神のいい加減さを示すように不ふ真面目まじめかつふざけた内容が多くを占めるものの、冒険者の一生に関わる称号の進呈『命名式』や、都市で開かれる『催し』の発案・精査する場でもある。伴って臨時の召集がかかる場合も存在する。

　参加条件は上級冒険者に匹敵ひってきする【ファミリア】の構成員を一名以上いじょう保有していること。つまりＬｖ．２の団員の有無だ。昇格ランクアップ──『器』を昇華させた眷族けんぞくの存在は、派閥を競わせる神々にとって一種の下界的地位にも直結する。

　神に一歩いっぽ近付くとまで言われる階位の上昇は、Ｌｖ．を伸ばした分だけ、あるいは昇格ランクアップした団員の数を増やした分だけ、他たの神が認める主神の功績となるのだ。

「あ、フレイヤ様来きてるー!?」

「ぃいやったぁああああああああああああああ!!」

「イシュタル様もいるぞー！」

「眼福なり、眼福なり……！」

　大広間の構造は一つの階フロアを丸々使用した巨大なもので、いくつもの長大な柱が遥はるか頭上の天井てんじょうを支えていた。周囲は地上三十階の青空に囲まれており、上空に浮かぶ神殿のごとき様相を呈している。唯一の出入り口である大扉から姿を現す神々は、広間中央に据えられた巨大円卓に続々と集まっていた。

　張り詰めた表情を浮かべる角髪みずらの神、「俺おれがガネーシャだ！」と激しい自己主張を繰り返す象面の神、銀髪と紫髪の二柱の『美の神』に彼女達を拝む男神達。そしてそんな男達に白けた眼差まなざしを送る女神多数。老若男女様々な神々が円卓に着席していく。

　多くの神がニヤニヤと笑みを浮かべ、隣り合った者同士でしばらく雑談を交える中。

　頃合ころあいを見て、とある神が立ち上がった。

「よし、そろそろ揃そろったやろ？　じゃ、始めるでー」

　朱色の髪を揺らす神、ロキは、細い糸目を笑みの形に曲げた。

　一度静まり返った大広間の中で、宣言する。

「第ン千回神会デナトゥス開かせてもらいます、今回の司会進行役はうちことロキや！　よろしくなー」

『イェー!!』

　次の瞬間、乗りのいい神々によって円卓が喝采かっさいに包まれた。

　彼等ら彼女等らの拍手を浴びるロキは片手を挙げて応こたえる。

　ロキは本日の神会デナトゥスで司会進行を務めることになっていた。と言うのも、

『【ファミリア】の子がほとんど『遠征』に出払って暇なんやー。うちに司会進行やらせてくれへん？』

　と事前に自らそう申し出ていたからだ。

　神会デナトゥスにおいて好き勝手に発言しまくる神々を統制するには、ある程度地位ちいが高い神物じんぶつでなければ務まらない。都市最大派閥の一角を担う彼女の要望に、他ほかの神々は何の反対もせず『どうぞどうぞ』と従った。

　己おのれの席から立ち上がったロキを円卓の神々は見やってくる。顔見知りは当然多い。天界から何かと腐れ縁が続いている美神フレイヤを始め、『遠征』の同盟を組んだ紅髪紅眼の女神ヘファイストスもいる。眼帯で右眼を覆う彼女は挨拶あいさつ交じりに笑みを投げてきた。

　そんな中、ロキは鍛冶神の隣にいる幼い女神にちらりと視線を投げる。

（ほんまにドチビ来とるなぁ……かーっ、生意気やなぁ）

　幼女と少女の境目で揺れる低身長の容姿に、鐘の髪留めで二つに結わえられた漆黒の髪。何より圧倒的なのは激しい存在感を醸かもし出す胸の双丘。

　目障りな巨乳を見せつけてくる憎き幼女ロリ神にロキは唾を吐きたくなった。胸囲的な意味で目の仇かたきにしている『糞くそ生意気なジャガ丸ドチビおっぱい』である。

　向こうも向こうでロキの司会が不満なのか、じろっと睨にらんできた。

　普段ならば顔を合わせた途端、声を上げていがみ合う仲であるが、

（まぁ、今はあんなドチビどうでもええ。やることあるしな）

　ロキはあっさり無視した。

　一瞥いちべつしたのみで突っかかってこないロキに相手も訝いぶかしんだようだが、構わず司会としての仕事を進める。

「よぅし、サクサクいくで。まずは情報交換や、面白おもしろいネタ報告するもんおるかー？」

「ハイハーイ！　ソーマ君がギルドに警告食らって、唯一のご趣味を没収されたそうです！」


『なんだってぇ────────────────────────────!?』



　ロキの言葉を皮切りに、大広間はあっという間に騒がしくなった。

　神会デナトゥスの目的の一つに情報交換がある。ほどんどが退屈を紛らわすための愉快で不毛なくだらない話だが、迷宮ダンジョンや都市オラリオに関わる新報があれば議題として検証し、共有するのだ。

　オラリオの中でも主要派閥の主神が集まる神会デナトゥスは、注目度の高い情報を伝達する役割を持っている。

　神々は奔放ほんぽうだった。

　挙手しては自由気ままに好き勝手、口々に意見を放ち、議会の混沌こんとん振りに拍車をかける。ゲラゲラという笑い声交まじりに円卓の上で行き交う話題は二転三転していった。

　下界の子供達は神会デナトゥスが『厳粛の雰囲気で執り行われる神々の議会』と勘違いしているが、このあまりに無秩序な光景を見れば『嗚呼あぁいつもの神だ』と悟ることだろう。

「よし一回黙れ！」

　収拾不可能と思われた意見の言い合いは、司会ロキの一喝によりぴたっと静まった。

「うっし。まとめとくと、今気にしときゃあかんのは王国ラキアの方やな。一応ギルドに報告しとく。まぁウラノスのジジイのことやから、独自に情報は摑つかんでそうなもんやけど。ここにいるもんの【ファミリア】は召集かけられるかもしれんから、よろしくな？」

『了解』

　進行役の権限を発揮し、話題に上がった情報を簡潔に精査する。

　まとめられたロキの報告に、他の神々は素直に頷うなずいた。

「あぁ、そや。うちの方からも一つ、いいかー？」

　やがて、ネタ切れとなった神々の口数が減っていき、話し合いの勢いが弱まる頃。

　ロキは笑みを浮かべながら、おもむろに切り出した。

　円卓の神々を見回す動きの中で、誰だれにも気取られないように、二柱の男神に目配せする。

　それぞれ離れた位置に座す、金髪の男神ディオニュソスと、優男やさおとこの神ヘルメスが、瞑目めいもくや笑みを浮かべることで応えた。

「最近、気色悪い新種のモンスターが出るようになっとる。フィリア祭さいや、安全階層セーフティポイントなんかになぁ」

　ぴくり、と。

　一部の神が反応を示した。

　麗うるわしい銀髪の美神はロキを流し目で見やり、無知な幼女の神は「？」と首を傾かしげる。

　何か心当たりがあるのか──眷族が被害に遭ったのか──探索ダンジョン系の派閥や宿場街リヴィラに冒険者を輩出している主神の多くも、その端整な顔を強張こわばらせる。

「絵の具をブチまけたみたいな、極彩色の化物どもや。力は第二級冒険者並み……神出鬼没らしくてな、ダンジョンだろうと都市だろうとお構いなしみたいや」

　ロキは、探りを入れていた。

　いや『揺さぶり』をかけていた。

　ロキがわざわざ司会進行役を買って出たのは、この神会デナトゥスの手綱を握り、揃った顔ぶれの反応を窺うかがうためだ。怪物祭モンスターフィリア、18階層、24階層食料庫パントリーで巻き起こった一連の事件の手がかりを得るために。

　食人花、『宝玉の胎児』、怪人クリーチャー、そして闇派閥イヴィルスの残党。

　前回の『遠征』でアイズ達が初接触した極彩色のモンスターから始まった騒動は、迷宮都市が転覆しかねない大事になりつつある。この事態を前に、ロキは先日の高級酒場での密会からなし崩し的に結託する羽目になったディオニュソスとヘルメスと連携して、一度、仕掛けてみることにしたのだ。

　つまり、容疑者の炙あぶり出しである。

『私にとって都市にいる神は全すべて容疑者、子供の仇かたきだ』

　眷族を殺されたディオニュソスの言葉だ。

　神は曲者くせものが多い。彼のその言い分をロキも否定しない。今、円卓を見渡す彼女の視界に映る神々は、全員が例外なく疑わしき者だ。

　判明しつつある『都市の破壊者エニュオ』を名乗る黒幕と思おぼしき存在。

　ダンジョンにひそむ地下勢力と、闇派閥イヴィルスの残党による地上勢力。とりわけ後者には必ず残党に『恩恵ちから』を与えている神──『邪神』がいる。

　統率者、ないしは加担者を調べるために、ロキ達は今回の神会デナトゥスを利用したのだ。

　都市有力派閥の神々が集まる、この饗宴きょうえんを。

「昔、やんちゃしておったクソ共の名残りが、こそこそ動き回っとる……なーんてことも耳にする。だから、みんな、気をつけてなー」

　朱色の瞳ひとみを細め、薄い笑みを纏まとったまま、ロキは闇派閥イヴィルスの存在を臭わせる。

　ディオニュソスとヘルメスは彼女の言葉を聞いて妙な素振りをする者がいないか、円卓の隅々に目を光らせていた。

　下界新参、あるいは都市オラリオに来てまだ二、三年の神々が訝しげな表情をする中、周囲では女神達が「まぁ」と言ってわざとらしく口に手を当て、男神達が「こえー」と口にしながらニヤニヤと笑っていた。

　神一同を巻き込んで、腹の探り合いが行われる。

「俺からもいいか!!」

　と。

　そこで、褐色のたくましい腕が挙げられる。

　挙手とともに円卓から立ち上がったのは、象の仮面を被かぶった男神、ガネーシャだった。

「まずは先に言わせてもらう──俺がガネーシャだ!!」

「ハイハイじゃあな、もう座れ」

「すまん本気で間違えた！　──まずは先に謝らせてもらう、先日の怪物祭モンスターフィリアでは迷惑をかけた！　だが【群衆の主ガネーシャ】の名に誓って言うが、報告にある食人花のモンスターは俺の【ファミリア】が捕えたものではない！　信じてほしい!!」

　ロキのぞんざいな扱いに対し素早く発言を訂正しつつ、ガネーシャは椅子いすの上で一々姿勢ポーズを決めながら言葉を連ねる。

【ガネーシャ・ファミリア】はギルドと提携しながら怪物祭モンスターフィリアを取り仕切る立場にある。主神たる彼は前回の祭りでモンスターの脱走を許してしまったこと、騒動の鎮圧に協力した他神やその眷族達に迷惑をかけたことを、この神会デナトゥスの場を借りて真摯しんしに謝罪した。

　ロキがこっそり視線を飛ばすと──件くだんの騒動において半分の原因である銀髪の美神は、彼女の下僕ファンである男神その一が出した紅茶をしれっとしながら口付けていた。

　ガネーシャは、もう半分の原因である食人花のモンスターについて、あれは与あずかり知らないものだと断言する。

「更にもう一つ、同じモンスターが暴れた18階層の事件で、俺の団員が殺された！　怪物祭モンスターフィリアとの関係性はわからん、だが俺は子の無念を晴らしたい!!　何か情報を知っていたなら、どうか協力してくれ!!」

　だんっ、と円卓を叩たたきながらガネーシャは訴えた。

　18階層の事件──極秘の依頼を受け『宝玉の胎児』を回収した【ガネーシャ・ファミリア】団員、第二級冒険者ハシャーナ・ドルリアが赤髪の女レヴィスに殺害された一件だ。

　己の眷族の死を悼いたむように、象の仮面から二筋の滴が両の頰ほおを伝う。

　普段は奇怪な振る舞いをしている男神が流すその涙に、周囲の神々は今ばかりは口を閉ざした。

「くぅ、ハシャーナよっ、どうして、どうしてお前は──腹上死など!!　ボンバーな美人に誘惑されてヤられるなど、なんと羨うらやましいッもといけしからん!!　何故なぜ俺と代わってくれなかった!!」

「おい、ハシャーナがくたばったのは腹上死じゃないで」

「えっ？」

　熱い涙を流しながら心底羨うらやましがっているガネーシャに、ロキが突っ込む。

　どう捻ねじ曲がって伝わったのか定かではないが、主神の中では我が子はボインボインな美人に抱かれて昇天したことになっていたらしい。

　間抜けな象面を晒さらす男神に直撃するロキの冷ややかな眼差し。やはりいつも通りのガネーシャに、少し真面目になっていた雰囲気があっさり吹き飛んだ。

「はぁ、ったく……」

　アホのせいで変な空気になった、とロキは溜息ためいきを吐はく。

　苦笑するディオニュソスとヘルメスを視界に入れながら、もうこれ以上の探りは止め、神会デナトゥス本来の話し合いに趣旨を戻すことにした。

「もう言うことないかー？　大丈夫かー？」

　ロキはそこからは、会の司会役を全うした。

　淡々と場を進めていき、もうあらかた話題が出つくしたことを確認する。

　閉口する円卓の面々を見回していた彼女は……では予定通りに、と。

　道化のように唇を吊つり上げた。

「なら、次に進もうか。命名式や」

　途端、大広間が緊張感に包まれる。

　ロキの発言を皮切りに、それまで話し合いに参加せず口を閉ざしていた複数の神が一瞬で顔色を変えた。押し黙る幼女の神もその一人だ。

　他方、ニマァ、と。

　神会デナトゥス常連である一部の神々が、本日一番の下種ゲスな笑みを作った。

　喜劇うたげの始まりである。

「資料は行き渡ってるなー？　なら行くでー？　んじゃあ、トップバッターは……セトのとこの、セティっちゅう冒険者から」

「た、頼む、どうかお手柔らかにっ……!?」

「「「「「「「「「断る」」」」」」」」」


「ノォォォォォォォォォォォォォォォォォ！」



　冒険者の称号の進呈──『命名式』である。

【剣姫けんき】や【大切断アマゾン】など、昇格ランクアップした上級冒険者の公式称号は、例外なくこの神会デナトゥスの『命名式』によって決定される。

　下界の者達の偉業を称え、神々から送られる二つ名。選ばれた者達のみに与えられる強さと名声の象徴シンボルであり、超越存在デウスデアに認められた証あかしだ。

　未いまだ人類では到達することのできない神の高尚ハイセンスな名称の数々は、下界の住人達にとって尊敬と羨望せんぼうの的なのである。

「ほい、冒険者エリカ・ローザリア。称号は【美尾爛手ビオランテ】、と」

「いやぁああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　──が、時代に追い付けていない子供達の間ではそうなっているだけであって、神々の間では全力回避すべき事態である。

『命名式』から生まれる二つ名の大半が、神々自身は身悶もだえてしまういわゆる『痛恨の名』であった。大事に育ててきた子供に噴飯ふんぱんものもとい全力で悶絶する汚名を強制進呈される。これ以上の拷問などありはしない。

　意地の悪い邪悪な特定の神々は、称号を授さずかり誇らしげにする子供と悶え苦しむ主神達、その二つの光景を拝んで抱腹絶倒したいがために、痛恨の称号を押し付けるのだ。

　司会役のロキが寄せられる意見を絞り、多数決を取って、最終決定した二つ名──という名の死刑宣告──を告げる度、男神女神問わず絶叫が轟とどろいていった。

（『命名式』が始まったし、神会デナトゥスはもう愉快なままで終わるか）

　今回の神会デナトゥスでもまた地位の低い弱小派閥の主神が狙ねらわれ、恒例の新参者苛いじめが繰り広げられる中、ロキは内心で呟つぶやいた。

　本音を言えば、やるならもう少し探りを入れ周囲の反応を観察しておきたかったが、贅沢ぜいたくは言ってられない。

　並行して思考を働かせながら、司会をこなしていく。

「ヤマト・命ミコトちゃんの二つ名な終わりかー？　ないんなら締め切るでー？」

「まだだ、俺の称号候補カルマが火を噴くぜ！　【絶対少女黙示録エンジェリックコード】!!」

「【極東神風ジャンヌ・オブ・ヤマト】！」

「【聖忍セイント・テール】！」

「馬鹿ばか野郎、【天使テ・シーオ】一択だろ!!」

「やめろぉ、やめてくれぇえええええええええええええええええええええええ!?」

　円卓会議はこれまでにないほど白熱し、相変わらず子を人質に取られる主神の悲鳴が散っていく。髪を角髪みずらにした神が頭を両手で抱えながら泣き叫ぶ光景を脇に、ロキは視線を転じた。

　彼女の視線に気付いた男神、ディオニュソスは肩を竦すくめてみせる。

　どうやら大した成果は上げられなかったようで、協力者の一人は嘆息した。

「スカした顔のディオニュソス君、さっきから黙ってるけど何かないのかね？」

「久しぶりに顔を出したんだから、意見の一つくらい言ったらどうなんだね、キミィ」

「今は噂うわさの新人ルーキー、命ミコトちゃんの二つ名を決める大事な局面なんだぞ！」

「ん？　そうだな……」

　と、そこで他神達からディオニュソスに声がかかる。

　一言も発言していなかった彼は周囲に促され、円卓の上にある資料、ギルドが作成した称号進呈候補の人物情報プロフィールに目を落とす。羊皮紙には今いま議題に挙げられている極東出身の冒険者、黒髪の美しい少女の似顔絵が描かれていた。

　手もとの資料を一頻ひとしきり眺め、ディオニュソスはニコリと笑う。

「【絶[image: ]影】なんてどうかな？」

「ディオニュソス、てめぇえええええええええええええええええええええええええ!?」

　今日も神会デナトゥスは大盛り上がりだ。

「じゃあ、命ミコトちゃんの称号は……【絶[image: ]影】に決まりで」

『異議なし』

「うわぁ、うわぁあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　多数決票でまさかのディオニュソス案が通り、崩れ落ちた武神の慟哭どうこくが迸ほとばしる。

　ゲラゲラと響き渡る神々の哄笑こうしょう。犠牲者が増えようが依然続いていく喜劇に、うちももう楽しもうー、とロキは意識を切り替えた。

　中小【ファミリア】による阿鼻あび叫喚きょうかんの地獄絵図をしばらく堪能した後は、都市上位派閥に所属する団員名が出てくるようになる。流石さすがに力のある大派閥に喧嘩けんかを売る真似まねは避けたいのか、酷ひどい二つ名は目に見えて減少する中、第二級以上の冒険者が列挙されていった。【ヘファイストス・ファミリア】や【ガネーシャ・ファミリア】、【イシュタル・ファミリア】がそうだ。

　とある美神達による一悶着ひともんちゃくがあったものの、会議は進んでいく。

「話もとに戻すでー。今度の冒険者は……ぬふふっ、大本命、うちのアイズや！」

「【剣姫けんき】キタァー!!」

「姫ひめは相変わらず美しいな」

「ていうかもうＬｖ．６かよ……」

　そして、己の眷族の番が回ってきた瞬間、ロキはここぞと有頂天になった。

【勇者ブレイバー】を始めとした【ロキ・ファミリア】三大首領や『頂天』を極める【猛者おうじゃ】と並び、迷宮都市オラリオの中でも屈指の知名度を誇る、金髪金眼の女剣士。

　十年も満たないこの短い間に大躍進を遂げた少女の登場に、神々もまた騒然となる。

【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタインが、とうとうＬｖ．６の仲間入りを果たしたのだ。

「まーたイかれた真似しでかしたなぁ、この小娘」

　精緻せいちの人形のような少女の似顔絵、更にその下に綴つづられている功績内容──昇格ランクアップに起因する特筆すべき経歴として書き記される資料の最終項目を見下ろし、一柱の神が愉悦が極まったように唇を吊り上げる。

　深層37階層の『迷宮の孤王モンスターレックス』、『ウダイオス』討伐である。

　階層主単独撃破という偉業に、神会デナトゥスは大いに沸いた。

「階層主を一人で斬り殺したとか……やべえよ、オッタルさんよりやべえよ！」

「いや、オッタルさんは一人で『遠征』行って階層主バロール半殺しにしてきたから。オッタルさんの方がやばいから」

「ウダイオスがやられたようだな……」

「ククク、奴やつは四天王の中でも最弱……」

「オレ達のアイドルごときに負けるとは、階層主ボスの面汚しよ……」

「おい、ウダイオスさんを馬鹿にするのは止やめろ!!」

「ウダイオスさんは四天王最強だろ!!　いい加減にしろ！」

　男神も女神も口を揃えて称賛の言葉を送る。

　少女の絵姿を見下ろす幼女の女神も、その偉業の凄すさまじさに思わず唸うなっていた。

「それより、二つ名、二つ名！」

「ん～っ」

「アイズちゃんは別に無理に変えなくていいんじゃないか？」

「だな」

「変えるとしたら、【剣聖】とか？」

「え～？」

「アイズたんのイメージとはちょっと違うだろ、それ」

「まぁ、最終候補は間違いなく【神々オレたちの嫁】だな」

「「「「「「「「だな！」」」」」」」」

　興奮が醒さめやらぬ中、神々が【剣姫】に代わる新しい称号を贈呈しようとするが、

「殺すぞ」

　ロキの一睨みによって一蹴された。

「「「「「「「「すいませんでしたぁぁぁ!!」」」」」」

　凍いてつくような眼差しに悪乗りしていた神々は例外なく、額を円卓に振り下ろす。

　己の可愛かわいい眷族に恥晒しの二つ名がつこうものなら、ロキは元凶となった者達を滅ぼしにいくだろう。ひとえに愛あい故に。

　都市最大派閥を率いる主神の逆鱗げきりんに触れた神々は、天界強制送還を恐れるあまり全力で平伏した。

「ったく、喧嘩売る相手は選べっちゅうに。まぁええ、進むで。……ん、次で、最後やな」

　ぺらり、とアイズの資料をめくり、残すところ最後の一枚となった羊皮紙を見る。

　ロキの目に映るのは、似顔絵の中でも緊張した表情を浮かべる、ヒューマンの少年だった。

（ホンマに【ランクアップ】しとるなぁ、ドチビの子……）

【ヘスティア・ファミリア】所属、という一文を見てロキは思い切り顔をしかめる。

　神会デナトゥスに主神が参加している以上、当然といえば当然なのだが、やはり嫌っている派閥の台頭は気に食わなかった。

　何より、

（しかも……何やねん、一ヶ月半って）

　短くまとめられた関連情報の中で踊る、昇格ランクアップにかかった所要日数の項目。

　淡白に記載されたその数字に、ロキは先程まで唸っていた幼女の女神と同様、心の中で唸り声を上げる思いだった。

　しかしそれは、どちらかといえば反感や疑念も多大に含まれるものだった。

（アイズの記録レコードを抜かしおった……噓うそやろ、これ。一ヶ月はいくらなんでもありえん）

　八年前だ。

　当時八歳の少女が、身のほども弁わきまえない異常な速度でＬｖ．２に上りつめたのは。

　所要期間は一年。過去の昇格ランクアップ最速記録と同列であったその偉烈は、誰にも破られることのない世界的記録であったのである。

　そう、この日までは。

（もし何もイカサマしてないとしても、よりによってドチビの子が……か～っ、腹立つぅ～!!）

　昇格ランクアップの所要日数を偽った。

　あるいはギルドに下級冒険者として登録する以前より、【経験値エクセリア】を溜ため込んでいた。

　駆け出しというのは虚偽の自己報告だった。

　やろうと思えば、イカサマの方法は多々ある。

　が、あの幼女の女神──ヘスティアはそんなくだらない真似をする神物じんぶつではないと、犬猿の仲でありながらもそれくらいは知っていた。

　つまり、この少年は確かに『偉業』を成し遂げたのだ。

　羊皮紙の短い経歴に綴られている通り、『ミノタウロス』という壁を打倒してのけて。

「……世界最速兎レコードホルダー」

　円卓の片隅で呟かれた、目を細める優男の神の言葉が、ロキの耳にも届いた。

『命名式』の最後に残った哀れな小兎こうさぎに、他の神々がどんな称号をくれてやろうかと舌舐なめずりしている一方で、口をへの字にしてしまう。

（しかし、この『成長』……一応、探っておくか）

　辺りから喧騒に満たない囁ささやき声がいくつも交わされている最中さなか、ロキはある判断を下す。

　無難な二つ名を勝ち取ろうとしているのか、やけに椅子の上で力んでいる幼女の神を見やり、一人静かに立ち上がった。

「……ロキ？」

「二つ名決める前になぁ、ちょっと聞かせろや、ドチビ」

　周りの反応を一切いっさい無視し、きょとんとするヘスティアを見据え、己の朱色の瞳をすっと開く。

「一ヶ月半でうちらの『恩恵』を昇華させるっちゅうのは、一体どういうことや？」

　バンッ、と。

　少年の資料の上から手を円卓に叩きつけ、わざと威圧的な声を出す。

　目を見張るヘスティアが小さく息を呑のんだのを、ロキは見逃さなかった。

「うちのアイズでも最初の【ランクアップ】を迎えるのに一年、一年かかったんやぞ？　それをこの少年は一ヶ月やと？　なにアホ抜かしとんねん」

「……」

「うちらの『恩恵』はこういうもんやない。一ヶ月そこそこで子供らみんなが器を一変させたら、世話ないっちゅう話や。それができへんから、どいつもこいつも苦労しとるんやろうが」


「…………」



「おいこら、ドチビ、説明せえ」


「………………」



　手加減抜きで凄すごみを利きかせるロキに、ヘスティアはだらだらと顔中から汗を流していた。その胸中でも大いに慌あわてふためいているのか、彫像のように硬直している。

　ロキは疑っていた。

　少年の急激と言わざるをえない『成長』には、何らかの尋常ではない要因が絡からんでいるのではないかと。

　例えば──怪人クリーチャーレヴィス達『強化種きょうかしゅ』のような。

　少年の成長の秘密は、自分達が今まさに敵対している勢力、白髪鬼オリヴァス・アクトが言っていた『彼女』によるものではないか。

　その異常な成長力に目を付け、ロキはヘスティアに探りを入れている。

（ほんまに、一応、やけどな）

　と言っても、その疑念もほとんどないに等しいものだ。

　トロくさく間が抜けたこの女神と、そんな彼女が選んだ眷族が闇派閥イヴィルスと繫つながっているなど、天地が逆転してもまずありえない。滑稽な仮定かてい過ぎて真面目に詮索しようものならロキだって萎なえてしまう。

　要は『強化種きょうかしゅ』などという勘繰りはただの後付けで、本音は嫌がらせだ。

　自分の眷族の記録を抜かれた嫉妬と苛立いらだち。後は、単純な好奇心。

　まともに推測するならば『スキル』だろう。それも成長速度に効果を及ぼすというのなら、未観測の『レアスキル』ということになる。

　神として様々な感情を交ぜ合わせながら、ロキはちょっかいのごとくヘスティアを問い詰めているのだ。

「言えんのか？　まさか神うちらの力を使ったんじゃないんやろうな？」

「そ、そんなことするわけないだろうっ！」

『神の力アルカナム』の行使──眷族を『改造』したのかと挑発交じりに問いかけるが、無論これも本気で言っているわけではない。

　ロキもわかっている。

　神々の規則ルールに抵触する『神の力アルカナム』の使用などあっさりとバレるし、そもそも子を改造したところで何も面白くない。何も意味がない。下界という遊戯ゲームを冒瀆ぼうとくする行為だ、自他ともに冷めてしまう。

　愛いとしい子供達とともに生きているという実感を捨て、楽をしたいのなら、天界に舞い戻り再び堕落の日々を過ごせばいいのだ。

　何より、神々が目的とするところとずれている。

　およそ真っ当な神々が、子に『恩恵』を恵んだ先に望むことは──『英雄』の誕生に他ならないのだから。

「じゃあ、ほれ、言ってみい。後ろめたいことがなかったら、楽勝やろう」

「うっ……」

　言葉巧みに誘導し、ヘスティアの逃げ道を封じる。

　今や神会デナトゥスの出席者メンバーの注目が集まっていた。

　誰もが興味津々な様子で辺りは静まり返り、困り顔のヘファイストスを始め、ヘスティアの擁護に回る者はいない。

　己の感情を抜きにしても問いたださずにはいられない『成長』の要因を、ロキは聞き出そうとした。

「──あら、別にいいじゃない」

　だが、その直後。

　二人の間に割り込むように、美しいソプラノの声が響き渡った。


「……ぇ？」



「あぁん？」

　ヘスティアとロキ、そして彼女達以外の神も、視線を声のもとへ転じる。

　どこか興味なさそうに、しかしその魅惑的な唇には笑みを浮かべながら、銀髪の『美の神』は言葉を続けた。

「ヘスティアが不正をしていないというのなら、無理に問いただす必要はないでしょう？　【ファミリア】の内部事情には不干渉、とりわけ団員の能力詮索ステイタスは禁制タブーなのだから」

　何てことのないように言う天界からの腐れ縁、フレイヤに、ロキは非常にうっさん臭そうな視線を向けた。

「……一ヶ月やぞ？　この数字の意味わかっとんのか、色ボケ女神」

「ふふ、どうしてそこまで強情になっているの、ロキ？　私には、今の貴女あなたの態度の方がよっぽど不思議に思えるけれど」

　禁制タブーを破っているのは貴女の方よ？　と言外に告げるフレイヤは、そこでわざとらしく何かに気付いたように、微笑ほほえましそうな顔を浮かべる。
















「もしかして、焼き餅？　自分のお気に入りの子供の記録が、ヘスティアの子に抜かれたから？」

「んなわけあるか」

　軽く図星を指され、内心『ぐぬっ』と呻うめきながら即答すると、フレイヤは「本当かしら？」と挑発のごとく微笑んでくる。

　カチンときたロキは眦まなじりを吊り上げ食ってかかろうとしたが──こちらをじっと見つめてくる美神の銀瞳に、動きを止めた。

（まさか、この色ボケ……）

　自分の発言を誘導し、揚げ足を取るつもりなら真っ向から論破してやるつもりだった。

　だが彼女の神意に気付いてしまったロキは、ここから何を言っても、自分は丸め込まれなくてはいけないことを理解してしまう。

　ちッ、と思わず舌打ちすると、フレイヤは一笑をこぼした。

「確かに数字単体を受け取れば耳を疑ってしまう」

「でも、この子は奇跡的にもあのミノタウロスを倒したのでしょう？　Ｌｖ．という差を覆くつがえして」

「強引ごういんに推理をしてもいいのなら、このミノタウロスが因縁の相手だった場合、獲得した【経験値エクセリア】はこの子にとって特別な意味を持つ」

「【ランクアップ】することだってありえるかもしれない……と、私は思うけれど？」

　続けざま発言するフレイヤによって、神会デナトゥスは翻弄ほんろうされた。

　ロキと並び都市最大派閥である強大な発言力、何より美の化身とまで言われるその『魅力』が多くの賛同者を勝手に増やしてしまう。すっかり骨抜きになったヘルメスなど「オレもフレイヤ様を支持するよ！」と言い出し、ディオニュソスに溜息を吐はかせた。

（あの時言ってたことは、そーいうことか。あの色ボケの今度の獲物は、ドチビの……）

　美神の意見に周囲が傾き始める中、ロキの脳裏にはとある日の記憶が蘇よみがえる。

　怪物祭モンスターフィリアがあった日の夜、繁華街の高級酒場で行ったフレイヤとの密談だ。

『今後の私の行動に目を瞑つむってくれるなら……あの羽衣も貴方に差し上げるけど、どうかしら？』

　フレイヤとロキの間で結ばれた契約である。

　その『魅了』の力で怪物祭モンスターフィリアに騒動をもたらしたことを見抜き、ロキは彼女を脅そうとしたものの、逆に弱味を持ち出されてしまい不承不承彼女かのじょと取り引きを交わすことになったのだ。

　今後の私の行動──つまりフレイヤが見初めた子に対して起こす、事柄の全て。

　ロキはそれに全て目を瞑らなければならない。これからも、そして今も。

　フレイヤが見初めた相手とは、つまりヘスティアの眷族であると、ロキは彼女の魔性の瞳を見て察したのだ。

（ってことは、さっきイシュタルが蒸し返しておった『ミノタウロス』の一件……あれもやっぱりコイツの仕業か）

　もともとその『成長力』を見抜いていたのかは定かではないが、フレイヤは早くからヘスティアの眷族に目を付けていたのだろう。そうして現在、神々の間で玩具にされようとする少年を庇かばっている。

　全てを悟ったロキはかっと唾を吐き捨てたくなった。

　先程『邪魔をするな』と銀の視線に囁きかけられたように、今後も少年──ベル・クラネルにまつわるフレイヤの行動は黙認しなくてはならない。不満や気に食わないことがあったとしてもだ。

　結局、その後もフレイヤが望む通りの流れとなり、ベル・クラネルの成長については有耶無耶うやむやとなった。

（フレイヤが気に入るほど、ドチビのとこの子は素質があるっちゅうことか？　だからこんなアホの記憶レコードを……いやでも確か頼りないだとか泣き虫だとか透き通っていただとか、わけのわからんことをあの色ボケは言っとったような……あ～っ、もうとにかく気に食わんっ！）

　いつの間にかフレイヤの指示でベル・クラネルの二つ名について話し合っている男神達──女神達は白けた表情している──を他所よそに、ロキは心中でいきり立った。

　契約とはいえ自分がいいように扱われているのが我慢ならない。ロキは椅子を飛ばすように立ち上がると、状況に取り残され間抜け面を晒しているヘスティアのもとへ近付いた。

「……ロキ？」

　こちらに気付き顔を上げるヘスティアに、不機嫌な表情でぼそっと呟く。

「……注意しとけよ、ドチビ」

「えっ？」

「目を光らせとけって、そう言っとるんや。ドチビにこんな忠告するような真似するのも癪しゃくやけど……あのアホに好き勝手やられるのは、今のうちにはよっぽど我慢ならん」

　コケにしおって、と。

　ロキは忌々いまいましそうに顔を上げ、視線をヘスティアから移す。

　見つめる方向には、神会デナトゥスから一人退席しようとするフレイヤの姿があった。

　こちらに背を向け、美しい銀の長髪が大広間の扉の奥へと消える。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。注意しろって、一体何を言ってるんだよ？」

　うろたえるヘスティアにロキは眉まゆをひそめ、ぐっと顔を近付けた。

「アホウ、気付け。あの女神オンナが、子供オトコを庇ったんやぞ？」


「っ……？」



　あのフレイヤがだ、と語気を強める。

　面食らう相手の蒼あおみがかかった瞳は、未だ混乱を抜け出せずにいた。

　ロキは折った腰をもとに戻し、鼻を鳴らす。

「かっ、本当にわからんのか。幸せなやっちゃ。……まぁええ、そもそもうちには関係ないし」

　そう言い残し、ロキは自分の席に戻っていく。

　ヘスティア相手に助言を与えるのも業腹ごうはらだったが、フレイヤにやられっぱなしなのも性に合わない、せめてもの報いである。

　けっ、とやさぐれながら、ロキは相性最悪の女神を戒めておくのだった。

　やがて。

「「「「「「「「「「「決まったぁー!!」」」」」」」」」」」

　最後の冒険者の二つ名が決定し、『命名式』は終了するのだった。
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　神会デナトゥスがつつがなく閉幕した後。

　神々はぞろぞろと大広間から退出していった。今回の『命名式』の結果を伝え公式発表させるため、一部の神が意気揚々とギルド本部へ向かう。

　がらんどうになった階フロアには、ロキとディオニュソス、ヘルメスだけが残っていた。

「で、何か怪しいやつはおったか？」

「目についた神は確かに何人かいたが……あれはどちらかというと愉快犯だろう。一騒動が起きることを期待している」

「オレの方も似たような感じだよ」

　今日も貴族のように仕立てのいい服を着るディオニュソスと、身軽な旅装を纏うヘルメスが芳かんばしくない成果を報告する。

　円卓の上に一人腰かけるロキは、奇妙な協力関係を結ぶことになった男神達と顔を見交わした。

（収穫はなかったか……ま、あんま期待はしてなかったけどなー）

　そもそも裏で事件の糸を引く黒幕がこの神会デナトゥスに出席するとは考えにくい。たとえ大胆不敵に参加していたとしても、このような場で尻尾しっぽを出すほど愚かではないだろう。

　何か知っている神がいればめっけもん、とその程度に考えていたロキは失望も落胆もせず、ディオニュソス達に向かって形だけの愚痴を言う。

「ったく、うちに面倒押おし付けおって」

　アイズ達いないし暇やからいいけど、と心の中で付け足す。

　割に合わないという風に一瞥すると、ディオニュソスは「また上物の葡萄酒ぶどうしゅを届けさせるよ」と苦笑し、少し溜飲りゅういんが下がる思いだった。

「じゃあ、オレは行くよ」

　不意に。

　ヘルメスがそう切り出す。

「はぁ？」

「野暮やぼ用があってね。すぐ都市の外に出かけないといけないんだ。もう旅支度は済ませてある」

　振り向くロキに、ヘルメスは優男の笑みを返す。

　彼はそのまま手もとにある羊皮紙、今回昇格ランクアップした冒険者の名簿リストを見下ろした。

「面白い土産話も手に入ったし、ね」

　小さく呟きながら、切れ長の瞳を細める。

「少しオラリオを留守にするけど、後は頼んだぜ。なぁに、すぐ帰ってくるさ。例の事件に関しては引き続きオレの子に情報を集めさせておくから。じゃあ行ってくるよ」

　言いたいことだけを言って、ヘルメスは間もなく羽根つきの旅行帽を被った。

　にこやかに手を振って、本当にその場から姿を消す。

「あの優男、自分から同じ被害者同士だとか言っとったくせに……」

「ヘルメスは、ああいう神だ」

　顔をしかめるロキの横で、ディオニュソスもまた眉をひそめる。

「そういえば自分、天界じゃああの優男と同郷やったか」

「ああ、不本意ながら領地は近い」

　ちなみに貴方が疑ってかかっていたヘスティアもね、とほとほと疲れたように嘆息するディオニュソス。

　ロキ達はそのまま、気紛きまぐれな風のように去っていった男神に対し、傍はた迷惑そうな表情を浮かべるのだった。
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「あれからもう十日、か……」

　柔らかな長椅子ソファーの上に寝転がりながら、ロキは呟いた。

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、『黄昏の館』。その応接間である。

　橙だいだいを基調にした室内は自鳴琴オルゴールを始めとした骨董品アンティークがそこかしこに置かれており、人形ドワーフ達が動き出すからくり時計は朝の時間を示していた。

　天井を見上げた体勢で、十日前の神会デナトゥス、喜劇めいた饗宴の裏側を回想していたロキは……盛大にだれる。

「やっぱ暇や～、動こうにもできることないし～」

　後頭部で両手を組み、ソファーの端から出る足をぶらぶらと振る。

　体勢を変えたロキは側そばにある丸卓からグラス──約束通り神会デナトゥスの後ディオニュソスが団員に持ってこさせた葡萄酒だ──を摑み、ぐいっと一呑みした。

　朝っぱらから酒を飲んでいる主神に、応接間を通りかかった居残り組の団員達から呆あきれた視線が寄せられる。

「アイズたん達たち、早く帰ってこんかな～」

　少女達がいない、随分と広く感じられる室内を見回しながら、ロキはぼんやりとこぼした。

『遠征』に赴いた眷族達の生還を、ちっとも疑っていない声音で。

「──ロキ！　ベートさんが帰ってきました！」

「おっ？」

　しばらくして。

　応接間に面する通路から前触れなく聞こえてきた団員の声に、ロキはばっと長椅子ソファーから上体を起こした。

　急いで呼びに来た団員の後に続き、館の正面玄関へと急ぐ。

「でもベートって……ベートだけか？」と内心で首を傾げていると、広いエントランスホールには確かに狼人ウェアウルフの青年が一人、帰還していた。

　くぐり抜けてきた迷宮遠征を物語るように、その戦闘着バトル・ジャケットはボロボロになっている。

「おーっ、ベートー!?　よく帰ったなー!!」

「うるせぇ、まだやることがあんだよ」

　とにもかくにも子の帰りを喜び、はしゃいで飛び付こうとするロキを──ベートはあっさりと往いなした。

　会話する時間すら惜しいとばかりに、出迎えた団員達を捕まえ「今いま残っている連中をかき集めてこい。さっさとしろ」と指示を出す。

　男女の団員達が「は、はいっ！」とわけがわからないままベートの剣幕に従う中、ロキは先程から気になっていたことを尋ねた。

「なぁベート、フィン達は？」

「まだダンジョンだ」

　バックパック、他にも肉にくを持ってこいなど次から次に命令を出すベートは、再び出発の準備を進めながらロキに答えた。

　遠征隊本体が18階層で行動停止に陥おちいっていること。

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの劇毒を被り、多くの者達が苦しんでいること。

　そしてベートが地上で人数分の解毒薬をかき集め、運ばなければいけないこと。

　端的に説明されたロキは、そういうことか、と頷いた。

「俺は【ディアンケヒト・ファミリア】に行く。どうせ買い占めても足りねえだろ、ロックス達には他の道具屋を回らせろ」

「オッケーや！　こりゃ二、三日かかるかもな～」

『下層』に棲息せいそくし、かつ絶対数そのものが多くない毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの体液ドロップアイテムから作るだけあって、専用の特効薬は稀少きしょうだ。都市中を巡らなければ十分な量は確保できまい。また人海戦術を駆使したとしても、各店の在庫がなければ【ディアンケヒト・ファミリア】にでも頼んで、新たな解毒薬を作成してもらうしかないだろう。

　高位治癒魔法を扱う【戦場の聖女デア・セイント】に直接助力してもらう手もあるが……解毒薬の出費以上に大きな貸しを作ってしまう。アイズ達のためなら秘密裏の協力も惜しまないだろうアミッド本人はともかく、肝心の主神ディアンケヒトが問題だ。いつぞやの冒険者依頼クエストのように、これから足もとを見てくるに違いない──ただでさえディアンケヒトは眷族アミッドの高位魔法を治療院の施術として高額の売り物にしているほどだ──。

　団員達に指示を出したベートの真意を理解し、ロキは指で丸を作った。

「それよりベート、休まないで平気か？　ダンジョンから帰ってきたばっかでヘロヘロちゃう？　肩かた揉もんだろうか？」

「要らねえよ。あと止やめろ」

　両手をワキワキさせ背後に回るロキに、ベートは嫌そうな顔で拒絶する。

　戻ってきた下位団員から受け取ったバックパックを背負い、骨付き肉を食い千切っていた彼は、そこで何かを思い出したように戦闘着バトル・ジャケットの懐をまさぐった。

　そして羊皮紙の巻物を取り出し、「おい、ロキ」と振り返る。

「なんや、これ？」

「フィンからだ」

　後はてめえで読め、と言ってベートは玄関口へと向かう。

　丁寧な赤文字で記されている文章を一瞬で読み終えたロキは、その唇に笑みを浮かべた。

　フィンの筆跡が主神に伝えるものは、59階層で判明した情報──『彼女』の正体である『穢けがれた精霊』、そして敵勢力が描く都市崩壊についての計画シナリオである。

「でかした、ベート」

　ホームから出発する狼人ウェアウルフの背中に、ロキは笑いかけた。
















　18階層『迷宮の楽園アンダーリゾート』。

　蒼然そうぜんとした闇やみに包まれる『夜』の時間帯を越し、安全階層セーフティポイントには『朝』の水晶光が降りそそいでいた。階層北部の湿地帯、東部から南部にかけて広がる大森林、西部の湖沼と島に築かれた宿場町、どこも等しく地下の日差しに包まれる。

　そんな階層の中、南端部の森に作られた【ロキ・ファミリア】の野営地では。

　団員達たちの人集だかりとともにざわめきが起こっていた。

「な、何があったんですか、ラウルさん？」

「あ、レフィーヤ」

　キャンプの中心地にできた人立ちのもとに、レフィーヤは慌あわてて駆け寄る。寝起きであることを証明するように、その山吹色の長髪は結わえられていない。

　天幕の中で眠りこけ、外のざわめきに気付き、今しがた飛び出してきたばかりなのだ。ちなみに、殺気や敵意には野獣のように敏感なアマゾネス姉妹は、害意が感じられないためか未いまだに爆睡している。

　騒ぎを聞き付けてきたレフィーヤに、人集りの中にいるラウル、更に隣にいた猫人キャットピープルのアキが振り返る。

「17階層から、どこかの冒険者達パーティが下りてきたっす。倒れているところをアイズさんが見つけて、助けたらしいっすけど……」

「階層主ゴライアスに襲われたみたい……ぼろぼろで、今は意識を失ってる」

　ラウルが答え、アキが捕捉する。

　騒ぎを聞き付けた団員達が囲む場所、草地の上では三人組のパーティが寝かされており、今はリヴェリアや治療師ヒーラーのリーネ達が容態を確認しながら治療に当たっていた。

　火精霊の護布サラマンダー・ウールのインナー、着流し、ローブを纏まとう冒険者達は全員ぼろぼろであり、その側そばにはリヴェリア達に交ざってアイズもいる。

　普段、感情の乏しい表情が今は心配の色に彩いろどられており、座り込みながら冒険者達を見守っていた。

「あの三人の中に、【ヘファイストス・ファミリア】の団員もいるらしいの」

　驚くレフィーヤと一緒にアイズ達を眺めていたアキは、そう言って、人集りの一角に視線を投げる。

　彼女が一瞥いちべつする方向には、毒の被害を免れた少数の鍛冶師スミスと、さらし姿の椿ツバキがいた。

「ヴェル吉……」

　眼帯で覆われていない右眼を見張り、ハーフドワーフの上級鍛冶師ハイ・スミスは赤髪の青年を見つめる。

　ダンジョン内では、他ほかのパーティに対し基本不干渉が暗黙の了解であるが、同盟を結ぶ【ヘファイストス・ファミリア】の身内がいるとなれば流石さすがに見て見ぬ振りはできない。

　何より状況が状況である。遠征帰りで自分達にも余裕がないとはいえ、満身創痍まんしんそういの同業者を放置するほど【ロキ・ファミリア】は薄情でも、狭量でもない。

　リヴェリアが素早い指示を出し、包帯や武具の脱装、骨の砕けた足の固定処置、そして温かな輝きとともに治療魔法が行使される。

「あと、アイズさんの知り合いみたいっすよ」

「アイズさんの……？」

　思い出したようにこぼしたラウルの言葉に、レフィーヤは敏感に反応した。

　野営地に運び込まれた怪我けが人達をつい観察する

　寝かされているのは、小人族パルゥムの少女、椿ツバキ達が気にするヒューマンの鍛冶師スミス、最後にアイズの陰に顔が隠れているヒューマンの少年……。

（……んんっ？）

　視界に映る光景に何か嫌な予感を覚えたレフィーヤは、次の瞬間、はっとした。

　回り込むようにその場から移動し、紺碧こんぺき色の瞳ひとみを力一杯に凝らし──そっとアイズの手が額に置かれた少年を見据える。

　細い手足に細身の体、まだ幼さを残す相貌……そして、処女雪を彷彿ほうふつさせる白髪。

　かっっ、とレフィーヤの目が見開かれた。





「あ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」






　指を差し、大絶叫する。

　打ち上がったレフィーヤの叫び声に、ラウルやアキ、他の団員達はおろかリヴェリアやアイズでさえ驚きをあらわにした。

　遡さかのぼること『遠征』前、同じ憧憬しょうけいの少女に師事し、勝手に競い合っていた因縁の相手。

　レフィーヤは宿敵の少年、ベル・クラネルと再び邂逅かいこうした。

「静かにしろ、レフィーヤ!!」

「すいませんっ!?」

　即刻、リヴェリアから雷が落ちた。
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　静かな寝息が天幕の中を満たしている。

　くぐり抜けてきた窮地を物語るように、その瞼まぶたはずっと閉ざされたままだった。外套がいとうを利用して設けられた簡素な寝床の上で、毛布をかけられた少年、そして青年と少女は深い眠りについている。

　天幕の中で他派閥のパーティ、ベル達の顔を見つめるアイズは、床に座りながら看護の真似まね事を行なっていた。

　彼等らが【ロキ・ファミリア】の野営地に運び込まれてから、既に半日が経過している。今いる天幕は首領であるフィンが気を利きかせ、自分専用のものを明け渡してくれたものだ。小人族パルゥムの団長は「彼等が起きたら、できるようなら本営に連れてきてくれ」とアイズに伝言を残し、先程も一人様子ようすを見に来てくれた──椿ツバキ達【ヘファイストス・ファミリア】も身内らしい青年の見舞いに訪れた──。

　リヴェリアや治療師ヒーラー達のおかげで傷は完治していると言っていい。最も酷ひどかった青年の足も砕けた骨ごと元通りとなっている。正確な手当てと強力な治療魔法の力だ。掠かすり傷を始めとした軽傷の方はあまっていた膏薬こうやくや包帯で処置を施している。

　折っている自分の膝下ひざもと、眠っている少年の頭に巻かれた白い布を見て、アイズは目を伏せた。

（もう、こんな場所まで来ちゃったの……？）

　布一枚を挟んだテントの外から時折ときおり話し声や笑い声が聞こえてくる中、ひとりでに伸びた指がベルの前髪を梳すくようになぞる。

　道具アイテムと武装のほとんどを失っていた彼等の体は、本当にボロボロだった。きっと決死行もかくやといった風に中層域を強行突破し、ここまで辿たどり着いたのだろう。

　最後に別れたのは、まだ二週間前である。

　あの時の少年は確かにＬｖ．１の下級冒険者だった。市壁上での鍛錬の際、到達階層も10階層と確かに言っていた。

　にもかかわらず、この短い期間の間に都合八層分もの階層を踏破。

『上層』から『中層』、18階層へと一気に進出した。

　信じられない。耳を疑うような到達階層更新速度である。

　今、少年達がここにいるという事実を見せつけられるアイズは驚きを禁じえず、それと同時に確信も覚えた。

（Ｌｖ．２に、なったんだ……）

　あの猛牛ミノタウロスとの死闘、『冒険』を経て、少年は己おのれの『器』を昇華させたのだ。

　階層主ウダイオスを討ったアイズと同じように。

　でなければ、中層中間区であるこの18階層まで到達できる道理はない。

　きっと、ベル達も当初は安全階層セーフティポイントまで来るつもりはなかったのだろう。恐らく『中層』の浅い層域を探索中に予想外の事態に見舞われ、地上への帰還が困難──迷宮から脱出不可能の状況に陥おちいったのだ。

　正規ルートを塞ふさぐ大規模な落盤か、モンスターに追い詰められ誤って縦穴おとしあなに落ちたか。最初の死線ファーストラインとも言われる『岩窟がんくつの迷宮』は往々にしてそのような事態が起こりうる。

　そんな絶望的な状況の中で彼等は……来るかもわからない救助を待たず、ましてや運に身を委ゆだねるのでもなく、前へ進んだのだ。生還するために。

「この人達を、助けたかったんだね……」

　最後まで仲間を助けるよう求め、意識を失った少年の悲壮な顔を思い出す。

　死地での勇気と決断、知恵、そして仲間を想おもう心が、ベル達をこの安全階層セーフティポイントまで導いたのだ。

「……でも」

　無理しちゃ駄目だよ、と。

　アイズは己のことを全力で棚に上げながら、ベルの顔に手を伸ばした。

　割れた額から止めどなく血を流し、血まみれだった姿。多くの傷跡を残し、未だ深い疲労の底に沈む目の前の寝顔。

　金の瞳を伏せながら、包帯が巻かれた額を撫なでる。

　と、

「……っ」

「！」

　まるで額を撫でたアイズの指に意識が引き上げられたかのように、瞼が震える。

　アイズはぱっと手を引っ込めた。

　泥沼のような倦怠けんたい感と戦っているのか、息苦しそうに小さな呻吟しんぎんを漏もらしていく。

　じーとアイズがその横顔を注視していると、ややあって、兎うさぎのように赤い深紅ルベライトの瞳が開いた。

「……」

　ゆっくりと瞼を開け、数度瞬きを行う。

　すぐ側で見守るアイズにはちっとも気付かない。ベルは覚醒かくせいし切っていない表情でテントの天井てんじょうを見つめ続けていた。

　だが、次の瞬間。

「──リリ、ヴェルフ!?」

　両目を見開き、上体をはね起こす。

　これまでのことを何もかも思い出したのか、仲間の名を呼びながら飛び起きようとした。

　──あっ、いきなり動いたら。

　とアイズが思っていると、案の定。


「～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　全身から激痛の悲鳴が上がったかのように、体を丸める。

　アイズの眼前で、頭がおかくしくなった兎のようにベルは悶もだえ苦しんだ。

　苦悶くもんする姿を見せつけられること十数秒、声をかけることをためらっていたアイズは、意を決して口を開く。

「大丈夫？」

　瞬間、ぴたっ、と。

　悶え苦しんでいた少年の体が停止した。

　一拍置いて、がばっと顔を振り上げる。

　手を伸ばせば触れられる距離で、金の瞳と深紅ルベライトの瞳が視線を絡からめた。


「え、はっ、えぇっ……!?」



「……平気？」

　すぐ隣でちょこんと座るアイズを見て、ベルは奇声と一緒に百面相を行う。

　正気を失った姿に柳眉を下げ、悲しげな表情を浮かべるアイズ。

　やはり頭を強く打ってしまったのだろうか。心配が募る。

　そんなアイズの不安を他所よそに、ベルは挙動不審になりつつも状況をようやく察したように、息を呑のんだ。

　意識が途絶える間際まぎわ、自分が助けを求めたのがアイズだと理解したのか、目まぐるしく顔色を変える。ブーツの上からアイズの足を摑つかんだ手をわなわなと震わせ、赤くなったり青くなったりを繰り返した。

「ど、どうしてここに……!?」

「今は、『遠征』の帰りで……この18階層に、とどまってて……」

　動揺も半ば問いかけてくるベルに、アイズはたどたどしく答えながら、遠征帰りである【ロキ・ファミリア】の現状を簡潔に説明した。

　アイズの顔をちらちらと見やってはそわそわとし、話を聞いていたベルだったが。

　不意にはっとして、身を乗り出してくる。

「っ！　僕の仲間は──!?」

　仲間の安否を尋ねようとした少年の言葉は、しかし最後まで続かなかった。

　床に手を突いた途端、がくんっ、と肘が折れたのだ。

　傷付き疲弊し切った体は急な動きに付いてこれず、ベルの意思とは無関係につんのめってしまう。

　前のめりに倒れ込んでくる少年に、危ない、とアイズは反射的に動いた。

　身を持ち上げ、両手を伸ばし、その体を受け止め──ぽふっ、と。

「……」

「……」

　ベルの両肩に両手を置くアイズ、アイズの胸もとに顔を突っ込んでいるベル。

　銀の鎧よろいが守るアイズの胸の谷間に、少年の顔は包み込まれていた。

　衝撃を殺し受け止めた。痛みはない筈はず。しかしベルは凍りついたように動かない。

　鼻を胸当てにぶつけてしまったのだろうか？

　心配しながら胸の中にある白髪の後頭部を見下ろしていると、ベルは、吹っ飛んだ。

「スいマせンっッ!?」

　顔を熟した林檎りんごのように染め上げながら、後方に思いっ切り仰のけ反ぞる。
















　あ、とアイズが呟つぶやくより早くベルはひっくり返り、そのまま頭を床に強打させた。たたみかけるかのように全身の痛みがぶり返したのか、声にならない悲鳴を上げて全力で悶絶する。

　お腹なかを両手で押さえながら苦しむ少年に、慌てるアイズが無力なまでに何もできずにいると、

「ぁ……ヴェルフ」

　倒れ込んだ側にいた仲間の存在に、深紅ルベライトの瞳が気付いた。

　痛みを我慢しながら上体を起こしたベルは、先程までの彼と同じように寝かされているヒューマンの青年と、小人族パルゥムの少女を見て、どっと脱力する。

「二人とも、大丈夫……リヴェリア達が、治療してくれたから」

　そう言って、アイズは心底安堵あんどしている彼に近付いた。

「この人の怪我も酷かったけど……君の傷も、危なかったよ……」

　鍛冶師スミスだという青年の足を一瞥した後、労いたわるようにベルの額に触れる。

　そっと白い前髪をかきわけ、包帯の上から優しくおでこを撫でた。弟を心配する姉のように。

　細い指の動きに合わせ、ベルはあっという間に頰ほおを染める。

　アイズは小首を傾かしげた。

「平気？」

　そんなアイズの仕草しぐさに、相手はとうとう耳や首まで真まっ赤かにさせてしまう。

　アイズは疑問に思いつつも、額を撫でる手を止めなかった。

「あっ、ありがとう、ございます……助けて頂いて、本当に……」

「ううん」

　撫でられるがままだった少年は、どうにか体を離し、礼を告げてきた。

　顔を横に振り、大丈夫だよ、と心の中で呟きながら唇にほのかな笑みを滲にじませる。少年はどこか、くすぐったそうだった。

　しばらくベルと見つめ合っていたアイズは、おもむろに顔を上げ、天幕の出入り口を見た。

「もう、動けそう？」

「あ……は、はいっ」

「フィンに……私達の団長に、連絡するように言われてるから、付いてきて？」

　頷うなずいたベルを見て、アイズはその場から立ち上がった。

　傷付いている相手の体を思いやり、手を差し伸べる。

「だ、大丈夫ですっ」

　だが、ベルはアイズの手を避けた。

　これ以上赤あかくさせられては堪たまらないというかのような動きだった。

　自ら立ち上がろうとするベルに、手を差し伸ばしたまま固まっていたアイズは、地味に衝撃を受ける。

（さ、触り過ぎちゃった……？）

　おでこやら、前髪やら。

　嫌だったのだろうか？

　小兎を撫で回すがごとく勝手に動いていた自分の手を顧みてアイズは悔悟かいごの念に支配される。唐突に思い起こされるのは『これはセクハラやないー！』と言ってアイズやティオナ達に飛び付こうとする主神ロキの姿だった。

　しゅんと肩を落とすアイズに、「い、いやっ、アイズさんっ、今のは男の意地というか何というか……！」と慌てふためきながらベルが何かを告げようとするが、体の痛みに襲われ不発に終わった。

　結局、何とかアイズの手を借りずベルが立ち上がると、出入口をくぐって天幕の外に出た。

「わ……!?」

　視界に広がる遠征隊の野営風景に、ベルは驚嘆する。

　いくつもの天幕に物資運搬用のカーゴ。物珍しそうに顔を振る彼を微笑ほほえましく感じていると……他の団員達は、何やら普段より剣呑けんのんな表情を浮かべていた。

　こちらを見つめてくる眼差まなざしが刺々とげとげしく、鋭い。

「……？」

　どうしたのだろう？

　不思議に思うアイズの横で、主に睨にらみ付けられているベルが青ざめる。

　甲斐かい甲斐がいしく、付きっきりで、少年の面倒を見ている己に原因があることを、美しい第一級冒険者はこれっぽっちも気付いていなかった。
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「えーっ、アルゴノゥト君来きてるのー!?」

　野営地の片隅で、ティオナの歓声が上がった。

「ア、アルゴノゥト……？」

　運び込まれたベル・クラネル達の説明を行なっていたレフィーヤは、俄然がぜん声の調子を上げるアマゾネスの少女にうろたえる。

　既に『昼』の時間帯。

　昨日から引き続き野営地では『毒』で苦しむ者達の看病や、食料と水の確保が行われている。

　このキャンプに近付いてきたモンスターの群れをティオネと駆除しに行っていたティオナは、遭難した冒険者達を保護した話は聞いていたが、詳細は知らなかったらしい。

　アイズから話を聞こうにも、リヴェリア達の治療に協力した彼女は今まで天幕にこもりっ放しだった。誰だれかが看護もとい監視する必要があり、少年と知り合いだという彼女に白羽の矢が立ったのだ──アイズが落ち着かない様子でそわそわしていたことや、そんな彼女を見て何故なぜかリヴェリアが推薦したのも大きい──。

「ティオネ、聞いた!?　アルゴノゥト君だよ、アルゴノゥト君！　あの戦いからまだ全然経たってないのに、もうここまで来ちゃったんだよ！」

「うるさいわねー、わかってるわよ。というか、あんたその『アルゴノゥト君』って……」

「えへへー、あの童話の名前ー。ぴったりでしょ？」

「馬鹿ばっかじゃないの？」

　頰を染め、にかっと笑う妹に、姉は呆あきれた表情を見せる。

　大双刃ウルガを両手で持ったままはしゃぐティオナにレフィーヤが面食らってしまう中、それまで嘆息していたティオネも一瞬、笑みを浮かべた。

「だけど、そう、来たのね……本当、血を騒がせてくれるじゃない」

　それはまさに、本能を刺激された女戦士アマゾネスのような笑みだった。

「ねぇねぇレフィーヤ、アルゴノゥト君、どこにいるの？」

「今は、団長達と面会しているみたいですけど……」

　アイズがフィン達のいる本営に連れていったことを、やや不機嫌に説明するレフィーヤ。

　そんな彼女に反比例してティオナは、

「後で会いにいこー」

　と上機嫌に言う。

　そのままレフィーヤに別れを告げ、ティオネとともに、一度武器ぶきを置きに天幕へと足を向けた。

「アイズさんに、ティオナさん達まで……」

　こんな場所まで押しかけてきた少年に、興味津々……。

　ぽつりと呟いたレフィーヤは、むすっとした。

　慕っている姉達を奪われた妹のように。

　振り分けられたキャンプの仕事に戻りながら、頰を膨らませてしまう。

「ラウルさん、何なんですか、あの白髪はくはつのヒューマン……」

「アイズさんに面倒なんか見てもらって……上級冒険者なんですか？　あんなやつ、見たことも聞いたこともないんですけど」

「自分も知らないっすよ……あと、何でそんなに張り詰めてるんすか……」

　そんなレフィーヤの目から見ても、野営地はあまり歓迎的な雰囲気ではなかった。ヒューマンのラウルの周りで主に男性団員が殺気立っている。

「あの下っ端が他の派閥の者とここまで来るとはなー」と身内の青年のことで沸く椿ツバキや鍛冶師スミス達を除けば、微妙に敵意の香りが漂っていた。

「あの白髪しらが野郎っ」「みんなのアイズさんを……！」「ぐぬぬぬっ！」「私達だってあんなに世話を焼かれたことないのに……！」「麗うるわしの【剣姫けんき】は陰から見守るという鉄則を知らないのか！」

　と、あまり微妙どころではないが、とにかく思うところがあるようだった。

　美しく浮き世離れした金髪金眼の少女に畏かしこまってしまい、普段は距離感を覚えているものの、下位構成員達の多くは【剣姫】に憧あこがれと誇らしさを抱いているのだ。

　謎なぞの白兎に対する反感の空気を感じ取りながら、レフィーヤは他の者達からも意見を聞こうとする。

「みなさんは、どう思います？」

　現在、自分と同じ炊事担当である女性団員達に話を振った。

　物資運搬用のカーゴの側で、キノコや香草を切り分け、泉から汲くんできた水を用いて鍋を煮込む猫人キャットピープルのアキ、ヒューマンのナルヴィとリーネは、顔を見合わせる。

「同業者なんだし、こんな時くらい助け合わないと、ね？」

「見捨てたら、流石に夢見が悪いよ」

　アキとナルヴィ、Ｌｖ．４の第二軍構成員メンバーは苦笑を浮かべる。

「それに、アイズさんのお知り合いのようですし……」

　休憩をもらい仕事を手伝っていた治療師ヒーラーのリーネは、眼鏡めがねを直しながらおずおずと述べた。

　彼女達の返答に、むぅ、とレフィーヤは唇を尖とがらせてしまう。

「でも、意外です……」

「何が、リーネ？」

「他の男の人達と一緒に、ラウルさんも面白おもしろくないって言うと思ってたので……」

　リーネが眺める先では、下位団員達の輪の中で、冴さえないヒューマンの青年が不満をぶつけられては振り回されている。

「ほら、ラウル君は……苦労人というか、そんなこと思ってる暇ないんじゃない？」

「やめるっす～」と声を上げているラウルの姿に、彼より年下であるナルヴィは、擁護にもなっていない言葉を苦笑いとともにこぼす。

「……私とラウルは、ほぼ同期なんだけど」

　そこで、起こした火の上で鍋をかき回していたアキが口を開いた。

「私達がこの【ファミリア】に入団した時、あの娘こ……アイズはもうＬｖ．２だった」

「は、八歳でＬｖ．２の最速到達記録レコードを達成したっていう……あ、あの、噂うわさの？」

「そう。自分達よりずっと小さい女の子……っていうより幼女が、とんでもなく速く動いて、モンスターをバターみたいにどんどん斬っていっちゃうの」

　リーネに頷きながら、当時の光景を思い出しているのか、アキは木杓子きじゃくしでかき混ぜる鍋のスープを見下ろし微苦笑した。

「ラウルはもう震え上がっちゃって、その頃ころからアイズのことを敬称さん付け。笑っちゃうでしょ？　尊敬はしてると思うけど、主神ロキが言う『アイドル』なんて風には見れないと思う」

　あの娘こが大きくなっていく姿をずっと見てたしね、と。
















　未だ振り回されげんなりしている同期の青年を、アキはちらっと見やった。

「あの時のアイズは、今よりずっと鬼気迫ってて……私も、一線引ひいちゃった」

　アイズは勿論、アキより後輩に当たるナルヴィやリーネ、レフィーヤは、彼女の話にごくりと喉のどを鳴らす。

「だから大丈夫、レフィーヤ」

「えっ？」

「ティオナやティオネ、貴女あなたが途中からこの【ファミリア】に加わって、アイズは丸くなったもの。前より、ずっと笑うようになった」

　レフィーヤが入団したのは三年前。

　当時Ｌｖ．２の『学区』の優等生だった彼女が【ロキ・ファミリア】の門をくぐると、そこには既にティオナやティオネにじゃれ付かれているアイズがいた。

　何も心配しなくても、嫉妬なんてしなくても大丈夫、と黒猫の女性に笑いかけられるレフィーヤは、心の中を見透かされ赤面してしまった。

　羞恥を隠すように、鍋に入れる果物フルーツの皮剝むき作業に没頭すると、ナルヴィやリーネにもクスクスと笑われてしまう。

（ま、まぁ、私達とアイズさんの間には、他人が立ち入れない深い絆きずながありますし？）

　アキに諭され少し気を良くしたレフィーヤは、笑みを浮かべ炊事作業を進めていく。

　だが、予備スペアのナイフでするすると皮を剝いている内に、神妙な表情を浮かべた。

（アイズさんの話じゃあ、遠征前はＬｖ．１……どことも知れない新興派閥の、下級冒険者だった筈……）

　自分からみっともなく逃げ回っていたベルの横顔を思い返す。

　こんな短期間の内にどうやって18階層まで……？

　あの少年もアイズとの特訓で成長したというのだろうか。自分と同じように。

　勝手に宿敵ライバル認定している少年に対し、レフイーヤは複雑な感情を抱かずにはいられなかった。




　やがて、アキ達とともに夕食の仕込みを終えた後。

　レフィーヤが他の仕事を手伝うため、野営地を歩き回っていると、本営の中からアイズが出てきた。

　ぱっと顔を明るくさせたレフィーヤだったが、その後に続いて現れた白髪の少年を見て、すぐに面白くない表情へと変わる。周囲の団員達から胡乱うろんな視線を集め緊張するベルは、子兎のように離れまいとアイズの後に付いていく。

　相変わらず行動をともにする少女と少年を見て、レフィーヤの中でやはり不機嫌めいた感情がむくむくと生まれた。

　辺りを行き交う他の団員達が派閥幹部であるアイズに挨拶あいさつする中、つま先の向きを変え、彼女達へ真まっ直すぐ接近する。

「──お疲れ様です、アイズさん！」

「うん、レフィーヤも」

　にこやかに挨拶した直後──アイズの背後にいたベルとのすれ違いざま。

　纏っていた笑顔を仮面のように剝はがし、キッ!!　と強い一睨みを炸裂さくれつさせる。

「ひっ」

　エルフの魔導士の鋭い剣幕に、相手はか細い悲鳴を漏らした。


　怖こわっ……！　とその怯おびえた表情が感想をありありと物語っていると、ベルは何かに気付いたように、顔色を変える。



　ぴくぴくと動くエルフの細い耳、そして美しい紺碧色の双眸そうぼうに深紅ルベライトの瞳が釘くぎ付けとなった。

　都市の市壁付近での出会い、繰り広げられた壮大な追いかけっこ、美しい妖精との走戦デス・レース。

　レフィーヤの正体を悟ったのか、盛大に頰を痙攣けいれんさせる。

（アイズさんに変な真似したら許しませんよ……！）

（はいぃ……!?）

　無言の視線衝突アイコンタクト、強制的な意思疎通。

　全すべて引っくるめ、刹那せつなの出来事であった。

　一秒にも満たないすれ違いざまのやり取りに、少年は顔を青くし震え上がる。忠告を叩たたきつけたレフィーヤは「ふんだっ」と言って真横を通り過ぎた。

　ぷりぷりしながら離れ、それからもアイズにくっついて移動するベルをちらちらと一瞥する。

　監視もかねた見張りだ。

　非好意的な他団員とともに、作業の合間に何度も様子を窺うかがった。

　そして、視界の隅で意識を向け続けていると、

「わぁー、本当にアルゴノゥト君だー！」

　明るい声が響いた。

　喜色満面な表情を浮かべるティオナである。

　アイズと何事かをやり取りしていたベルに向かって小走りで近付き、その後からティオネも続いた。

「担ぎ込まれたって聞いてたけど、目が覚めたんだ！　良かったねー、アルゴノゥト君！」

　遠く離れた位置からでもティオナの声はよく聞こえ、傍目はためにも喜びようが伝わってきた。当のベルでさえ何故か好意的な彼女にうろたえている。無論、そんな光景を見せつけられるレフィーヤ他多数の機嫌は急下降だ。

　見たところ、自己紹介を済ませているようだった。

　天真爛漫らんまんに接するティオナ、どこか興味を窺わせるティオネ。

　容姿が整った双子の姉妹に迫られ、からかわれ、少年はあっという間に真っ赤になった。

　健康的な褐色の肌、丸出しの臍へそ、くびれた腰に豊満な胸──アマゾネスの凶悪な肢体にすっかり翻弄ほんろうされている！

　小首を傾げているアイズを含めれば三人もの美少女を侍はべらせて！

　忠告した側からである!!

（調子に乗るな）

（調子ニ乗ルナヨ）


（調子に乗るなァァァァァ!?）



（調子に乗らないでくださいっ……!!）

　怨嗟えんさに満ちる男性の亜人デミ・ヒューマン達ともに、心の中で呪詛じゅそを唱えるレフィーヤ。

　側にいる者達と一塊となって、竜をも射殺すような視線を集中砲火させる。

　凄すさまじい眼光を放つ男性団員＋レフィーヤに、離れた場所にいる少年は真まっ青さおになった。

「ぼっ、僕っ、仲間の様子を見てきます!?」

　身の危険を感じ取り、ベルはアイズ達のもとから逃走した。

　与えられた天幕へとなり振り構わず戻っていく。

　少年を撤退へと追い込んだレフィーヤはとうとう我慢できず、「あー、行っちゃったー」と暢気のんきかつ名残惜しそうに言うティオナとアイズ達のもとへ駆け寄った。

「あ、あのっ！　ティオナさん達、何であのヒューマンにっ……その、沢山構かまうんですか？　あの冒険者と何かあったんですかっ？」

　鍛錬をともにしたアイズなら、関わりを持つというのはまだ一応わかる。

　だが交流がなかった筈のティオナ達がこうまで関心を持つのは腑ふに落ちない。あのフィンでさえ、59階層で『ベル・クラネル』の名前を持ち出してレフィーヤ達を焚たき付けてきた。

　レフィーヤがずっと気になっていたことを尋ねると、ティオナとティオネは鏡合わせのように顔を見合わせる。

「何かあった、っていうか……」

「すごかったんだよ！」

　苦笑するティオネの横で、ティオナが堪らないように嬉うれしげな声を張り上げる。

「Ｌｖ．１で、ミノタウロスを倒しちゃったんだ！」

「たった一人で、ね」

　ティオナ、ティオネのその言葉にレフィーヤが動きを止めると──アイズも、こくり、と。

　肯定するように頷いた。

「んなっ……!?」

　レフィーヤは、言葉を失った。
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「──彼等は仲間おたがいのために身命しんめいをなげうち、この18階層まで辿り着いた勇気ある冒険者達だ。仲良くしろとまで言うつもりはない。けれど同じ冒険者として、欠片かけらでもいい、敬意をもって接してくれ。……それじゃあ、仕切り直そう」

　森が暗闇に包まれる中、立ち上がったフィンの声が場に通る。

　営火キャンプファイアのごとく積み重ねられた魔石灯を、大きな輪となって囲む団員達は、一斉に配られた杯を掲げた。

『乾杯！』

　ささやかな宴うたげが始まった。

　空間が開けた野営地の中心地。森の枝葉で塞がれた頭上奥では天井のクリスタルが沈黙し、階層全体に『夜』をもたらしている。

　昨夜に引き続き開かれた晩餐ばんさんには、アイズが連れてきたベル達の姿もある。彼の仲間もどうやら歩けるまで回復したようで、鍛冶師スミスの青年と小人族パルゥムの少女もこの場に加わっていた。

　フィンに揉もめ事はくれぐれも避けるようにと言外に釘を刺され、私怨に満ちていた男性団員達は恥ずかしそうに頭をかく。上級冒険者の自尊心、後は都市最大派閥としての体裁をもって、ベルに対する不満をひとまず上書きした。

　自戒した後は、心置きなく夕餉ゆうげを楽しむ。

　本営に立つ団旗、道化師トリックスターのエンブレムに見守られながら、【ロキ・ファミリア】の団員達と【ヘファイストス・ファミリア】の少ない鍛冶師スミス達は食事と飲料を交わし合った。物資として残っている僅わずかな塩で味付けされたキノコと酸味が利いた果物フルーツのスープを食べ、氷結魔法で冷やしておいた小川の清涼な氷水を美味うまそうにあおる。どれも『遠征』で疲弊した体に染しみていくかのようだった。

　少ない材料で工夫が凝らされた食事に、ところどころで笑みが咲く。

「……」

　談笑の声が絶えない中、スープや果物フルーツにも手をつけず、レフィーヤは一人黙りこくっていた。

　彼女の視線の先では、離れた場所で座るアイズ、そしてベル達がいる。

　少年は配分された雲菓子ハニークラウドを物珍しそうに眺めていたかと思うと、一口齧かじり、次には吐き気を堪こらえるかのように体を痺しびれさせていた。

（Ｌｖ．１で、『ミノタウロス』を……）

　夕餉前、ティオナ達から聞いた話をどうしても思い出してしまい、ベルのことが気にかかってしまう。無視できない。

　レフィーヤもアイズ達の鍛錬を通じて『並行詠唱』を修得し、一皮剝けた気がしたが……相手も相手でＬｖ．２にカテゴライズされる大型級のモンスターを単身撃破。しかも相手はあの『ミノタウロス』だ。

　正面からの殴り合いならば第三級冒険者でさえ手を焼く、『力』と『耐久』に特化したモンスターの代表格。

　Ｌｖ．１の冒険者が遂げた『偉業』に悔しいやら何やらで、胸の中で対抗心が再燃していた。

　珍しく誰とも話さず一人でいるレフィーヤは、手綱が利かない感情を持てあましてしまう。

「それにしても……あやつ等、随分と賑にぎやかなものじゃなぁ」

「ははは、そうだね」

　レフィーヤが悶々としている他方、派閥の首脳陣が固まっている上座で、長い髭ひげをさするガレスの言葉にフィンが笑った。

　ちょうどフィン達の正面、アイズが座る輪の一角ではベルとその仲間が騒ぎ声を上げている。どうやら果物フルーツを奪い合い、喧嘩けんかが起こっているようだ。

　小人族パルゥムの少女が真っ赤になってキーッキーッと泣き叫び、鍛冶師スミスの青年の背中をゲシゲシと蹴けっている。青年の方はというと雲菓子ハニークラウドを綺麗きれいに処理し、どこ吹く風だった。ベルが顔を引きつらせ、アイズは不思議そうにきょとんとする。

　愉快な光景に女性団員を始めとした【ロキ・ファミリア】の者達も、くすくすと笑みを漏らす。

「んぐっ、ティオネー！　ごくんっ、あたし達もアルゴノゥト君のところ早く行こうよー！」

「食べながら話すな!?　足りなかったらどうせまた食べ出すんだから、先に食事を済ませておきなさいよ！　まったくもうっ──さぁ団長、一献いっこんどうですか？」

「ん？　ああ、もらうよ」

　だが賑やかさなら【ロキ・ファミリア】も負けていない。

　おかわり何杯目かもわからないスープをかき込みながらティオナが騒ぎ、それをティオネが怒声を上げて注意し、かと思えば猫なで声でフィンのもとに擦り寄る。

　彼女が容器につぐのは、瓢簞ひょうたんの形をした果物フルーツ、赤漿果ゴードベリーだ。厚皮の上部先端を切って中を押し出すことでゼリー状の赤い果肉が飛び出す。実が青いほど酸っぱく、逆に熟れていれば甘い。また熟し過ぎると苦くなるのだが、この苦味を伴った果肉の味が酒に通ずるものがあり、ダンジョンにこもり続け地上の安酒エールが恋しくなった上級冒険者達は、一様に赤漿果ゴードベリーで舌と喉を慰めるのだ。

　酒を一滴も嗜たしなまないリヴェリアも、冒険者の嗜みとばかりにこの赤漿果ゴードベリーだけは口にする。

　少女エルフの団員達に勧められ、王族ハイエルフの王女は笑みを浮かべながら、酔うことのない迷宮の果実酒を飲んだ。

「ちょ、椿ツバキさんっ、もう勘弁っす!?　ていうかこのお酒、ドワーフのヤバいやつ……!?」

「なんだなんだ、だらしないぞ～!?　たかがドワーフの火酒を一本空あけたくらいで！」

　懲りずに街リヴィラから交換した酒を持ち出し、ラウルを酌しゃくに突き合わせるのは椿ツバキだ。

　ドワーフ印の酒瓶さかびんを持つ彼女に、ヒューマンの青年はあっという間に耳まで真っ赤になり、酔い潰つぶれてしまった。

「むぅ、張り合いがないの～。おいガレス、手本を見せてやれ！」

「浴びるほど飲みたいのは山々じゃがなぁ……儂わしにも立場がある、地上に帰ったら付き合おう。──って、おいリヴェリア、睨むなっ、わかっておるっ！」

　ラウルを地面に転がし頰をほんのりと染め椿ツバキ、その飛び火で真横からリヴェリアに睨まれてしまうガレス。そんな彼等のやり取りに、【ロキ・ファミリア】の下位構成員達は堪らず声を上げて笑った。

『遠征』がほぼ終了し、団員達の気はすっかり緩んでいた。

　それは夜の森の中、激しい戦いを乗り越えた戦士達が上げる祝杯の一時ひととき──英雄譚えほんの中の一幕にも似ている。白髪の少年はそんな周囲の喧騒に一人頰ほおを緩ませ、興奮したように冒険者達の輪を見回していた。

　昨夜より、一層賑にぎやかな光景が野営地に広がる。

「椿ツバキ、身内の鍛冶師スミスがいると聞いていたが……あの青年で間違いないのか？」

「ああ、間違いないぞリヴェリア、あやつだ。フフッ……そうだの、体の方も問題ないようだ、そろそろからかいに行ってやるか」

　野営地の周囲に立つ見張りの団員を確認していたリヴェリアが、ふと赤髪の青年に目を向けると、椿ツバキは唇を吊り上げてその場から立ち上がった。苦笑する他の上級鍛冶師ハイ・スミス達も伴い、酒瓶を持って真っ直ぐベル達のもとへ向かう。

　げっ、と件くだんの青年が思いっ切り顔をしかめた。

「なんじゃヴェル吉、その顔は？　せっかく心配して来てやったというのに」

「噓うそをつけ、噓を！　酒の臭いが漂ってるぞ！」

「しかし、ヴェル吉が他派閥よその冒険者とパーティを組んで、この18階層にまでやって来るとはなぁー」

　反感を剝き出しにする青年の言葉を、酔っている椿ツバキはさらっと無視する。


「このっ……！」と後輩の鍛冶師スミスが歯を嚙かみ締める中、側にいる白髪の少年を見つめた。



　じろじろと観察され少年が居心地悪そうにしていると、「おっ？」と。

　隣にいるアイズと少年を交互に見比べ、何か合点がいったかのように、ぽんっと両手を叩いた。

「おーっ、わかったぞ！　さてはお主がクラ・ベルネルだな!!」

「ひ、人違いです」

　ティオナに教えてもらった『18階層に行く途中で見た、すごい冒険者』──噂の有望な冒険者だとはしゃぐ椿ツバキに、謎の呼称で呼ばれたベルは汗を流し否定する。

　そんな少年にお構いなしにハーフドワーフの最上級鍛冶師マスター・スミスは握手を交わし、「手前てまえは椿ツバキと言う」と笑顔で自己紹介を済ませた。取った手をブンブンッと上下に振る。

　一方、間違った情報を椿ツバキに伝えたアマゾネスの少女はというと、「食べ終わったー！」と口もとを拭ぬぐったかと思えば、「アルゴノゥトくーん！」と声を上げ、連れ立ったティオネとともにベル達のもとへ突撃していった。

「……あの、リヴェリア様、団長」

　騒がしくなるアイズ達を脇目に、それまで悶々としていたレフィーヤは。

　リヴェリア達のいるもとへ近付き、声をかけた。

「リヴェリア様達は、あのベル・クラネル……さんが、『ミノタウロス』と戦うところを見たんですか？」

　視線を交わし合った三人の中で、フィンとリヴェリアが「ああ」と頷く。

「知っての通り、儂はお主と一緒に後続の部隊におった。じゃから９階層であったという、あの若造の戦いは残念ながら見ておらんが……」

「私やフィンは目にさせてもらった」

「あとはアイズにベート、ティオナ達だね」

　言葉通り残念そうに髭をさするガレスの横で、リヴェリア、フィンがベルに視線を飛ばしながら返答した。

「その、本当に……一人で倒したんですか？　アイズさんや、団長達の力を借りずに？」

「勿論。でなかったら、彼は今ここにいないさ」

「逆にアイズは、助けようとしたら拒まれていたな」

　レフィーヤの確認にフィンは笑いながら、リヴェリアは瞑目めいもくしどこか楽しげに、二人揃そろって肯定した。

　見事なものだった、と告げる首領達の口振りには称賛が含まれている。

　レフィーヤは、ベル・クラネルの『冒険』が本物であったことを悟り──同時にやはり『悔しい』と呼べる思いを抱いてしまった。

（私が『ミノタウロス』を一人で撃退できるようになったのは、Ｌｖ．３になってから……）

　前衛と後衛、冒険者と魔導士。比べるのは見当違いだということはわかっている。

　だが、どうしてもレフィーヤは自分と少年を比較せずにはいられなかった。ひとえに、同じ憧憬アイズに師事した身として。

　ぬぐぐぐっ、とリヴェリア達のもとで唸うなってしまう。

　ちらっと窺うと、目を離した隙すきにベルは再びアイズとティオナとティオネを侍らせて──正確には「どうやったら能力値アビリティオールＳにできるの？」と事情聴取を受け包囲されて──固まっていた。フィン達はその光景に溜息ためいきをつき、しかし止めようとしない。

（ま、またアイズさん達に……！）

　何故か冷や汗を流している少年に、悔しさも相まって怒りが募ったレフィーヤは、自らもアイズ達のもとへ突撃しようとした。




『──ぐぬあぁっ!?』




「!?」

　その直前。

　遠方、野営地の外の方角から、幼い少女らしき悲鳴が届いてくる。

　見張り役の団員達が慌ただしくなる中、「すいません、行かせてください！」と白髪の少年が一目散に駆け出していく。小人族パルゥムの少女も、鍛冶師スミスの青年も、アイズ達もその後に続いた。

　にわかに騒然となる野営地。

　どうやら、招かれざる客人はまだ増えるようだ。
















「いや～、突然とつぜん押しかける形になって申し訳ない！　だが驚いたよ、ベル君を助けてくれたのが君達たち【ロキ・ファミリア】だったなんて！」

　優男やさおとこの神が、にこにこと笑いながら歯切れ良く言葉を連ねる。

　彼の背後に控える従者が溜息ためいきを吐はく中、フィン達は天幕に通された客人達を見つめた。

　先程の宴うたげの最中さなか、野営地の奥──17階層の連絡路から悲鳴とともに現れた者の正体は、ベル・クラネルの主神、ヘスティアだった。

　何と彼女はダンジョンから脱出不可能となった眷族けんぞくとその仲間を救出するため、主神かみ自らこの地下迷宮へとやって来たのだ。神々はダンジョンにもぐってはならないという管理機関ギルドの禁則事項を破ってまで。これには迷宮都市で長らく冒険者をしているフィンやガレス達も「直接ダンジョンに赴く神は初めて見た」と心底しんそこ苦笑してしまった。

　そして、そんな女神ヘスティアとともにやって来たのが、現在フィン達の目の前にいる男神ヘルメスと、その眷族や他ほかの冒険者達である。

「確認させて頂きたいのだが、神ヘルメス、貴方あなた方がたがこの18階層にやって来たのはベル・クラネル一行を救出するため……間違っていないだろうか？」

「ああ、そうさ【勇者ブレイバー】。ヘスティアに依頼されてね。ちゃんと依頼書もある」

　現在は、フィン、リヴェリア、ガレス、派閥首脳陣とヘルメスが面会をしていた。

　本営である天幕の中には彼等の他にもアイズやティオナ、ティオネなどベート以外の幹部が勢揃ぞろいしている。また幹部の端くれとしてラウルも同席していた。外で夜宴の片付けをしているレフィーヤ達たち他団員に、この場で聞いた先方の事情を伝達するためだ。

　アイズ達が見守る中、ヘルメスは懐ふところから冒険者依頼クエストの依頼書を取り出す。

　羊皮紙にはギルドが認可したことを示す印影と、四十万ヴァリスという報酬額が綴つづられていた。

（どうも）

（……どうも）

　主神ヘルメスの背後に控えている眷族の女性、アスフィが、アイズにしかわからない程度に微笑ほほえみ会釈してくる。

【ヘルメス・ファミリア】の首領である彼女、アスフィ・アル・アンドロメダとは24階層食料庫パントリーの事件で共同戦線を張った間柄だ。臨時パーティを組んだことで面識があり、同業者が言うところの『同じ階層を冒険した仲』である。

　水色アクアブルーの髪を揺らす彼女に、アイズも僅わずかに顔を綻ほころばせ、唇を小さく動かし応こたえた。

「何故なぜ君達がこの階層にとどまっているのか気にはなるんだが……先にこちらの要望だけ言わせてもらおう」

　ヘルメスは、救助隊の代表としてこの場を訪れていた。

　女神達はベルに貸し与えた天幕に移っている。極東風の戦闘衣バトル・クロスを纏まとった冒険者達と何か確執があったように感じられ、気にはなったものの、アイズは派閥幹部として「事情の説明がてら交渉したい」と接触してきた男神との面会に参加している。

「滞在の許可をもらいたい。この野営地にね。そして可能なら、君達が18階層を出発する際、部隊に同伴させてほしい」

「安全に地上へ帰還するために？」

「察してもらえて助かるよ」

　フィンの確認に、ヘルメスは笑顔で頷うなずく。

　もともとベル達がこの安全階層セーフティポイントに避難してきたのは、帰還する上級冒険者のパーティに同行させてもらうことで、危険地帯である『中層』を突破し地上に戻るためだ。

　ヘルメスの後者の申し出も狙ねらいは同じだ。救助隊の戦力は充実しているとはいえ、わざわざ危険性リスクを取る道理はない。現在17階層には階層主ゴライアスもいる。

【ロキ・ファミリア】という強力な矛ほこが道を切り開いてくれるというのなら、その後ろにくっついてくのが何より安全なのだ。

「ベル君達を助けるために急いで来てね、野営の装備を持ってきていないんだ。かと言って、ならず者達の街ローグ・タウンとして知られるあの宿場街リヴィラに泊まるのも、ね」

　頭の後ろに両手を組んで「アルゴノゥト君達、酷ひどい目に遭うだろうね～」とこぼす妹ティオナに、「黙ってなさい」と姉ティオネが肘で小突く。

「食料の方は自分達で何とかしてみるよ。何か出費があれば、地上に帰った後、オレの【ファミリア】が立て替えよう。何だったら謝礼も出す」

「依頼をただ受けている身にしては、随分と羽振りがいいのぅ」

「はは、出発する際、ヴェルフ君のこともヘファイストスに頼まれているからね」

　交渉の上手うまい神だ。

　アスフィの主神とまともに対面して、アイズはそう感じた。

　先に本音と建前たてまえを語り、後はちょっぴりの誠意を示すことで申し出を断りにくくしている。【ロキ・ファミリア】が見捨てることのできない同盟派閥所属ヘファイストスの鍛冶師スミスまでちらつかせる辺り、抜け目がない。これにはガレスも溜息を吐いた。

「『遠征』の帰りで疲れている君達に頼むのも心苦しいんだが……どうだろう？」

　神ヘルメス……見知らぬ旅人以外にも、商人を援助することでも有名だ。

　正式Ｌｖ．の報告も偽り、中立派閥を気取る【ファミリア】の主神。ロキとはまた違った方向で話術が上手い。

　十日以上も前に神会デナトゥスから旅に出て帰ってきたばかりだという男神を観察して、食えない神物じんぶつだと、アイズはそのような感想を抱いた。

「神ヘルメス、余計な駆け引きは止やめよう。こちらとしては騒動を起こさないと約束してくれるなら、滞在も帰路の同行も受け入れるつもりでいる。一度は保護した者を放り出すつもりは毛頭ないからね」

「おっと、これはすまなかった。ありがとう、感謝するよ」

　フィンは苦笑してヘルメスの要求を呑のんだ。もとより選択肢など限られているというのが彼の本音だろう。

　それからフィンは部隊の現状を説明した。毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの強襲を含めたこちらの事情を聞き、「そういうことだったのか」とヘルメスも納得する。

　与える天幕や階層出発予定日などの情報を共有し、話し合いはとんとん拍子に進んだ。

「ああ、そうだ。遅くなったけど……『遠征』お疲れ様。様子を見る限り、成果は上げられたのかな？」

　そして、話が終わった直後。

　ヘルメスは優男の笑みを向け、そんなことを言ってきた。

「おかげさまで。犠牲者もゼロに抑えられた」

「そりゃすごい！　流石さすが【ロキ・ファミリア】だ！」

　フィンの返答に一頻ひとしきりはしゃいだヘルメスは、

「──それで、59階層では何か発見できたのかな？」

　不意に探りを入れてきた。

　口もとには笑みを浮かべたまま、弓なりだった切れ長の瞳ひとみを開く。

　全すべてを見透かそうとしてくるその神の双眸そうぼうに、アイズは僅かに目を見張った。ティオナとティオネの顔も強張こわばり、ラウルに限っては動揺をあらわにしてしまう。

　そんなアイズ達を他所よそに、フィン、リヴェリア、ガレスは泰然とした姿勢を崩さない。

「我々はロキの眷族だ。得体の知れない神に話す義理はない」

　片目を瞑つむりながら、リヴェリアがはっきりと断じた。

　一転して張り詰める空気に、主神の背後にいる従者アスフィが苦労人の雰囲気オーラを発しながら片手で腹部をさする。

「それもそうだ、悪かったよ。ただ、あのゼウス達以来、彼かの領域に踏み込もうとする君達の動向に都市中が注目していたからね。気になってしまったんだ」

　飄々ひょうひょうとした態度でのたまうヘルメスは、そのまま言葉を続けた。

「実はね、オレはロキやディオニュソスと同盟を組んだ」

「！」

「いわゆる被害者同士の繫つながりさ。極彩色のモンスター、そして闇派閥イヴィルスの残党に対する、ね」

　アイズ達にとって思いもよらない情報がさらりと告げられる中、フィンは冷静に応答する。

「生憎あいにく、確認が取れるまでその言葉を信用することはできない、神ヘルメス」

「勿論だ。だから今からオレが言うことは、聞き流してくれても構わない」

　そう前置きをして、ヘルメスは告げた。

「【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ、君は気付いているかもしれないが……やはり『バベル』以外のダンジョンの出入り口が、地上のどこかに存在する。ロキと話し合った末の、神々オレたちの結論だ」

　今度こそ、アイズ達は息を呑んだ。

　リヴェリア、ガレスもその視線を鋭くする。

「君達が地上に帰還した後、本格的にオラリオ内部、あるいは都市周辺を調査したい……オレ達はそう考えている」

　動じることのない小さな派閥団長と見つめ合ったまま、ヘルメスはその橙黄色とうこうしょくの目を細めた。

　ややあって彼はフィン達に背を向ける。

「少ないけど、宿代さ」

　できれば懐に置いといてくれ、と言い残し優男の神は場を後にした。

　一礼してアスフィが主神の後に続き、天幕に静寂が訪れる。

「だ、団長……」

　一方的な情報提供をして去っていたヘルメスに、ラウルが呻うめくように声をこぼす。

　アイズ達もそれぞれの表情を浮かべながら小人族パルゥムの首領に視線を集めると、彼は右手の親指を一舐なめした。

「わかってはいたけれど……やっぱり帰った後も、休む暇はなさそうだ」

　やれやれと。

　フィンは静かに嘆息した。
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「いよいよ、ことが大きくなってきたわね……」

　唇から落ちた呟つぶやきが、やけに大きく天幕の中に響き渡る。

　壁際でたたずむティオネの言葉に、レフィーヤ達は緊張した面差しを浮かべた。

　場所は【ロキ・ファミリア】女性陣が使用する天幕の一つ。

　ヘルメス達との面会が終了した後、本営を出たティオネ達は59階層に進攻アタックした隊員メンバーを連れてここに集まっていた。レフィーヤにＬｖ．４の第二軍冒険者達、猫人キャットピープルのアキの姿もある。

　ラウル達たち男性陣は外でまだ指示を出しており、アイズとリヴェリアはいない。

「ふむ、お呼びをかけてくれたのは光栄だが……手前てまえもいていいのか？　一応、お前達とは部外者だぞ」

「構わないわよ。59階層であんなものを一緒に見た時点で、隠すも何もないし。……それに、色々意見も聞きたいしね」

　女性しかいない天幕の中には椿ツバキも交ざっていた。

　肩を竦すくめるティオネにハーフドワーフの鍛冶師スミスは「ではお邪魔させてもらおう」と笑う。

　解散を告げた首脳陣のもとから離れ、ティオネ達は一連の事件の考察を行なっていた。

　これまでどたばたしていて話し合いにかまける時間はなかったので、先程のヘルメスの話も踏まえ、一度ゆっくり意見を交換し合おうというのだ。

「で、でも、摩天楼施設バベル以外にダンジョンの出入り口があるなんて……ほ、本当に、ありえるんでしょうか？」

「んー、神様達が言うことだしなぁー」

「筋は通るし、ね。あの大型の食人花を、誰だれにも気付かれず怪物祭モンスターフィリアや地下水路に運び込めたのもそれなら納得がいくわ。今のままじゃあギルドや【ガネーシャ・ファミリア】くらいしか疑う連中がいないもの」

　おずおずと信じられないと言うレフィーヤに、床に座り込みながらティオナが答え、ティオネが己おのれの考えを述べた。

　ダンジョンの出入り口が摩天楼施設バベル地下の『大穴』以外に存在するとなると、これまでの常識が一気に崩れ去る。話が大きくなり過ぎてちょっと付いていけない……とレフィーヤはうんうんと頭を抱えた。

「でも……一番気になってるのは、アイズのことかなー」

　おもむろに、ティオナが言う。

『魔法』を行使するなど全てが規格外であった『精霊の分身デミ・スピリット』。

　能力とその異質さから言えば、赤髪の女レヴィス達『怪人クリーチャー』を上回る存在と言っていい。

　そんな存在に、アイズは確かに標的にされていた。

　アリア、という名前で呼ばれながら。

「確か、あの怪物が『精霊』だとアイズは真っ先に気付いていました」

「様子もおかしかった、ですよね？」

　美女エルフのアリシアと少女ヒューマンのナルヴィがそれぞれ発言する。

『精霊の分身デミ・スピリット』に『アリア』と呼ばれていたアイズは、今日まで何も話そうとしない。目を伏せて「ごめん」と謝るのみだった。

「まぁ、もともと変わっているおかしな娘むすめだとは思っていたがなぁ」

「つ、椿ツバキさんっ」

「アキはこの中で一番いちばん古株でしょ？　何か知らない？」

「生憎とね。前のアイズは今よりずっと喋しゃべろうとしない子だったし……団長達に尋ねたことはあったけど、訳ありとしか」

　顎をさする椿ツバキにレフィーヤが食ってかかる中、ティオネがアキに尋ねる。

　黒猫の女性は、悪いけれどと形のいい眉まゆをたわめた。

「『精霊』に『アリア』と来ると……やっぱり、『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』を思い浮かべちゃうんだけどなぁ」

　そんな中、ティオナは布で覆われた天井てんじょうを仰ぐ。

　実妹の言葉に対し、ティオネは口をへの字にした。

「じゃあ、なに、その『精霊』がアイズとでも言うつもり？　あんたの言う英雄譚は『古代』の話でしょ？　馬鹿馬鹿ばかし過ぎるわよ」


「そこまで言うつもりはないけどさぁー……」



「でも、ティオナさん、『精霊』は子供も産めない筈はずですし……」

　ティオネの後にレフィーヤも言葉を続ける。

　二人に指摘され、童話好きのアマゾネスの少女は両腕を組んで考え込んだ。

「う～んっ、関係ないのかなぁ……」

　アキ達も互いの顔を見合わせる。

　お伽噺とぎばなしの数々にも登場する『精霊』について思考を巡らせ始めた。

　何かヒューマンや亜人デミ・ヒューマンの接点──アイズとの関係性はないかと。

「子供云々は置いておくとして……『精霊』の血筋そのものを受け継いでいる者は、普通におるぞ？」

　と、そこで。

　唸うなっているティオナ達に、椿ツバキがなんてことのないように告げる。

　がばっと顔を上げたレフィーヤ達は「「「「「「えっ!?」」」」」」と声を揃えた。

　そんな【ロキ・ファミリア】の面々を見て、【ヘファイストス・ファミリア】の首領鍛冶師はおかしそうに笑った。

「ちょうどいい。ここに連れてこよう」




「……何で連れてこられたんだ、俺おれは」

　天幕の中央に、着流しを来た赤髪の青年が座らせられている。

　あぐらをかく彼は、その渋面じゅうめんを隠しもしないで、距離を置いて囲むレフィーヤ達を見回した。

「知っての通り、こやつはベル・クラネルとパーティを組んでおる鍛冶師スミスだ。自派閥われわれのところの下したっ端ぱでもある」

「おいっ、椿ツバキ、説明しろっ！」

　天幕を一度出でた椿ツバキが連れてきたのは、【ロキ・ファミリア】がベルとともに保護したこの鍛冶師スミスの青年だった。

　少年達のもとから強制的に連行されてきたのか、当の本人は相手が派閥団長であろうと関係なく怒り心頭の様子で叫ぶ。しかし椿ツバキはそんな彼を無視して──レフィーヤ達は汗を流すか呆あきれ返っていた──話を進める。

「こやつの名は、ヴェルフ・クロッゾ」

「……クロッゾ？」

「あれ、どこかで聞いたことがあるような……？」

　レフィーヤとティオナが同時に首を傾かしげていると、ぴんっ、と。

　アキが、腰から伸びる細い猫の尾を立たせた。

「まさか、クロッゾって……呪のろわれた魔剣鍛冶師の？」

　その反応に、椿ツバキはどこか鼻高々に告げた。

「そうとも。彼かの王国ラキアで不敗神話を築き上げた『クロッゾの魔剣』……その男はそれを何世代にわたって作り続けた鍛冶貴族の末裔まつえいだ」

　その言葉を聞いて、天幕にいる誰もが驚愕きょうがくした。

『クロッゾの魔剣』。迷宮都市オラリオはもとより世界にもその名を知らしめている伝説の武器。

　元来『魔剣』は詠唱を必要としない代わりに『魔法』の劣化した攻撃を繰り出すことしかできない。だが彼かの『魔剣』が繰り出す砲撃は正式魔法オリジナルをも超えるものだったと、昔日せきじつのラキア王国が繰り広げた侵略戦争──数々の記録の中で如実に語られている。

　その威力は『海を焼き払った』とまで伝えられており、間違いなく世界最強の『魔剣』だ。

　今レフィーヤ達の前にいる人物は、そんな強力な『魔剣』を生み出した鍛冶一族の系譜。

　苛立いらだたしげに椿ツバキを見据える青年──ヴェルフ・クロッゾに、全ての者の視線が集まった。

「それは、本当なのですか!?」

　直後であった。

　レフィーヤ達の肩を跳ねさせるほどの怒声が、大きく響き渡ったのは。

「クロッゾの一族……同胞の里を焼いた元凶!!　どれだけのエルフの氏族が帰る森を失ったことか!!」

　エルフのアリシアが激昂げっこうしていた。

　レフィーヤははっとした。王国ラキアの侵略戦争に用いられた『クロッゾの魔剣』は絶大無比で、戦場はことごとく地形が変わり果て、あるいは草の根一本残らない焦土と化したと聞く。そしてその戦火は無関係なエルフの里にも及び、森そのものが焼き払われた。

『クロッゾの魔剣』の乱発により、数え切れないエルフが故郷を奪われたのだ。

「ア、アリシアさん……」

　生まれた里や『学区』等とうの育ちの過程により、良く言えば柔軟な発想を持ち、悪く言えばおめでたいレフィーヤと比べ、まさしく純然な──同族意識が強く誇り高い──エルフであるアリシアの表情は鬼気迫るものがあった。

　禍根を生み出した呪われた魔剣鍛冶師に、妙齢のエルフは敵意を剝むき出しにする。普段は心優しく温厚な、団員達の姉代わりでもある年長者の豹変ひょうへんに、まだ若いレフィーヤとナルヴィは息を呑んでしまった。

　身を乗り出し、激しい怒りをあらわにしながら睨にらみ付けてくるエルフに対し、一方のヴェルフは眉をひそめるだけだった。

　たちまち一触即発となる雰囲気に、ティオナ達が慌あわてて止めにかかろうとする。

「まぁ待て待て、アリシア。話の続きを聞け」

　が、ここでも椿ツバキがあっけらかんと間に入った。

　緑眼を瞬まばたかせるエルフに、ハーフドワーフは手の平を向ける。

「この男はな、クロッゾの一族を捨てたのだ」


「えっ……？」



「非常に、全く、これっぽっちも理解できんが、ヴェル吉きちは自分の血筋──いや己の才能を忌いみ嫌っている。実はこの男、手前てまえより強力な『魔剣』を打てるのだがな、ちっとも打とうとしない。まさに宝の持ち腐れだ」

　凋落ちょうらくした鍛冶貴族クロッゾは『魔剣』を打つ術を失ったと言われているのだが、最上級鍛冶師マスター・スミスの作品より強力な武器と聞いて、ティオネ達はぶっと噴き出した。

「家と王国ラキアから飛び出したのも、『魔剣』を打つことを強制されたことにあるらしい。だからなぁアリシア、意外にお主とヴェル吉は気が合うかもしれんぞ？」

　啞然あぜんとするアリシアに、子供のように笑う椿ツバキ。

　対して件くだんの青年はというと、いい加減にしろとばかりに憤いきどおって口を開いた。

「おいっ、さっきから人のことをぺらぺら話すなっ！」

「なんじゃ、誤解を解いてやったというのに」

「もとはと言えばお前が原因だろう!!」

　再び叫び声が散らされる。

　目の前の光景にアリシアは非常にばつが悪そうな表情を浮かべたが、ヴェルフはてんで気にしていないように取り合おうとしなかった。むしろ気にするだけ無駄だぞ、と言うほどの無視っぷりである。

　小さなことに頓着しない、まさに職人気質の青年。ことなきを得てナルヴィ達とともにほっとしながら、レフィーヤは青年についてそう感じた。

「くそっ……もういいっ、さっさと用件を言え。早く帰らせろ」

　全くもって飄々とする椿ツバキにもはや捨て鉢となり、ヴェルフは【ロキ・ファミリア】の団員達にも物怖ものおじすることなく訴えてきた。

「じゃあ単刀直入に尋ねさせてもらうけど……貴方が『精霊』の血を引いているっていう話、本当なの？」

「……おい」

「いいだろう、減るものではないし。こちらも知りたいことがあるのだ、協力してくれ」

　ティオネの質問に、ヴェルフはしかめっ面で椿ツバキを見やる。

　お前はどこまで話したんだという非難がましい視線に、悪かった悪かった、と彼女は謝った。

　思い切り溜息をついた後、ヴェルフは頷いて肯定する。レフィーヤ達が愕然がくぜんとしている中、「詮索されるのは好きじゃない。言いふらすなよ」と釘くぎを刺してきた。

「で、でもっ、どうして『精霊』の血をヒューマンが……？」

「……面倒な話は省くぞ。まず『古代』の時代に、一族クロッゾの初代がモンスターから一体の『精霊』を助けた。その時に重傷を負った初代を助けるために、『精霊』は自分の血を分け与えた」

「『精霊』の奇跡……」

　うろたえるレフィーヤにヴェルフは投げやりに答え、話を聞いたティオナが呆然ぼうぜんと呟く。

『精霊』の血を分け与えられたことで瀕死ひんしの男は一命を取りとめた。それどころか凡庸なヒューマンでありながら精霊来らいの『魔法』も行使できるようになり、寿命まで伸びたという。まさに『奇跡』という名の『精霊』の恩恵ちからをその身に宿したのだ。

「それでは、まさか『クロッゾ』が出鱈目でたらめな『魔剣』を量産できたのも……」

「もう大方おおかた予想はつくだろう？」

　初代から連綿と続く血の副産物だ、と青年は尋ねてきたアリシアに肩を竦める。

　レフィーヤ達は疑問が氷解する音を聞いた。海を焼き払ったとまで言われる『クロッゾの魔剣』の起源は、力ある『古代の精霊』によるものだったのだ。

　では鍛冶貴族クロッゾが『魔剣』を打てなくなったのは、と更なる質問を重ねたが「それも話す必要があるのか？」とうんざりされてしまった。

　確かに前のめりに詮索し過ぎたと、ティオナやティオネ、アリシア達は頰ほおを染めながらこほんと咳せき込む。

　──『精霊』の血を受け継いだ者は確かに存在する。

　──では、もしかすればアイズも？

　ヴェルフがいる手前レフィーヤ達は声にこそ出さなかったものの、視線を交わすことでその考えを共有した。

　アイズの強力な『風』……あれも『精霊』の血による副産物だとすれば辻褄つじつまも合う。『精霊の分身デミ・スピリット』の正体をいち早く察したのも、血のざわめきが教えたのだと考えれば筋が立った。

　もしそう仮定するのなら、後の問題は、どのような経緯でアイズが『精霊』の血を継承するに至ったかということだ。

　ティオナ達は神妙な顔を浮かべ、思考に沈む。

「アキ、アイズの両親は……」

「ううん、聞いてない。私はずっと天涯孤独だと思ってた……」

「ティオナさん、英雄譚で『精霊』のそれらしい記述を、読んだことはありますか？」

「ん～っ、見たことないなぁ。あたしが子供の頃ころに読んだ迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリアも、ホームに置いてあるのも写本だったから、何度も書き写す内に原典から内容が変わったのかも……」

「何者かによって故意に編纂へんさんされたという可能性も……」

「うーん、疑い出したら切りがないような」

　声をひそめてティオネとアキが、レフィーヤとティオナが、アリシアとナルヴィが話す。

　自分そっちのけでこそこそと話を交わす【ロキ・ファミリア】に、「もう帰っていいか？」と青年が辟易へきえきする中、ティオナ達を見やっていた椿ツバキは彼に質問する。

「ヴェル吉。『精霊』繫がりで他に何か知っておらんのか？　英雄譚に登場する『アリア』という精霊について情報が欲しいのだ」

「知るかっ。『精霊』と直接関わり合いがあったのは初代だけだ、言い伝えなんてものは残っていない」

　己に流れる精霊の血ごと拒否感を示すように、ヴェルフは心当たりはないと告げた。

　椿ツバキは「ええいっ」と歯がゆそうに、さらしを巻いた胸を揺らしながら鍛冶師スミスの青年をぺしぺしと叩たたき始める。

「肝心なところで何も役に立っていないではないか！　だからお主の作る作品は『いい武器なんだけどちょっと……』とか『非常にとても残念だ』とか言われるのだ!!　ほれ、何か思い出せ！」

「本当にいい加減にしろよお前!!　あと作品の話は今は関係ないだろう!?」

　今度こそ真まっ赤かになってヴェルフは憤激する。

　理不尽な注文に加えさらっと職人としての傷を抉えぐってくる椿ツバキの手を、「やってられるか！」と振り払い勢いよく立ち上がる。

　もはや一秒たりともこの場にいたくないとばかりに、次の言葉を言い放った。

「英雄譚だったら俺よりずっと詳しいやつがいる!!　もうそいつに聞け！」





「………………あ、あの、どうして僕は、ここに？」



　天幕の中央に新たに座らせられているのは、白髪の少年だった。

　レフィーヤが剣呑けんのんな敵意を放つ中、正座の姿勢で汗をダラダラと流している。

「フフフ、ベル・クラネル、お主はヴェル吉きちに売られたのだ。覚悟するがよい」

「う、売られた……!?」

　悪代官のように悪乗りして邪笑する椿ツバキに、少年は心底怯おびえる。

　ヴェルフが憤然としながら天幕から立ち去った後、彼に次いで召喚されたのがこのベルだった。ひとえに椿ツバキのもとにいたくないという青年の一心が少年を生贄いけにえに捧げてしまったのである。もしかしたら今頃いまごろ後悔こうかいしているかもしれない。

【ロキ・ファミリア】の緊急の呼び出し、美女美少女しかいない女性陣の天幕、あとは約一名からの殺気。それらに対し顔色を目まぐるしく変える少年は孤立無援の白兎しろうさぎのごとく、がちがちに緊張していた。

「取って食おうってわけじゃないんだから、そんな固くならなくて大丈夫よ。これも一宿一飯いっしゅくいっぱんの見返りってやつ、質問に答えてくれたらすぐに返してあげるから」

　怯えたり恥ずかしがったり絶望したりと忙せわしない少年に、ティオネが気安く話しかける。

　気を緩めるよう笑いかけてくる彼女に、ベルも何とか肩から力を抜いた。

「えっへへ～、アルゴノゥト君だー」

　一方、ベルが来てからというもの楽たのしそうにしているティオナは、あぐらの体勢で何度も体を揺らす。

　彼女は遊び相手を手に入れた子供のように、目を輝かせていた。

「ねねっ、アルゴノゥト君。英雄譚に詳しいって聞いたんだけど、本当？」

「えーと、詳しいかはわからないですけど……子供の頃はよく読んでました」

　その返答に、ティオナはわくわくとしながら試験テストをする。

「じゃあ、騎士ガラードが助けようとする人の名前は？」

「王女アルティス様……」

「じゃあじゃあ、竜殺しのジェルジオが倒した怪物の住処すみかは？」

「シレイナの湖畔……」

「じゃあじゃあじゃあ、その時に竜を倒した武器は？」

「槍やりと見紛みまがう聖剣……と、乙女おとめの帯リボン」

「すごい!!」

　全問答えたベルにティオナは歓呼する。
















　頰を染めながら興奮し、そしてどこか期待するようにまた口を開いた。

「それじゃあ、アルゴノゥト君、理想郷譚アルカディアって話は──」

「あーもういい加減にしなさい！　話を戻すわよ！」

　すっかり脱線している話にティオネが叫んだ。

　姉に遮さえぎられ、ぶー、とティオナは口を尖とがらせる。幼い頃から童話好きだったという彼女の振る舞いに、アキやアリシアは苦笑した。

「本題なんだけど、『アリア』っていう精霊を知っている？」

「精霊『アリア』、ですか？　英雄アルバートの生涯に寄り添った、迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリアの大精霊？」

「そうそう、それそれ！」

　ティオネの質問に淀よどみなく答え、ティオナが嬉うれしそうに肯定する。

　世界でも有名なお伽噺ならば、もととなった英雄譚の概略も知っているが──彼の大英雄アルバートの名前くらいなら知識にあるが──造詣ぞうけいが深いベルに椿ツバキやナルヴィ達は思わず感心してしまう。よくもまぁ答えられるものだと、レフィーヤだけは敵愾心てきがいしんの表れで素直に認めなかったが。

　大抵、各種族の間で受け継がれる伝承や英雄譚の内容は異なるものが多い。それぞれの種族の英雄が持ち上げられ敬われる傾向があるからだ。ドワーフの英雄譚で登場する豪傑が、エルフの聖書では実はただの偏屈な小心者だった、怪物を打ち倒したのはアマゾネスの戦士ではなく獣人の盗賊だった、などと記述の相違の事例はざらにある。

　世界中で英雄譚の知識に偏りが見られ、精通する者が少ないのにはそういった背景もある。神々が認めるいわゆる『公式』たる原本オリジンを、読まず、認めず、種族の誇りと矜持きょうじのみを信じるのである。

　迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリアはというと、神々が認めている英雄譚の一つだ。

　その膨大な物語の量から何冊にも分けられ、更に時代の中で失われた号数ナンバーも存在するため、全冊読破した者は決して多くない。

「その『アリア』が自分の体を切って、誰かに『血』を分け与えた……なんて話、知ってる？」

「ん、んんっ～？」

　ティオナが緊張しながら問うと、ベルは初めて難しい声音を出した。

　頭に片手を添えながら、眉根を寄り合わせた表情を見せる。

「そういう逸話は、僕は読んだことないですけど……」

「じゃあ、『アリア』を庇かばって重傷を負ったヒューマンの話とかは？　後はその子孫がいるとか」

「い、いたんだとは思いますけど、迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリアに特別書かかれてたってことは……」

　ティオネの矢継ぎ早の質問にも、ベルはうろたえた声を出す。

　自分の記憶にはない内容と、不可解な問いかけに戸惑っているようだった。

　やはり手がかりは摑つかめないか……とレフィーヤ達が軽い落胆を覚えていると。

「あ、でも……」

　何かを思い出したように、少年は顔を上げた。

「子孫っていうわけではないですけど……英雄アルバートに、子供がいたっていう話なら」

「えー!?　なにそれ、あたし聞いたことなーい!!」

　ベルが口にした内容に、ティオナは驚きの声を上げた。

　己が知らない逸話に仰天の表情を浮かべる。

「アルゴノゥト君の読んでた本って、もしかして原典？　千年前に書かれた最初の原本オリジン？」


「ええっと、そんなんじゃなくて、その…………そ、祖父そふが描いてくれたもの、らしくて」



　途端、ティオナは瞬きを繰り返した。

　ティオネ達も、何だそれは、と呆れてしまう。

「……お祖父さん、絵本作家だったの？」

「あ、あははは……どうなんでしょう？」

　じっと見つめてくるティオナに、ベルは顔を引きつらせ、空々しく笑う。

　大方、子供を楽しませるためにその祖父とやらが趣味全開で脚色を加えたのだろう。これは当てにならない、とティオネ達は早々に匙さじを投げた。

「その子供はどうなっちゃうの？　アルバートの話は、最後に……」

「はい、あの最後の戦いに巻き込まれて……行方ゆくえ不明になるんだそうです」

　そんな中でティオナだけが最後まで真剣に話を聞いた。

　正座をする少年と向き合って、あぐらのまま、二人で地面に座りながら会話を続ける。

「ところで、アルバートの仲間パーティって女の人、誰がいたっけ？」

「えーと、アマゾネスの女帝イヴェルダと……ハイエルフの王女、セルディアが」

　子供がいたって言うけどさ、というティオナの確認にベルが答えると。

　その王族ハイエルフの名が挙がった瞬間──エルフ達が神速の勢いで反応した。

「──何を言っているんですか、貴方はぁ!?　セルディア様はエルフの間で語り継がれる穢けがれを知らない永遠の聖女!!　使命に駆られ里を出て、世界の危機を救った我々の誇りです!!　異種族の間に子をもうけたなどありえません!!」

「高貴な方々はセルディア様の妹リシェーナ様の血筋なんです！　あのリヴェリア様だってそうなんですよ!?」

　アリシアに次いでレフィーヤがまくし立てる。

　ティオナ達がぎょっとする中、顔を怒りで赤くしながら詰め寄ってくる二人に、ベルは盛大に肩を跳ねさせた。


「ただでさえセルディア様の遺児が高祖などという妄言を吹聴ふいちょうし、王族を名乗る愚か者達がいるというのにっ……！　その者達を擁護するというのですか!?」



「とってもとっても不敬罪ですッッ!!」

「ごごごごごごめんなさいぃいいいいいいいいいいいい!?」

「ちょ、アリシア、レフィーヤッ、落ち着いてぇー!?」

　エルフの里に必ず一冊はある聖書、ひいては崇敬する王族ハイエルフに関わる問題に、今度はレフィーヤもしっかり激怒した。かんかんに怒った麗うるわしのエルフの形相にベルは泣き叫び、ティオナ達が慌てて止めに入る。

　ぎゃーぎゃーわーわー、と野営地に設けられた天幕の一つが騒然となり、周囲の者達の首を傾げさせるのだった。




「参考にはなったけど……やっぱりアイズについて核心に迫れるものはないわね」

　その後。

　ベルを帰したティオネ達は天幕の中で再び輪になり、うーん、と考え込む。

『怪人クリーチャー』や『精霊の分身デミ・スピリット』に狙われるアイズの秘密。ティオナ達が唸る中、レフィーヤは憧憬しょうけいの少女が何も教えてくれないことに悲しみも覚えてしまった。

「──あまり詮索してやるな、お前達」

　不意に。

　布を片手でよけ、レフィーヤ達の天幕に入ってくる者がいた。

「リ、リヴェリア様!?」

「ど、どうしてここに？」

「あれだけ騒いでいれば誰でも気付く」

　他の者達ともどもレフィーヤとティオネがうろたえると、リヴェリアは翡翠ひすい色の長髪を揺らし嘆息する。あまりにもやかましいので彼女はフィン達の本営から赴いたのだ。

　片目を瞑ってそれぞれの者を見回すと、アリシア達は恐縮そうにした。

　椿ツバキだけは「いいであろう、このくらい」と肩を竦め相変わらず平然としていたが。

「……ねぇ、リヴェリア。アイズの秘密って、あたし達には教えられないことなの？　あたし達……家族ファミリアじゃないの？」

　立った姿勢のティオナが胸の内を吐露するように、眉を下げながら問いかける。

　リヴェリアは沈痛の色を表情に窺うかがわせながらも、彼女と視線を合せながら諭した。

「確かに私達は絆きずなで結ばれた【ファミリア】だ。しかし、今も打ち明けていない身の上の一つや二つ、お前達にもある筈だ」

「！」

「無理強じいされ、お前達は抱えているものを話すことができるか？」

　レフィーヤやアキ達は目を見張り、体を揺らすティオナとティオネは、リヴェリアの瞳から視線を逸そらした。

「……だが、お前達の気持ちもわかる」

　そこでリヴェリアは、両の瞼まぶたを閉じる。

「え……」

「こうなった今でも何も話すことができないのはアイズの弱さだ。そして気を遣うあまり、それを許してしまっている私達の責任でもある。あの59階層で一部始終を見たお前達に、何も話さないでいるのは……不誠実なのだろう」

　リヴェリアは目を開け、あらためてティオナ達の顔を見回す。

「本人がいないところで全てを語ることはできないが……」

　そう前置きをして、彼女は告白した。

「確かに、アイズには『精霊』の血が流れている」




「まだ、ティオナ達に話すことはできないかい？」

　リヴェリアが席を外した本営。

　広い幕屋の中では魔石灯の光が蠟燭ろうそくのように灯ともっていた。布の扉が閉め切られている中、正面にいるフィンの問いかけに、アイズは視線を落とす。

「……話したら、弱くなるんじゃないかって」

　おもむろに、少女の唇は呟いた。

「ティオナ達に全部話して、甘えたら……また、私は変わってしまうんじゃないかって……もう強くなれないんじゃないかって」

　それは決して強さではないよ、と囁ささやくフィンの言葉も今のアイズには届かない。

　悲願に縛られる少女に対し、フィンの隣にいるガレスが声を発した。

「アイズ、まだあるじゃろう。ここは儂わし等しかおらん、言ってしまえ」

　溜ため込むなというドワーフの言葉に、アイズはうつむく。

　時間をかけて、ぽつり、ぽつり、と呟き始めた。

「ティオナ達が……私のことを知って、どんな目で見るのか……それが、怖い」

　それが一番の理由であることを、彼女が幼い頃から見守っているフィン達は容易に察した。

　超然とした【剣姫けんき】ではない、いつまで経たっても道をさまよい続けている目の前の少女こそが本当のアイズ・ヴァレンシュタインなのだと、リヴェリアも彼等も、知っていた。

　本営の中に沈黙が降りる。

「……無駄な心配だと思うがのぅ」

　ややあって。

　好々爺こうこうやのように髭ひげをさすりながら、こっそりぼやくガレスに、側そばにいるフィンは苦笑した。




「アイズもあの赤髪の女が現れてから、ずっと動揺している。本来ならば、血にまつわることも含め話さずにいたかったものだろう」

　アイズに『精霊』の血が流れていることを肯定され、レフィーヤ達は息を呑んでいた。

　リヴェリアは一瞬、どこか眼差まなざしを遠ざけた後、言葉を続けた。

「このような成り行きで、自分の過去を語るのはアイズの本意ではない」

「……」

「いつかあの子から話す時が来るだろう……それまで、時間を与えてやってくれ」

　最後にエルフの王女は。

　母親のように、この場にいる者達に懇願した。

「そして、全て知った後も……これまで通りあの子と接してほしい」

　静寂が訪れたのは、僅かな間だった。

　リヴェリアの願いに──ティオナが「よっ」と言って前に歩み出て、破顔する。

「当たり前じゃん、リヴェリア！　あたし達は家族ファミリアだもん！」

　天真爛漫らんまんに笑い、あっさりと言った。

「アイズは、アイズだよ！」

　その言葉を皮切りに、他の者達も口を開く。

「まぁ、今更って感じよね」

「わ、私もアイズさんを避けるなんてっ、未来永劫えいごう絶対にありえません!!」

　ティオネやレフィーヤが続けざま発言する。レフィーヤに限ってはティオナに負けじと顔を真っ赤にして張り合っていた。苦笑するアキ達も、頷き合ってティオナ達の言葉に賛同する。

　そんな少女達の様子を椿ツバキが愉快そうに眺める中。

　リヴェリアはゆっくりと目を細め、微笑んだ。

「ありがとう」
















「えええっ!?　街リヴィラであの男とデ、デートッ──じゃなくてっ、観光の案内をするんですか!?」

　18階層の『朝』。

　昨夜に起きたヘスティア等ら救助隊の合流により野営地内の密度が一層増ます中、アイズから本日の予定を聞いたレフィーヤは、素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。

　朝食を済ませた後の時間帯である。

【ロキ・ファミリア】の出発に合わせて18階層を発たつつもりでいるベル達たちは、せっかくなので今日きょう一日を観光に費やすらしい。アイズはその道案内役で同行するとのことだ。更に暇を持てあましているティオナやティオネも付いていくらしい。

　目の前にいるアイズ達を前に、レフィーヤは衝撃を受ける。

「どうせなら、レフィーヤも行く？　一緒に行った方が楽しいし！」

「え、えっとっ、私はみなさんの看病があるのでしばらく離れるわけには……!!」

　アイズやティオナ達たち派閥幹部とは異なり、レフィーヤはまだ中位団員だ。雑用等とうは下位かい団員も含め彼女達が率先してこなさなければならない。

　昨日の内に十分な食料も調達し、時間にゆとりがある者も多くなってきているとはいえ、割り当てられた役割分担を勝手に放り出すわけにはいかなかった。

　今朝けさから三時間交替の負傷者看護を務めることになっているレフィーヤは、笑顔を浮かべるティオナに断りの言葉を絞り出す。

「ほら、無理言いうんじゃないわよ。レフィーヤが困ってるじゃない」

「い、いえっ、決して迷惑というわけでは……！」

　行きたい。

　むしろ付いていきたい。

　付いていって、アイズにずうずうしく街の観光など約束を取り付けたらしい不届き者の企たくらみを阻止もとい監視したい。あとアイズ達と戯たわむれたい。

　ティオナを注意するティオネに、レフィーヤは何度も口を開閉した。

「えっと……ごめんね、レフィーヤ？」

　そして、最後にアイズが申し訳なさそうに謝る。

　金髪金眼の少女は、恐らく仕事をレフィーヤ達に任せてしまうことを後ろめたく思っているのだろう。レフィーヤとしてはそれは構わないのだ、むしろ幹部達にまで仕事を手伝ってもらうとこちらが申し訳なくなってしまうのだ。他ほかの団員とは比べものにならないほど『深層』で戦い続け酷使した体を、気分転換なんなりして休めてほしいのだ。

　だから文句はない、文句はないのだが……ぐむむむっ、と。

　アイズ達の背後、笑顔を浮かべ集まっている女神一行と少年の姿を認め、レフィーヤは心の中で唸うなってしまう。

「お、お仕事が終わったらっ、絶対に駆け付けますから!!」

「……？　うん」

　その形のいい眉まゆを吊つり上げ、レフィーヤはアイズの手をぎゅっと握った。

　使命感を秘める後輩エルフに首を傾かしげるアイズは、何もわかっていない顔を浮かべる。無理しないでね、と最後に告げてベル達のもとに合流する。

　行ってくるねー、とティオナが手を振る中、『リヴィラの街』へ出かけるアイズ達をレフィーヤは他の団員と見送った。

「ラクタ、水みずは要りますか!?　治療師ヒーラーの方かた呼んできましょうか!?　それとも体を拭ふきましょうか!?」

「ぜ、ぜんぶ、いいから……ちょっと、静かにして、レフィーヤ……」

　早速『毒』に苦しむ団員達の看護を開始したレフィーヤは鬼気迫る表情で己おのれの仕事に精を出す。が、天幕の中で寝込む兎人ヒュームバニーの少女は顔色を悪くしながら、無駄にやかましいエルフの同僚に勘弁してと懇願した。

『早く仕事を終えてアイズさん達のもとに……！』というやる気と心の逸はやりの表れだったのだが、全く意味もなければ逆効果であった。空回りするレフィーヤのヤル気がぐったりした団員達を苦しめる。

「病人を苦しめてどうする！」とリヴェリアのお叱りを受けるまで、レフィーヤの暴走は続くのだった。

「うぅ、最近怒おこられてばっかりです……」

　レフィーヤはさめざめと泣きながら、汲くんできた小川の水で手拭てぬぐいをゆすぐ。

　男性団員から借りた兜かぶとの中に溜ためた清水せいすいで一通り冷やした後、水を切って、仰向あおむけに転がる仲間の額に置いた。

　己の失敗を猛省しつつ……それもこれもあの少年ヒューマンのせいだっ、とレフィーヤは涙が溜まる眦まなじりを吊り上げてしまう。

（さ、逆恨みだってことは、わかってますけど……！）

　けれど気になってしょうがないのだ。

　アイズが世話を焼こうとするあの白髪の少年が。

　いくら鈍感な者だってわかる。アイズがベルに関心を示していることは。

　その原因が単なる親近感なのか、あるいは目を見張るほどの『急成長』にあるのかレフィーヤにはわからない。ただ確かなのは、ひたすら強さを求め続けていたあの【剣姫けんき】が、兎うさぎを追いかける少女よろしく彼に興味を抱き、どこか変わりつつあることだ。

　アイズをずっと慕ってきたレフィーヤからすれば、やっぱり、それは面白おもしろくない。

　近くにいれば意識を割いて対抗意識を持ち出してしまうくらいには。

　勝手に宿敵ライバルに見立て、特訓に励んだあの時のように。

（こんなことで競い合うとか、そういうんじゃないですけどっ……いえっそもそも他派閥の人間なんですからもっと遠慮するとか慎み深い行動を自覚して……！）

　結局思考しこうが堂々巡りして少年への不満を募らせてしまうレフィーヤは、唇を尖とがらせながら手を動かしていった。

　とにもかくにも今は仕事だ。今頃いまごろベルや女神達と何をしているかわからないアイズ達のもとに駆け付けるためにも、与えられた役目を全まっとうすべきだ。

　負傷者の看護をして、汗をかいた女性団員の裸体を拭き、時には水を汲むため小川と野営地を往復しながら、レフィーヤはせっせと働いた。

「レフィーヤ、交替です。あとは私達が」

「あ、はい！」

　集中してしまえば時が流れるのも早いもので、エルフのアリシアに声をかけられ、他の団員と一緒にその場を譲る。

　アリシア達と入れ替わり天幕を出たレフィーヤは、これで心置きなくアイズ達のもとに向かえると心を浮き立たせた。

　そしてすぐ、街リヴィラがある階層西部の湖畔につま先を向けたが、

「レフィーヤ、客だ」

「えっ？」

　野営地を突っ切って進んでいたところで、呼び止められた。

　ラウル達と同じように59階層の進攻アタックで行動をともにした犬人シアンスロープ、クルス・バッセルだ。普段は口数が少ない彼は、レフィーヤに対し野営地南方に指を向ける。

「エルフの女だ。お前を訪ねに来たらしい」

　他派閥の者なので野営地前で止めている、と言う彼にきょとんとしながら、礼を言って一旦いったんそちらへ向かった。

　同族エルフの客……一体誰だれが？

　首を傾げながら小走りしていると、クルスの言う通りキャンプの外でたたずんでいたのは、純白の戦闘衣バトル・クロスで身を包んだ黒髪のエルフだった。

　その赤緋せきひの瞳ひとみと視線を交わしたレフィーヤは、紺碧こんぺきの双眸そうぼうを見張ってしまう。

「フィルヴィスさん！」

　笑みを浮かべながら同族の少女のもとへ駆け寄る。

　フィルヴィス・シャリア。

【ディオニュソス・ファミリア】に所属する第二級冒険者だ。派閥の団長も務めている彼女とは、24階層食料庫パントリーの事件から面識があり、以降も交流を続けている。

「本当に、無事だったか……久しぶりだな」

　レフィーヤと同じように、フィルヴィスもまた小振りな唇を綻ほころばせる。その五体満足な姿に安堵あんどしているようだった。

　足を止めたレフィーヤは、自身より少し身長が高い彼女と向き合う。

「どうして、ここに？」

「地上へ仕入れに戻ってきた街リヴィラの住人が、噂うわさをしていたんだ。【ロキ・ファミリア】が『遠征』から帰ってきたと」

　今は森でキャンプをしていると聞いた、とフィルヴィスはこの18階層に足を運んだ理由を説明する。どうやら、オラリオでは【ロキ・ファミリア】帰還の一報は取り沙汰されつつあるらしい。

「お前のことが気になって、ディオニュソス様から暇をもらってきた」

　そう言って、フィルヴィスはレフィーヤの顔をじっと見つめた。

「少し……瘦やせたな」

「ええっ!?　わ、私、そんな太ってました!?」

「そういうことを言ってるんじゃない」

　遠征前からしばらく甘いものは控えていた筈はずなのに！　と衝撃を受けるレフィーヤに、フィルヴィスは苦笑を投げる。

　物資の関係による食事制限はもとより、地下迷宮ダンジョンという過酷な環境に長期間滞在するとなれば文字通り心身は削られていく。不必要の一切いっさいを削そぎ落された今のレフィーヤは、例えるなら研ぎ澄まされた冒険者の剣つるぎか、あるいは妖精の森の奥に突き立つ聖木の杖つえのようだった。

「以前より凛々りりしく……いや違うな、見違えた」

『遠征』を経て、一回りも二回りも成長したことを示唆するフィルヴィスは、驚くレフィーヤに目を細める。

「レフィーヤ……生きて帰ってきてくれて、良かった。また会えて、嬉うれしい」

　彼女の優しげな眼差まなざしに、レフィーヤは思わず頰ほおを染めてしまった。

　そしてフィルヴィスは──自分の口からひとりでに落ちた言葉にはっとし、そっぽを向く。

　わざとらしく咳せき込んで、「とにかく、勇健なようで何よりだ」と今更繕つくろうものの、その雪のように白過ぎる肌に頰の赤みはよく映えてしまっていた。

　レフィーヤは、相好そうごうを崩す。

　彼女の気持ちが嬉しかった。こうしてまた言葉を交わすことができて、胸が温かくなった。

　笑みを交わし合うエルフの少女達は、半月振りとなる再会を喜んだ。

「えーと、私達がダンジョンにいた間、地上では何かありましたか？　その、闇派閥イヴィルスの残党とか……」

「いや……目立った動きはなかった。それよりもヘルメス派が余計な介入をしてきた方が問題だ。すぐにお前達にも伝わると思うが……」

　言葉を濁すフィルヴィスはしかめっ面を隠しもしなかった。

　意外そうにレフィーヤが眺めていると、同族の少女は質問を返す。

「……『遠征』はどうだった？」

「犠牲者は出ませんでした。やっぱり大変でしたけど……色々、わかったこともあります」

　遠征を敢行した価値と戦果は十二分にあった、と話すレフィーヤは姿勢を正し、フィルヴィスと視線を絡からめながら、万感の想おもいをこめて告げた。

「──ありがとうございます、フィルヴィスさん。貴女あなたからもらった『魔法』が、アイズさんを、皆さんを守ってくれました」

　59階層で繰り広げられた最終決戦。

　その中で『穢けがれた精霊』の砲撃を防いだレフィーヤの召喚魔法サモン・バースト──フィルヴィスから託された障壁魔法【ディオ・グレイル】。

　純白の聖なる輝きが、レフィーヤ達パーティの絶体絶命の危機を救ったのだ。

　貴女フィルヴィスの『魔法』のおかげで、アイズ達も、自分も今ここに立っていられると、レフィーヤは瞳を潤ませながら感謝の念を伝えた。

　そんなレフィーヤに、フィルヴィスは動きを止め、目を大きく見開く。

「……そう、か。私の『魔法』が、お前達を救ったのか……」

　ややあって、自分の右手を見下ろす。

　その赤緋せきひの瞳は揺れ動いていた。まるで様々な感情に翻弄ほんろうされるように。

　はっとするレフィーヤは、その姿が、己の仲間──『27階層の悪夢』で失った【ファミリア】の先達──を救えなかったフィルヴィスの嘆きと自責のように感じられた。

『魔法』をもってしても彼女の指の隙間すきまからこぼれ落ちていった仲間の命。

　その『魔法』は、今度はレフィーヤの大切な者達を守ることができた。

　レフィーヤの推測が当たっているとしたら、今のフィルヴィスの心境はいかほどだろうか。

　とてもではないが、その胸中を推し量ることなどできない。

　口を噤つぐむフィルヴィスに、レフィーヤは声をかけられず、見守ることしかできなかった。

「──レフィーヤ」

　と、そこへ。

　レフィーヤの背後から、声がかかった。

「リ、リヴェリア様？　どうして？」

「エルフがお前を訪ねにきたと、今クルス達から聞いた」

　翡翠ひすいの長髪を揺らして現れたのはリヴェリアだった。

　野営地の奥からやって来た彼女は、呆然ぼうぜんとするレフィーヤとフィルヴィスの前で立ち止まる。

「もしや、と思ってな……この娘むすめが、お前が言っていた『魔法』を授さずけたという同胞か？」

「は、はいっ、そうです。【ディオニュソス・ファミリア】の、フィルヴィス・シャリアさんです」

　レフィーヤは、『障壁魔法』を与えたフィルヴィスのことをリヴェリアに報告していた。

　彼女の肯定に、そうかと頷うなずくリヴェリアは、黒髪のエルフに流し目を送る。

　対して、フィルヴィスは一族の王女の登場に驚愕きょうがくしていた。

「お前のおかげで重大な局面を乗り切ることができた。フィルヴィス・シャリア、エルフの同胞よ、私からも礼を言わせてほしい」

　ありがとう、と。

　あらゆるエルフより抜きん出たその美貌に微笑ほほえみを浮かべるリヴェリアは、静かに感謝を言い渡す。

　立ちつくしていたフィルヴィスは、体を強張こわばらせた。

「リヴェリア、様……」

　掠かすれた声で呟つぶやいたエルフの少女は──感激に打ち震えるでも、畏おそれ多いと己を卑下するわけでもなく。

　すぐに後退し、リヴェリアから距離を取った。

「お会いできて、光栄です……」

　そう告げて目を伏せたかと思うと、

「……失礼します」

　次には、踵きびすを返してしまった。

「フィ、フィルヴィスさんっ？」

　慌あわてるレフィーヤの声にも反応せず、背を向けたフィルヴィスはその場から辞する。

　己の前から去っていく同胞の少女に、リヴェリアも怪訝けげんそうな面持ちを浮かべた。

　明らかに様子がおかしいフィルヴィスにレフィーヤはうろたえ、咄嗟とっさにリヴェリアと視線を交わす。

「私に構うな。行ってやれ」

「は、はいっ！」

　すいません！　と叫んでレフィーヤは駆け出した。

　フィルヴィスの後を追う。

　速い歩みで野営地を離れ森から出ようとする物言わぬ背中。巫女みこを連想させる濡ぬれ羽色の長髪が、一刻も早くと急せき立てるように遠ざかろうとしている。

「待ってください、フィルヴィスさんっ！　どうかしたんですか？」

　木々の間を走るレフィーヤは、フィルヴィスにすぐに追い付いた。

　歩みを止めない彼女の背後で声を飛ばすと、間を置いて、硬い声音が返ってくる。

「……リヴェリア様は、王族ハイエルフだ」

「それが、どうしたんですか？　気にする必要はありません」

　リヴェリア・リヨス・アールヴの名と素性は都市最強魔導士の称号とともに、オラリオは勿論のこと世界中に轟とどろいている。エルフであるならば誰もが知るところであり、同族意識が高い彼等ら彼女等らにとって畏敬と尊崇の的だ。

　他の同胞と同じようにリヴェリアを敬っているフィルヴィスに、レフィーヤは合点のいかない顔を浮かべる。

「リヴェリア様は下々の私達にも分け隔てなく接してくれます。逆に、畏かしこまられた方が嫌がるお方で──」

　畏れ多いと遠慮する必要はないと、レフィーヤがそう説得しようとすると。

「私は汚よごれている」

「!!」

　フィルヴィスは、呪詛じゅその言葉を吐いた。

「私のような存在が側そばにいてはいけない。今の私がどうしてあの方と口を利きくことができる？　生き恥を晒さらしているこんな私が……駄目だ、耐えられない、あの方を汚けがしてしまう」

　レフィーヤの声を遮さえぎって己自身を忌避きひする。

　視線の先では、その美しい横顔は苦渋に歪ゆがんでいた。

「あの方だけは、汚けがしてはいけない」

　咎とがの汚泥おでいに塗まみれたエルフの心が突き動かすかのように。

　フィルヴィスは言葉を吐き捨て、決して止まろうとせず頑かたくなに歩みを連ねた。

　レフィーヤは瞠目どうもくする。

　美醜の少女。仲間を見殺しにし、一人生き残ってしまったフィルヴィスは未いまだ罪の意識に苛さいなまれている。誇り高い同族エルフであるからこそ、もしかしたらそれは一生払拭ふっしょくできないものかもしれない。

　フィルヴィスは王族リヴェリアを汚けがしてしまうことを何より恐れていた。

　嫌忌の念に束縛されているその後ろ姿に、後を追い続けるレフィーヤは──ぐっ、と。

　いつぞやのように眦まなじりを吊り上げ、いつぞやのように腕を伸ばし、いつぞやのように少女の手首を摑つかんだ。

「フィルヴィスさん！」

「！」

　フィルヴィスの歩みが止まる。

　驚いて振り向く彼女に、いや彼女を苛む罪の意識に、レフィーヤの叫びが平手を見舞う。

「本当に汚よごれている人は、私に『魔法』を教えてくれません！」

「っ……」

「フィルヴィスさんのおかげで、私も、リヴェリア様も助かったんです！」

　言い募るレフィーヤに、フィルヴィスは一瞬いっしゅん呆然とした後、たじろいだようだった。

　己の手首を摑んでいる右手を振り払おうとするものの、レフィーヤは決して離さない。

　うろたえる彼女の細腕には、ちっとも力が入っていなかった。

「レフィーヤッ、勘違いするな！　あれは……！」

「勘違い、してないです！　勘違いなんかじゃありません！」

「お前のその無駄な自信はいつもどこから来るんだ!!　根拠なんてないだろう！」

「根拠ならあります！　主神ロキが言ってました、フィルヴィスさんのこと、『つんでれ』って言うんです!!」

「何を言っている!?」

　私知しっています！　とばかりに最も当てにしてはいけない神々の戯言ざれごとを持ち出してくるレフィーヤに、フィルヴィスは即座に怒鳴った。

　どこが根拠だ！　と真まっ赤かになって憤慨する。

「そ、それにっ……わ、私の側にいるのは良くて、リヴェリア様は駄目なんですかっ？　じゃあフィルヴィスさんにとって、私はどーでもいい存在なんですねっ！」

「そっ、そんなことは言っていない！」

　埒らちが明かないと顔を背けようとしていたフィルヴィスは、その言葉を聞いて、弾はじかれたように振り返った。

　若干恥はじらっていじけるレフィーヤと、見つめ合う。

　紺碧の瞳と視線を絡めるフィルヴィスは、赤面したまま、ばつが悪そうに顔をうつむけた。

「か、帰るっ」

「嫌ですっ」

「いい加減にしろ！」

「お断りします！」

「離せ!?」

「離しません!!」

　はぁ、はぁ、と二つの乱れた息づかいが木々の間に響いていく。

　周囲を包み込む静謐せいひつな森は少女達を見守っていた。

　しばらくして、フィルヴィスはどこか諦あきらめたように頭かぶりを振り、その唇を開く。

「お前は、【ファミリア】の中でも、そんなに強引ごういんなのか……？」

　そのフィルヴィスの問いに、きょとんとした後。

　今度はレフィーヤが、ばつが悪そうに視線を泳がせる番だった。

「え、えっと……アイズさん達にそんな真似まねできないというか、その……フィ、フィルヴィスさんだけ？」

「どうして私だけなんだ!!」

　とうとう真上を仰いで絶叫を打ち上げるフィルヴィス。

　気まずくなりそっと視線を反らすレフィーヤだったが、それでも手は握ったままだった。

　くそっ、と思わず呻うめいたフィルヴィスは……か細い声を足もとに落とす。

「お前に会ってから……私は、どんどんおかしくなっている」

　すっかり赤くなりながら、迷子のように呟いたフィルヴィスに。

　レフィーヤは動きを止め、そして頰を紅潮させ、破顔してしまった。

　美醜の少女が自分のことを許せる日は、もしかしたら来ないかもしれない。

　何も知らない自分の手では、彼女の罪の意識を取り除くことはできないかもしれない。

　だがそんな彼女が、確かに変わりつつあることが、堪たまらなく嬉しく、誇らしかった。

「……何を笑っているんだ」

「えへへっ」

　じろっと非難がましく睨にらまれてしまうものの、笑顔を引っ込めることができない。

　笑みに喜びを滲にじませるレフィーヤに、フィルヴィスは目を瞑つむりながらそっぽを向く。その長い耳をほんのりと染めながら。

　手を繫つなぐ少女達の間に、穏やかな木漏もれ日がそそがれた。




　その後。

　フィルヴィスと戯れることにすっかり夢中になっていたレフィーヤは。

　街リヴィラに行くのも忘れ、気が付けば、アイズ達は野営地に帰ってきていたのだった。


「あぁ───!?」
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「ねぇねぇ、みんなで水浴びしに行こう！」

　始まりは、ティオナのその言葉だった。

「またぁ？　あんた何回行けば気が済むのよ？」

「いいじゃ～ん、暇なんだしさ～。ここの清水みずすごい気持ちいいし～」

『昼』を迎えた野営地。

　街リヴィラへ観光に行っていたアイズ達とベル一行が帰ってきた直後である。

　女性陣が集まっているところで、ティオナが笑顔を浮かべて切り出した。

　18階層が好きだと公言している通り、アマゾネスの少女はこの『迷宮の楽園アンダーリゾート』の水浴びを好んでいた。迷宮探索時に限った話ではなく、ホームにいる時も思い立ったように立ち上がり「ちょっと水浴びしてくるー」と公共浴場でも利用するかのような気軽さで、『中層』まで赴くほどだ。第三級以下の冒険者が聞けば激しい頭痛に襲われるであろう話である。

「そもそも、神ヘスティアの胸なんか見たら、あんた発狂するんじゃないの？」

「し、しないしっ!?　す、するわけないじゃん!?」

　胡乱うろんなティオネと動じるティオナが言い合う中、【ロキ・ファミリア】の面々だけでなく自分達にも向けられた提案に、ヘスティア達は顔を見合わせた。

「どうしますか、ヘスティア様？」

「う～ん……流石さすがに、体を洗いたい衝動はあるなぁ。命ミコト君達はどうだい？　水浴び、付き合ってみるかい？」

「できるなら自分も……千草ちぐさ殿は？」

「わ、私も……は、はい」

　小人族パルゥムの少女に女神は素直に答え、他の者達にも意見を尋ねる。

　救助隊として同行した極東出身の冒険者──【タケミカヅチ・ファミリア】の二人の少女は、遠慮がちに、しかしはっきりと頷いた。

「……ヘルメス様」

「あー、いいよーぉ。護衛は一休みだ、好きにしてくれ」

「では私も」

　純白のマントを翻ひるがえしアスフィが振り向くと、彼女の主神ヘルメスの間延びした声が返ってくる。

　護衛の任を一時解かれた彼女もまた、水浴び一行に加わることとなった。

「アイズも行こう！」

「うん……」

「リーネ達も誘って、見張りを交代ごうたいね」

　ティオナとティオネの呼びかけで、参加人数の規模も膨らんでいく。

　背中に抱き着かれるアイズを始め、休息中の女性団員に一通り声がかけられた。

「レフィーヤも、行く？」

「……」

「レフィーヤ？」


「…………」



　アイズに声をかけられるレフィーヤは、無反応だった。その場で木のように立ちつくし、ぽけーっとしている。

　フィルヴィスとの再会にはしゃぎ切っていて、街リヴィラの観光に参入できなかった彼女は茫然自失としていた。本来の目的を忘却の彼方に吹き飛ばしていたまさかの不覚である。

　ちなみに、調子づいたレフィーヤにやり込められたフィルヴィスは機嫌を損ね、とっくに帰ってしまった。耳の先端を赤らめたまま。

　生ける彫像と化しているエルフの少女に、アイズは困り果ててしまう。

「何ぼけっとしてんの、レフィーヤ！　一緒に行こう！」

「はっ!?」

　横からティオナに飛び付かれ、レフィーヤの意識が戻ってくる。

　アイズの目の前で何が起きたのかと顔を左右に振った。

「えっ、水浴び、ですか？　あ、行きます行きます、付いていきます。今度こそお供させてくださいあのヒューマンには負けません」

「う、うん……？」

　未だ覚醒かくせいし切っていないレフィーヤ。

　ティオナに抱き着かれながら要領を得ない言葉を並べる彼女に、アイズはうろたえた。

「それじゃあ、行こう！」

　ティオナが呼びかけ、一行は出発した。

　集まったのはヘスティア達も含め二十人ほど。下位団員の姿が目立っており、どこかほっつき歩いている椿ツバキはいない。意気揚々と歩いていくティオナを先頭に、迷宮に入ってから汗を洗い流していないヘスティア達もどこか期待を膨らませていた。

　集団となって歩くことしばらく。

　視界が開け、大きな滝下に辿たどり着いた。

「じゃーん、ここ！」

『おおー』

　得意気なティオナが腕を広げ、ヘスティア達から感嘆の声が漏れる。

　一〇Ｍメドルほどの高さから落下する蒼あおい清流。細かい水みず飛沫しぶきが水面から舞っては漂い、冷たく涼しい。周囲は淡く輝く水晶と木々に囲まれており、枝葉を広げる森の円蓋ドームが頭上を塞ふさいでいる。

　二日前にアイズ達が使用した滝下の泉だ。

「この森にはいくつも泉がありますが……また良い場所を見つけ出しましたね」

「ティオナが、探してきたんです……」

　野営地からは離れるものの、暇さえあればこの泉で水浴びをするのは【ロキ・ファミリア】にとって恒例となっている。

　18階層に何度も訪れているアスフィまで広く美しい景色に感心する中、ティオナが散策した賜物たまものだと、アイズは小さく微笑んだ。

「じゃあ、順番だけど……神ヘスティア達は先に入ってもらうとして……」

「ティオネさん達から、どうぞ！　私達は後でいいんで！」

「見張りはやっておきます！」

「そう？　じゃあ先に入らせてもらうわね」

　興奮している女神達を他所よそにティオネが自派閥の面々を見回すと、下位団員の少女達は派閥幹部に場を譲った。警護は任せてくださいと言う亜人デミ・ヒューマンの後輩達にティオネは笑みを返す。

　安全階層セーフティポイントといえど、この森には食料目当てで他階層から移動してきたモンスターが棲息せいそくしている。18階層に限った話ではないが、無防備となる水浴びを見張りなしで行う道理はない。

　ましてや、この森には男性団員も多くいるのだ。

「じゃあ、先に入るね、レフィーヤ」

「どうぞ、アイズさん！」

　レフィーヤもまた見張りに回った。

　アイズとティオナ、ティオネ、後はヘスティアやアスフィを含めた救助隊の少女達、合計八名が先に水浴びすることになる。

　この頃ころになると、ティオナ達と小人族パルゥムの少女達は遠慮することなく会話するようになっていた。会話に花を咲かせながら、それぞれが自分の衣服に手をかけて脱衣していく。

　凛然とした極東の少女──冒険者の間でも噂の新人ルーキーと名が上がっている【タケミカヅチ・ファミリア】のヤマト・命ミコト──を筆頭に、【ロキ・ファミリア】の面子めんつに負けず劣らずの美少女達がしなやかな肢体と胸の双丘を晒していった。

「──ふんっっ！　ボクの圧勝だな！」

　豪快に服を脱ぎ捨てたヘスティアが、アイズに対し何故なぜか勝ち誇る場面があったが。

　まろび出る圧倒的な巨峰にわけもわからずうろたえるアイズ。だが彼女以上に、既に全裸となったティオナは「うぐっっ!?」と己の薄い胸を押さえ精神的損傷ダメージを負った。「ほら見なさい」とティオネがどうでもよさそうに告げる。

　ともあれ、服を脱いだアイズ達は水浴びを始めた。

「ひゃっほー！」

「だからっ、いきなり飛び込むな馬鹿ばかティオナ!?」

「うひゃ～、これは堪らないな～！」

「水が綺麗きれいです……自分達の極東こきょうの川も、ここまでは澄んでいなかった」

「うん、気持ちいい……」

「こうして見ると、アスフィ様は何だか気品がありますね。普段はあまり気になりませんが」

「それは、いつも私が疲れていると言いたいのですか、リリルカ・アーデ……？」

「えっと、その……アスフィ、さんは……いつも頑張っているから」

　水面に飛び込む者、水を被かぶって感激する者、銘々の弾んだ声が泉のあちこちから上がる。

　興奮するヘスティア達に釣られて、泉に入り慣れているアイズ達の顔にも笑みが咲いた。水を飛ばすティオナを皮切りに、少女達の間で水のかけ合いが始まる。森の泉で戯れる水の精霊のように黄色い声が絶えない。

　うなじに張り付く髪や、素肌を伝う水の滴は艶なまめかしさとはほど遠く、ただただ瑞々みずみずしかった。

（アイズさんは勿論ですけど……みなさん、本当に綺麗だなぁ）

　見張りがてら、泉の外からアイズ達を一瞥いちべつするレフィーヤは思わず溜息ためいきをついてしまう。晒し出されている裸体がとても眩まぶしい。周囲の下位団員の反応も似たり寄ったりだ。

　ここにあの主神ロキがいなくて良かった、とレフィーヤは心底しんそこ思う。

　女好きの彼女からして見ればこの光景は垂涎すいぜんものだろう。

　それほど少女達は同性のレフィーヤから見ても魅力的だった。

（まぁ、男性の方もそうなんでしょうけど……）

　レフィーヤでさえ見とれてしまうのだ、異性の場合も推して知るべしだろう。

　見張りの対象はあくまでモンスターだが……もし覗のぞきを働こうとする不届き者がいれば天誅てんちゅうを下さなくてはならない。今も装備しているレフィーヤの杖が火を噴くことになる。

　と言っても、【ロキ・ファミリア】の男性陣には野営地に残っているアキ達が目を光らせている。あの眼光を浴びれば肝が冷え切って邪よこしまな真似をする気も起きないだろう。ましてや泉を隙間なく包囲している下位団員達の陣形には穴がない。もし不審な影が近付いてくれば、すぐに察知できる。

　金の髪を耳にすくい上げながら笑みを浮かべる裸身のアイズに恍惚こうこつもとい頰を緩ませつつ、レフィーヤは四方の哨戒しょうかいに全力をつくしていた。

　そう、流石にこの厳重な警戒網の中で白昼堂々と覗きをする輩やからなんて──。





「────いいいいいいいいいいいいいいいっ!?」






　──イタ。
















　絶叫を上げ、突如とつじょ上方より急落下する謎なぞの物体。

　アイズ達が水浴びを楽しむ泉のド真ん中に、着水した。


「──ぇ？」



　ドボンッ!!　と上がる盛大な水飛沫。

　おわあっ!?　と驚愕するヘスティア達の悲鳴。

　折り重なる喧騒けんそうに、他の見張り同様、硬直したレフィーヤの唇から掠れ声が落ちる。

　まさかの頭上、葉々が濃い森の円蓋ドームの中にひそんでいた不届き者。

　盗み見なんて漢おとこらしくないとばかりに──乙女おとめ達の沐浴もくよくを急襲してきた!!

　時間を凍結させたのも一瞬、レフィーヤはバッと身を乗り出す。

　血相を変える彼女の視界に飛び込んでくるのは、転ぶように浅瀬へ向かい、四つん這ばいとなる──白髪の少年だった。

「アルゴノゥト君？　なになにっ、君も水浴びしに来たの？」

「大人しそうな顔をして……やるわねぇ、あんたも」

　全く恥じらいなく、何も隠さず少年の前に立つ、ティオナとティオネの暢気のんきそうな声。

「な、なななななっ……!?」


「え、えぇぇぇぇっ……!?」



　真っ赤になって呻き声を上げ、勢いよく水に浸かる極東の少女達。

「まさか……ヘルメス様？」

　凄すさまじい眼差しで頭上を睨むアスフィ、ぎくりと揺らめく頭上の円蓋ドーム。

「ベル君、君きみってやつは……！」

「な、何をなさっているんですかベル様ぁ!?」

　水面に胸を浮かばせる女神と甲高かんだかい悲鳴を上げる小人族パルゥムの少女。

　そして──。

「……ぁ」

　泉の奥、流れ落ちる滝を背にしながら、少年と目を合せるアイズ。

　頰を紅色に染め、恥じらうように両腕で体を抱き、胸を隠す。

　濡れた金の長髪に、玉の肌、そしてほっそりとした首筋からくびれた腰まですぅと伝っていく一筋の水滴。

　白髪の少年──ベルの顔が燃え上がるのではないかと思えるほど大赤面する。

　レフィーヤの顔も、紅一色に染まり切った。

　アイズの裸を。

　金髪金眼の少女の裸身を。

　自分が崇拝する神にも勝るとも劣らない美しい憧憬しょうけいの剣士の生まれたままの姿を、ばっちりとしっかりと鮮明に目撃された。

　──アリエナイ。

　ベルとレフィーヤ。

　前者は羞恥で、後者は憤激で。

　二人同時に、音を立てて、頭を爆発させた。

「あ──あなたはぁああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

「ご──ごめんなさぁああああああああああああああああああああああああああああいっ!?」

　叫び声を上げるのもまた、同時だった。

　地を蹴けり豪速で飛びかかるレフィーヤ。

　泉から決河けっかの勢いで飛び出すベル。

　はっとした下位団員の少女達もレフィーヤのすぐ後に続き、全方位から襲いかかる。

　だが、少年の方が速かった。

　宙を貫きながら手を伸ばすレフィーヤの指先から、僅差でベルの背中が逃れ、迫りくる少女達の輪の外へと抜け出す。

　滝下の泉から一目散に逃げ出した。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　アイズ達が啞然あぜんと棒立ちとなる中、声にならない叫喚を上げ激怒するレフィーヤは後を追った。

　真っ赤になって逃走するベルを真っ赤になって追走する。

　しかし追い付けない。速過ぎる。頭のおかくしくなった兎のごとく凄まじき速度は彼我ひがのＬｖ．差を覆くつがえすほどだった。

　限界突破した羞恥が引き起こす限界解除リミット・オフ。そんな馬鹿な。

　脇目も振らず激走するベルに、レフィーヤは見る見る内に引き離されていく。

「──【解き放つ一条いちじょうの光聖木せいぼくの弓幹ゆがら汝なんじ弓ゆみの名手なり狙撃そげきせよ妖精の射手しゃしゅ穿うがて必中の矢】!!」

「駄目っ、レフィーヤ流石にそれはだめー!?」

「死ぬ、死んじゃうから!?」

「あの子こ蒸発するから!?」

　疾走を続けながら生涯最高速度で『並行詠唱』をかますレフィーヤに、何とか追い付いた見張りの他団員達が次々に飛び付く。

　怒りに燃える上級魔導士の推定威力Ｌｖ．５並みの砲撃。しかも追尾属性ホーミング。絶殺である。

　Ｌｖ．２の白兎など消滅すると、亜人デミ・ヒューマンの少女達は慌てふためいて制止した。

　腰や肩、背中に抱き着かれたレフィーヤの視線の先で、少年が森の奥へ完璧かんぺきに姿を消す。


「うあうあうあぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」



　レフィーヤ怒りの大だい咆哮ほうこうが、森全土へ轟き渡った。
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『白髪しらが野郎がアイズさんの水浴びを覗きやがっただとおおおおおおおおおおおおおおお!?』

『あ・の・クソガキィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!』

　ベル・クラネル覗きの一件は、瞬またたく間に野営地に知れ渡った。

　知らせを聞いた【ロキ・ファミリア】の団員達は男女問わず武器を取り、双眼から血のごとき真っ赤な眼光を迸ほとばしらせる。まさしく怪物モンスターより化物モンスターのようであった。『毒』で寝込んでいる筈の団員達も憤怒ふんぬの感情を喚起され、生ける屍しかばねのごとく起き上がろうとする始末である。

　そこかしこで冒険者達の鯨波げいはが巻き起こっていた。

「何だこれは……何が起こっているのだ」

「私が聞きたいくらいだ……」

　狩りに出かけ帰ってきた椿ツバキでさえ目の前の光景にうろたえ、瞑目めいもくするリヴェリアも頭を痛めるように額へ手を置く。

　階層の時間帯は『夜』に切り替わったばかり。

　水晶の光が消え闇やみの帳とばりが落ちる中、野営地は今もなお殺気立っている。揺らめく魔石灯の光を浴びる団員達の凄烈な形相はヘスティア達たち客人を大いに怯おびえさせていた。後から事情を聞いた鍛冶師スミスの青年と極東出身の巨漢冒険者は「ベルのやつ、やりやがった……」「漢おとこだな……」と小声で話し声を交わしている。

「ヘルメス、何てことをしてくれたんだ！　ベル君を唆そそのかすんじゃない!!」

「お、落ち着いてくれよ、ヘスティア？　オレは神としてベル君を正しい道に導こうと……」

　他方、野営地の片隅で縛られているのは男神ヘルメスだ。

　ベルとともに森の円蓋ドームに潜伏していた彼をアスフィが見抜き、逃げる暇も許さず引っ捕えたのである。そして鬼オウガと化した【万能者ペルセウス】による事情聴取の結果、今回の覗き騒動が不健全な神の企てであることが判明した。引き止めようとした少年は巻き添えを食らった挙句、泉に落下したのである。

「ベル君も本望だと思うぜ？」と悪びれた様子もなく笑みを浮かべる優男やさおとこの神に対し、女神の漆黒の髪ツインテールがうねり、ぺしんっ！　と頭を叩はたく。「まったく、何かおかしいと思ったら……！」と意志薄弱な眷族けんぞくによる大胆な犯行が腑ふに落ちなかったヘスティアは、ぷりぷりと憤いきどおった。

「最後に……何か申し開きはあるかい、ヘルメス？」

「──覗きは男の浪漫なんだ、ヘスティア！」

「もういいです死んでください」

「ぐぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　派閥ファミリアの恥とばかりにアスフィがヘルメスに制裁を加える。

　顔を怒りと羞恥で真っ赤に染めながら執行される体罰の数々に、ヘスティアともども【ロキ・ファミリア】の団員達は震え上がった。

「結局、いつもの神のお騒がせ、ってやつね」

「なーんだ、アルゴノゥト君、遊びに来たんじゃなかったんだ～」

「でも……どこに行ったんだろう？」

　ティオネ、ティオナとともにしばき倒されるヘルメスを眺めていたアイズは、野営地周辺を見回す。

　特攻犯もといベル・クラネルは今も大森林を逃走中、というより行方ゆくえ不明だ。

　この野営地に、未だ帰ってきていない。

　階層から地下の青空が失われ、アイズが心配していると……17階層連絡路の方角から、姿を現す影があった。

「うるせえな……何の騒ぎだっての」

「あ、ベート!?」

　我を忘れる団員達の狂騒、そしてヘルメスの凄惨な悲鳴に顔をしかめるのは、狼人ウェアウルフのベートである。その右肩に担いでいるのは、大量の試験管が入ったバックパックだ。

　専用の解毒薬を都市中からかき集め、18階層に舞い戻ってきたのだ。

「もうおっそ～い!?　みんなくたびれてるじゃん！」

「だったらてめえが行ってこい、馬鹿アマゾネス」

「団長、ベートが帰ってきました！」

「えっと、お帰りなさい……」

　それまでの野営地の喧騒は、途端に治療のための慌ただしさに塗り潰つぶされた。

　特殊な容器ボトルに詰まった特効薬を各団員が受け取り、天幕の中で寝込んでいる者達に与える。お世辞にもいい香りとは言えない紫紺の溶液を口にすると、苦しげに呻いていた負傷者達の呼吸が瞬く間に安定していく。数少ない治療師ヒーラーの間から歓声かんせいが上がり、快方に向かう仲間の姿に他の団員達も手を取り合った。

「良かったね～、みんな～。……まぁ、ベートもたまにはいい仕事するじゃん」

「ふふっ。取りあえず、これで一安心ね」

　回復し、寝ながら苦笑を浮かべる女性団員達の姿に、ティオナとティオネも笑みを交わす。野営地に滞在させてもらっているヘスティア達も、この時ばかりは治療を手伝った。

「ご苦労だったな、ベート。助かったぞ」

「随分と服が汚れているが、なんじゃ、休憩も碌ろくに取らんかったのか？」

「うるせぇババア、ジジイ。フィン、俺おれは寝るからな」

「ああ、ゆっくり休んでくれ。……ありがとう、ベート」

　笑いかけるリヴェリアとガレスを碌に見ず、ベートは乱暴に天幕の一つへ入った。

　両手を組み、ごろんと寝転がる狼人ウェアウルフの青年に、フィンは労いたわりの言葉とともに感謝を送る。

　劇毒に苦しめられていた【ロキ・ファミリア】のキャンプから、ようやく陰鬱いんうつとした空気が取り払われた。

「……えっと、レフィーヤ？」

「……」

　にわかに沸く野営地の中で、レフィーヤは一人、天幕の中で黙々と治療を行なっていた。

　特効薬を運びながら通りかかったアイズがその背に声をかけるが、無反応。無言で特効薬を飲まされている兎人ヒュームバニーの少女達が何故かおののいていた。

　何だか見覚えが……と黒い瘴気しょうきを少女の後ろ姿に幻視するアイズは冷や汗を湛たたえた。

　まるで嵐あらしの前の静けさのようで、微妙に怯えてしまう。

（……まだ、帰ってこない）

　全すべての者に解毒薬が行き渡り、野営地が落ち着きを取り戻す中。

　アイズは枝葉で覆われた頭上、暗くなったばかりの階層天井てんじょうを仰いだ。

　森には中層域のモンスターが跋扈ばっこしている。暗くなれば視界は利きにくくなり脅威は当然増ます。Ｌｖ．２になりたての上級冒険者が一人でいることは危険だろう。もしかしたら、既に迷っていて途方に暮れているかもしれない。

　この広い大森林を無闇やたらに探し回っても徒労に終わることはわかっているのだが……夕餉ゆうげの直前となり、探しに行った方がいいだろうかとアイズは悩み出していた。

「ありがとうございます、リューさん」

「いえ。では私はこれで」

　──と、ちょうどその時だった。

　滝下の泉の方角にアイズが向かうと、森の奥からベルと、一人の冒険者が現れる。

　確か……救助隊の中にいた、覆面の冒険者だ。

　昨日の宴うたげの際、17階層からやって来たヘスティア達とともに、ベルと会話する姿を見かけた記憶がある。何故かそれから身をくらませていたようだが。

　フード付きの長いケープを羽織っており、その顔を今も隠していた。薄手の戦闘衣バトル・クロスにショートパンツ、そしてロングブーツを組み合わせる体は細身で、恐らく女性だろう。

　どうやら彼女が迷子になっていたベルを送り届けてくれたらしい。

　少年と二言三言交わした後、覆面の冒険者は再び森に戻っていった。

　何はともあれ、アイズがほっとしていると。

　はぁーと溜息をついて項垂うなだれるベルがこちらへと歩み寄り、顔を上げた瞬間……当然のように目と目が合う。

「あ」

「あ」

　声を揃そろえる二人。

　瞬く間、鏡と向き合ったかのようにどちらも赤面する。

　お互いの脳裏に共有するのは数時間前の光景だ。アイズは生まれたままの姿を見られてしまったことに頰を紅潮させ、ベルはその美しい裸身を見てしまったことに耳まで真っ赤にする。

「……えっと、あの……」

　もじもじと手をすり合わせ、足もとに視線を落としがちになってしまう。

　らしくもなく取り乱してしまうアイズは、少年の顔を上手うまく見ることができなかった。頰だけでなく体の隅々まで火照ほてらせるこんな気持ちは初めてだった。

　そして、それはベルも同じだった。

　アイズ以上に取り乱し、ダラダラと滝のように汗を流していたかと思うと──次には、勢いよく地にひれ伏す。

「すっ、すいませんでしたあああああああああああああああああああああああああああ!?」

　絶叫とともに、平伏した。

　恥も外聞もかなぐり捨てて全力で謝ってくる。

　その謎の五体投地にアイズはぎょっとした。取りあえず渾身こんしんの謝意だけは伝わってきたので、慌てて止めにかかる。地面に振り下ろされた少年の額は出血していた。

　アイズの手でよろよろと立ち上がった後も、「ごめんなさいごめんさいごめんさい……！」とうわ言のように繰り返される言葉。白い前髪で目を覆い隠したその横顔は、依然として真っ赤である。

　アイズも釣られて、再び赤くなってしまった。

「あ、あの……もういいから……ね？」

「は、はぃ……」

　アイズが姉のように声をかけると、ベルは情けない顔で、か細い声を返す。

　野営地の隅で流れる居いた堪たまれない空気。

　正対する二人は、赤面したまま、結局お互たがいの顔を見ることができなかった。




　そこからは忙せわしなかった。

　ベルは水浴びを覗いてしまった女性陣に謝りに回った。一人一人、丁寧に、全力で。

　地面に埋まるのではないかというほどの五体投地の謝罪、極東の土下座ドゲザを連発する少年に女性陣も本気で怒りはしなかった。神に唆されたということもあって情状酌量の余地ありと判断され、手厳しく注意されるにとどまったのである。

　てんで気にしていない様子でティオナ達は笑い飛ばし、アスフィは逆に謝って、ヘスティアは説教しながら乱心するという器用な真似を行った。ズタボロとなり虫の息と化していたヘルメスは「ひっ」とベルを怯えさせた。

　その後も一度、男女混合の剣姫親衛隊による暴動が起きかけたが、アイズの必死の対処によりことなきを得た。散々迷惑をかけたということでフィン達のもとにも謝りにいったベルに、さしもの首脳陣も苦笑した。


「はぁー……」



　各方面への謝罪をようやく済ませ、何度目とも知れない溜息をつくベル。

　その顔には羞恥と罪悪感、それに疲労が滲んでいる。夕餉前だというのに携行用の魔石灯を片手に野営地内を駆けずり回ったのだ。ちなみに、野営地に帰ってからは護身用の武器を除き装備は全て脱装している。

　消えることのない背徳の感情と格闘しつつ、ようやく一息ついていると──不意に。


「──────」



　凄まじい凶悪な気配が、少年の背後に出現した。

　心臓を鷲摑わしづかみにする重圧に、ひゅ、と喉のどが壊れた笛のように鳴る。

　一瞬にして発汗したベルが錆びたかのような動きで振り向くと、そこには、撲殺用の杖を両手で持った森の妖精の姿が。

　暗黒の瘴気を両肩に背負い、無言でうつむいている。

　少年は凍りついた。

　眼前にいる美しい妖精から放たれる恐怖の絶対量が、一度は『死』を覚悟した猛牛ミノタウロス、更には17階層で遭遇した階層主ゴライアスと同等か、それ以上だったのだ。

　深紅ルベライトの瞳が妖精の背後に恐ろしい魔竜の姿を幻視する。

　やがて、妖精の少女は、ゆっくりと顔を上げた。

「許ユルセナイ、許ユルサナイ、許ユルサレナイ」

　紺碧色だった筈の瞳から放たれる不気味な眼光。

　壊れた人形のように「許ユルサナイ」と殺意の言葉を連ねる姿はまさに死神のそれであった。

　憧憬しょうけいの少女の清らかな裸身を汚けがされ、まさしく瞋恚しんいの炎で身を焼き焦こがしている。

　両手で握られている魔導士の杖から、みしっと軋きしんだ音が鳴った。

　極限まで引き伸ばされる少年の体感時間。

　少女の体が沈み込むと同時、音速で前に向き直り、全身全霊の力で地を蹴った。


「待ちなさぁ────────────────────────────いッ!!」



「ひいいいいいいいいいいいいいいいぃいいいいいいいいいいいいいいいいいッ!?」

　闘走劇の幕が開けた。

　泣き叫ぶ白兎と憤激する妖精が猛烈な追いかけっこを繰り広げる。

　片や半月前より速まったＬｖ．２の速力、片や怒りの力が転化された魔導士の走力。

　前回の逃走と追走を凌駕りょうがする加速力をもって、二人は野営地を一瞬で飛び出し、森の奥へと姿を消した。

「あら、レフィーヤは？」

「どこにもいないよー？」

「……？」

　野営地の中心で夕飯が始まろうというのに、姿が見えない後輩のエルフに、ティオネとティオナともどもアイズは周囲を見回す。

　そういえば、あの子もいない……？

　レフィーヤとともに少年の姿を探すアイズは、首を横に傾けた。
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　18階層に存在する大森林は広大だ。

　階層南部から東部にかけて背の高い木々が生い茂り、その面積は優に『迷宮の楽園アンダーリゾート』の五分の一を占める。中央地帯に広がる大草原と隣接している他、階層端の壁際まで森の勢いは及んでいた。様々な果樹や植物が群生しているだけでなく、巨人の短剣と見紛みまがうクリスタルの柱から小石程度のものまで、大小様々な青水晶が大地を割って生えているのも特徴だ。

　そして一度ひとたび『夜』が訪れれば、大森林は魔の森のごとく様相を一変させる。

　日中は幻想的な光を宿す青水晶が幽玄とした薄明かりを帯び、蒼然そうぜんとした森の中はおどろおどろしいの一言だ。夜目が利くモンスターの脅威は勿論、存外に起伏が富んだ森の高低差は激しく、油断していると痛い目を見ることになる。また、足を運んで帰ってこなかった上級冒険者は少なくなく、亡骸なきがらや遺品までも発見されない異様性から、森の奥には何か強力な怪物モンスターがひそんでいるのでは……と『リヴィラの街』では実まことしやかに噂されている。

　いずれにしても、夜の森は危険だということだ。大森林に慣れている者でもあっさりと行き先を見失ってしまうほどに。

　つまり、何が言いたいのかというと。

「ま、また迷った……」

「わ、私のせいだって言うんですか!?」

　ベルとレフィーヤは、遭難していた。

　盛大な追いかけっこの末、気が付けば二人はどことも知れない暗い森の中に迷い込んでいたのである。

　本日二度目となる迷い込んだ森にがっくりと項垂れるベル。

　そんな少年に顔を赤くして怒鳴り散らすレフィーヤ。

　佇立ちょりつする大樹の下で汗を拭う未熟な冒険者達は、ぜぇーはぁーと絶え絶えになった息を絡め合っていた。

　逃走するベルをレフィーヤがとうとう捕獲したのが数分前。怯える白兎を両手に持った杖で断罪しようとしたのも束つかの間ま、走るのに夢中になっていた彼女達は見覚えのない景色が周囲に広がっていることにようやく感付いた。

　人の喧騒も届かない森の奥深く。来た道もわからない。二人して冷や汗を湛えながら辺りを無言かつ必死に散策しても、薄気味悪い森は少年少女に現実を叩たたきつけるだけだった。

　出鱈目でたらめに走り回ったところで何も変わらず、こうして現在に至っている。

「も、もとはと言えばっ、貴方が逃げ出したのが悪いんじゃないですか！　よりにもよってこんな森の深くまで！」

「えええええっ!?　で、でも逃げなきゃ、こ、殺されると思って……!!」

「そんなわけないじゃないですかっ、私を何だと思ってるんですか!?　ちょっと酷ひどいことをするつもりだっただけです！」

「やっぱり酷いことするつもりだったんじゃないですかぁ!?」

　互いに中腰を止やめ、ギャーギャーという見苦しい言い合いが始まる。

　ベルが握ったまま持ってきてしまった携行用の魔石灯が、口論に合わせてゆらゆらと灯あかりを揺らめかせた。

「大体、そもそも貴方は図々しいんです!!　どうしてアイズさんに特訓なんてしてもらっているんですか!?　他の【ファミリア】なんですよ、派閥同士懇意でもないのにっ、おかしいと思わないんですか!?」

「うっ……!?」

「アイズさんは第一級冒険者、あの【剣姫】なんです!!　とっても強くて綺麗で可憐かれんなんです!!　誰とも知れない下級冒険者が稽古を付けてもらえるような人じゃないんです！　非常識極きわまりありません!!」

　面と向き合うレフィーヤは、気付けば溜まりに溜まっていた不満をぶつけていた。

　顔を真っ赤にして詰め寄ってくる彼女に、ベルは全くもって反論できず怯ひるんでしまう。

「それなのに貴方は朝だけにとどまらずアイズさんを一日中独占して、あまつさえこの階層に来てからは面倒まで見てもらって……！　何て羨うらやましいっ、じゃなくて厚かましいっ!!」

「ううっ……!?」

　今の今まで蓄積され、魔女の鍋で煮詰めるがごとく沸騰し続けていた憤懣ふんまんが止まらない。文句という文句が口を衝ついて出てくる。『遠征』前の市壁特訓から今日に到るまで、少年の非を指摘しては時には私怨しえんも覗かせ責めかかった。

　ベルは仰のけ反ぞることしかできない。


「挙句の果てにはアイズさんの、は、はっ、裸まで覗いてぇ……！」



「ごごごごごごめんなさいぃ!?」

「見たんですか!?」

「えっ!?」

「見たんですよね!?」

「な、なにをっ!?」

「言わせる気ですか!?」

「すいませんでしたぁああああああああ!?」

　アイズの裸を瞳に焼き付けたと白状する少年に、レフィーヤの目尻めじりに涙が溜まる。

「人として恥ずかしくないんですか!?　もう最低です！　貴方はっ、最低なヒューマンです!!」

　目を瞑りながらレフィーヤはあらん限りに叫んだ。

　美少女エルフによる痛烈かつ止とどめの一撃に、ぐふぅ!?　と少年の体軀たいくがくの字に折れ曲がる。

　数歩よろめいた後……ぐうの音も出ないベルは、がっくりと盛大に首を折った。

　少女の非難の嵐が途切れる。

　はぁ、はぁ……と。

　薄暗く、静寂に包まれた森の中に、肩で息をするレフィーヤの呼気だけが響いていく。

　少年はとうとう一言も、反論も弁明もせず言われるがままであった。まるで意気消沈した兎の耳のように、その白髪が垂れ下がっている。

　彼の右手が持つ魔石灯の光を浴びながら、レフィーヤはその姿に視線を逸そらしてしまう。

　思えば、こうしてまともに口を利くのは、初見の際を除けば初めてだった。

　言いたいことを全て吐き出して冷静になったレフィーヤは、流石に言い過ぎただろうか、とばつが悪くなる。

　自分だけ一方的に当り散らす真似に後ろめたいものを覚えていると……ぐぅ、と。

　ベルの腹部から、音が鳴った。

「……」

「……」

　うつむいていたベルの耳が、赤く染まる。

　恐る恐る顔を上げ、きょとんとするレフィーヤと視線を合わせると、慌てて顔を振り下げた。

「いっ、今のはっ、別に、何ていうか……!?」

「……お腹なか、空いているんですか？」


「えっとっ、いや、そのっ…………は、はぃ」



　こちらの問いに、ベルは消え入りそうな声をかろうじて返す。

　追走を始めたのはちょうど夕飯前。この調子だと昼食も食べていないのだろうか。

『昼』から散々この大森林を走り回っていただろう少年に、レフィーヤは吐息を漏らした。

　ひとまず、休戦である。

　周囲を軽く見回して食料を探すが、都合良く果物フルーツは見つからない。何かあったかな……と着ている戦闘衣バトル・クロスを探ると、胸の内ポケットにあるものを発見する。

　二日前、アイズから頂戴した、水晶飴クリスタル・ドロップだ。

（むむむむっ……）

　手の平に置いた涙滴型の果実に、眉根を寄せる。

　憧憬の少女を救った勲章でもある青白い輝きを見下ろし続け……再び、吐息をつく。

　レフィーヤは二粒ある内の一つを、ベルに手渡した。

「あげます」


「えっ……？」



「お腹が空いているんでしょう？　あまり膨れないかもしれませんけど……食べてください」

　そっぽを向くレフィーヤの言葉に、ベルはうろたえているようだった。

　戸惑うような、申し訳ないような……レフィーヤと渡された水晶飴クリスタル・ドロップを交互に見やる。

「で、でも、これって……」

「いいからっ、食べてください！」

「は、はいっ!?」

　気恥ずかしさが込み上げてくるのが自分でもわかった。

　レフィーヤは頰に集まる熱を誤魔化ごまかすように、声を張り上げる。

「言っておきますけど、この水晶飴クリスタル・ドロップはすごく貴重なんですから、しっかり味わって食べなきゃ駄目ですからね!?　地上だと三万ヴァリスはするんですから！」

「こ、これ一粒で三万ヴァリス……!?」

　僕の装備より高い……!?　と戦慄せんりつするベル。

　あ、瓶びん詰めの価格って言うのを忘れてた、と汗を流すレフィーヤ。

　非常におっかなびっくり食べようとする少年の姿に気まずい表情を浮かべながら、自分も青白い果実を口に含んだ。

　それから、どちらからともなく、体を一度いちど休めるため木の根もとに座り込む。

　森は相変わらず薄暗かった。

　何本もの大樹が折り重なることで階層の天井部は碌に見えない。『夜』のせいもあってか森の中は肌寒かった。幹に寄り添うにように生えた青水晶が淡く輝く中、レフィーヤとベルの間に置かれた魔石灯が二人の横顔を照らしている。

　大樹に背をあずけ、前を向くレフィーヤ達は一言も話さなかった。

　ころころと口の中で飴あめを転がしながら、何とも居た堪れない空気が流れている。

　微妙に空いた距離感が、二人の関係性を如実に物語っていた。


『──オォォォォォォォォ』



「「ひっ」」

　不意に、どこからか雄叫おたけびが響いてきた。

　レフィーヤとベル、同時に肩を跳ねさせる。

　聞こえてくるモンスターの遠吠とおぼえに頭上を仰いでいた二人は、お互いの顔を見合わせた。

（こんな森の奥深くで、二人でいるのは不味まずい……！）

　暢気に休憩している暇はなかったっ、とレフィーヤは今更のように思い立つ。

　夜の森は危険だ。少なくともこの二人だけで、何の憂慮もなく夜を明かせるほど安全な場所ではない。

　水晶飴クリスタル・ドロップを食べ終えたレフィーヤは、その場から立ち上がった。

「な、何とか、キャンプに帰らないといけません。ここにとどまるのは、不味まずいです」

「は、はいっ」

　後に続くように慌てて立ち上がるベルは、素直に頷いた。

　魔石灯を持つ彼を尻目にレフィーヤはあらためて周囲に目を配る。

　四方八方、頭上に至るまで木々は濃い。『夜』であっても宿場街リヴィラや【ロキ・ファミリア】の野営地──魔石灯が照る光の方角を割り出せそうになかった。

（私の『魔法』を撃てば、きっとアイズさん達は気付いてくれるけど……）

　ぼかーん、と真上に派手な砲撃という名の花火を打ち上げれば、あの頼もしい第一級冒険者達のことだ、じっとしていればすぐに駆け付けてくれるだろう。

　だが、流石にそれは……体裁が悪過ぎる。

　勝手に迷子になって派閥の仲間を召喚するなど、あまりにも恥ずかしい。何よりレフィーヤにもちっぽけな矜持きょうじがある。

　認めたくないが、やはり現状の発端は己にもあるのだ。

　自分達だけの力で帰還方法を模索し、野営地に戻らなくては。

（そうです、私がしっかりしなくちゃ……）

　魔石灯を掲げながら辺りを見回している少年を、ちらりと盗み見る。

　一方はＬｖ．２、第三級冒険者のベル。

　もう一方は格上のＬｖ．３、上位魔導士にして第二級冒険者のレフィーヤ。

　能力ステイタスも経験も、自分の方が上である。

「一応、聞いておきますけど……貴方、年はいくつですか？」

「えっ？　ええっと……十四です」

　やはり年齢も下のようだ。自分の方が一つ、年長者である。

　これは益々、なおのこと自分が何とかしなくては、とレフィーヤは気を引き締めた。

「ここで取り乱してはいけません！　いいですか、これから私の指示に従ってください！」

「わ、わかりましたっ！」

　第二級冒険者として、嫌味にならない程度に先輩風を吹かす。杖を片手で持ちながらピンッと人差し指を立てるレフィーヤに、ベルはこくこくと何度も頷いた。

　そう、何と言ってもレフィーヤは、あの【ロキ・ファミリア】の一員なのだ。

　他派閥の人間に不甲斐ふがいないところを見せるわけにはいかない。

　アイズ達の前ではいつも自信のない己を今は蹴りつけ、都市最大派閥の団員としての面子を装備する。

　内心の緊張はひた隠し、毅然きぜんとした態度でベルを伴って、その場から歩み出した。

（落ち着いて、状況を整理、周囲の警戒には常に気を配って……）

　魔石灯を受け取り、暗い森を先頭で歩く。ベルには後方に注意を払うよう指示をした。

　ずっとアイズ達に守られて、助けられてばかりだったのだ。

　自分だってこのくらいやらなければ……そんな使命感を胸に秘める。

　鍍金めっきに過ぎないが、この時、レフィーヤは第二級冒険者として完璧に振る舞っていた。アイズ達の後ろで縮こまる以前の彼女より、確かに成長していた。

　それは偉大な先達が揃う【ロキ・ファミリア】の中で、少なくとも今はまだ経験することのできない役目だった。不安そうに何度も辺りを見回す格下の冒険者を、責任をもって一人で導いていく。

　手頃な青水晶を砕いては背後に欠片かけらを落としていき、大きく道を迂回うかいする度に木の幹へ[image: ]印の目印を刻む。すぐに復元しないよう深く切り込むのも忘れない。

　時にはモンスターの気配を素早く察知し、灯りを消して、ベルとともに茂みに身をひそめる。無駄な戦闘を避けるため何度も敵をやり過ごしていった。

「あの……ウィリディス、さん？」

「……レフィーヤ」

「えっ？」

「レフィーヤで、いいです。同胞エルフでもない方に里ウィーシェの一族の名を呼ばれたくありません。それで、なんですか？」

　背後からおずおずとかけられる声に、レフィーヤは前を向いたまま無愛想ぶあいそな声音を返す。

　歩みを止めない彼女に対し、ベルは思い切ったように尋ねてきた。

「【ロキ・ファミリア】の人達って、やっぱり、みんな何でもできるんですか？」

「……？　どういう意味ですか？」

「ええっと、レフィーヤさん、魔導士ですよね？　それなのに、何ていうか行動力があって、こんな風に探索者みたいなことができて……すごいなって」

「な、なななっ……!?」

　さすが都市最大派閥ロキ・ファミリア、と感服しているベルに、レフィーヤの頰が反射的に染まってしまう。

「お、おだてたって何も出ませんから!?　そもそも無駄なお喋しゃべりは止やめてください！」

「す、すいませんっ」

　振り返って怒るエルフの少女に、ベルの体が萎縮する。

　ある意味いみ不意打ちを食らったレフィーヤは、もうっ、と眉を逆立てた。

　申し訳なそうにする少年に背を向けて、とっとと歩き出す。

「……レフィーヤさん」

「まだ何かあるんですか？」

　再び口を開く相手に、少々刺々とげとげしい声を返すと。

　少年は、静かに問うてきた。

「やっぱり、何でもできるようにならないと、フィンさん達や……アイズさんの力には、なれませんか？」

　その問いかけに。

　レフィーヤの足が、一度止まった。

　間を置いて、歩みを再開させながら、ゆっくりと声をこぼす。

「なれませんよ。例え何もかもできるようになっても、それでも、全然……あの人達には、追いつけません」

　その言葉を境に、二人の間には沈黙が落ちた。

　無言で歩を連ね、草地の鳴るかすかな音だけが響いていく。

　この時だけは、二人の心は通い合っていた。レフィーヤとベルは自覚することがないまま、同じ高みに思いを馳はせていた。

　それから、前進を続けることしばらく。

　二人の前に、見上げれば首が痛くなるほどの大木が現れた。

　足を止めたレフィーヤは、辺りに何の気配もないことを確かめ、木を軽く調べる。

　森の中でも一段と幹が太く、樹上は遥はるか高い。

（この木なら……）

　レフィーヤは、何も目的もなく森の中を進んでいたわけではない。

　このような巨大な樹木を探し、登ったところで現在地を確かめようとしていたのだ。

　次階層の連絡路でもある中央樹──階層中心に生える巨大樹さえ発見できれば、おおよその森の位置は容易たやすく割り出せる。

「私は上に登って、辺りの様子を見てきます。貴方はここにいてください」

「あ、はい、わかりました」

　よし、と頷いたレフィーヤは大木を登ろうとして……その直前、もう一度ベルを見やる。

　自身の戦闘衣バトル・クロス──魔導士衣装であるスカートを押さえ、顔を赤くしながら彼を睨んだ。

「絶対にっ、上を見ないでくださいね!?」

「へ？　あの……」


「見たらもうぜっっっったいに許しませんから!!」



「は、はいぃ!?」

　ものすごい剣幕で吠える少女に、ベルは一も二もなく約束する。

　顔の赤みが抜け切らない状態のまま、レフィーヤはだんっと跳躍した。

　見張り役として少年を残し、一人ひとり大木の天辺てっぺんへ。

　枝に足をかけて何度も飛び移っていく。

　魔石灯とともにその場に取り残されたベルが、時間を空けておそるおそる顔を上げると、既にレフィーヤの姿は見えなくなっていた。

「やっぱり、すごいなぁ……」

　手を使わず跳躍の連続だけで登っていってしまった第二級冒険者に、心から驚嘆の息をつくのだった。

　一方、そんなことも露知らず、レフィーヤは天辺付近の太い樹枝に躍り出る。

　森林の枝葉が形作る緑の円蓋ドームを易々と突き抜ける大木の樹上は、レフィーヤの思った通り階層の景色を一望できた。

　視線を左手に向ければ目当ての中央樹を視認できる。その手前には青い輝きを放ちながらそそり立つ巨大な一本水晶。どうやら、現在地は階層の真東、それも東端に近いようだ。

　しっかり地形を記憶するため、近辺をつぶさに眺める。

　──その時だった。

「え──？」

　眼下の森を見下ろしていた彼女の視界に、ある光景が掠める。

　レフィーヤは咄嗟に枝葉の影に隠れていた。

　身をひそめた上で能力ステイタスによって強化された視覚を用い、その紺碧の瞳を凝らすと──木々の切れ間からはっきりと捕捉するのは、長いローブを着込んだ怪しげな男達だった。

　上半身を覆う大型のローブに、口もとまで覆う頭巾、額当て。闇に溶け込むような暗色で彩いろどられた衣装は顔と素性を隠している。

　その服装の色こそ違えど、24階層食料庫パントリーで交戦したローブ姿の一団──闇派閥イヴィルスの残党と同じ格好であった。

　まさか、とレフィーヤは息を呑のむ。

　数は二人。どこかへ移動しており、場所はここからそう遠くない。

　男達が進む方角を記憶したレフィーヤは、直ちに樹枝から飛び降りた。

　葉々を何枚も突き破り、だんっっ、と待機していた少年の目の前で着地を決める。

　いきなり落下してきたレフィーヤに、ベルは驚愕をあらわにした。

「灯りを消してください！」

　目を白黒させるベルに、即座に指示する。

「えっ、えっ？」

「早く！」

「は、はいっ!?」

　ベルは慌てて魔石灯を消灯させた。

　唯一の光源がふっと消え、周囲一帯を完璧な闇が包み込む。少なくともこれで相手に自分達の存在を気取られる心配はない。

　何が何だかわかっていないベルを放置し、レフィーヤは思考を走らせた。

（間違いない、闇派閥イヴィルスの残党……この階層で何を？）

　巨大花を寄生させ食料庫パントリーを変容──苗花プラントに豹変ひょうへん──させたように、この18階層でも何か暗躍しているのだろうか。

　どうする。

　すぐさま野営地へ戻ってフィン達に報告するか。

　しかし、行方を見失ってしまうかもしれない。この大森林で相手の姿を発見することができたのはほぼ奇跡だ。

　尾行すれば、怪物祭モンスターフィリアから続く一連の事件の手がかりが、何か摑めるかも……？

（どうすれば……）

　選択を迫られるレフィーヤ。

　真剣な表情で黙りこくる彼女を、戸惑うベルが見守っている。

　眉目を歪めながら懊悩おうのうしていたエルフの少女は、刻一刻と経過する時間に促されるように、決断した。

（行くしかない……）

　千歳一遇せんざいいちぐうの好機である。

　敵が何か目論もくろんでいるというのなら、それこそ事態が切迫する前に企てを看破しなければ。

　それに、あくまで偵察するだけでいい。闇派閥イヴィルスの残党の目論見、もしくは目的地を知ることができた時点でレフィーヤの勝利だ。決して難しい任務ではない筈。

　フィン達に有力な情報を持ち帰る。

　その一心で、レフィーヤは独断でローブの男達を追跡することを決めた。

（問題は……）

　レフィーヤはそこで顔を上げた。

　目の前には依然いぜん困惑しているベルがいる。

　彼を一人、放り出すわけにもいかない。

　樹上から観測した野営地の方角を教えて、よしんば正しい進路を辿れたとしてもこの大森林はＬｖ．２になり立ての冒険者にとって十分脅威だ。ましてや今の装備は護身用の漆黒のナイフ一本、インナー型の火精霊の護布サラマンダー・ウールを着ているものの、防具は何も身に着けていない。

　自分が帰ってくるまで大人しく待っていろ、などとこの場に取り残すのも論外だろう。

　じっと見つめられ、うろたえる少年を前に、レフィーヤは致し方ないと判断を下した。

「すいません……私に、付いてきてください」




　ベルを引き連れ、レフィーヤはすぐさま移動を開始した。

　樹上から見た俯瞰ふかん図を頼りに、残党達のもとへ急行する。足音をなるべく消し、逸る鼓動と呼吸を自制しながら木々の間を駆け抜けていく。軽く口頭で説明されたとはいえ状況が未だ呑み込めていないベルは、それでも必死に付いてきた。

　林立する幹や茂みによって視界が悪い中、レフィーヤが懸命に捜索していると、ようやく遥か前方に目標を発見する。

　瞬時に足は止め、ベルにも手振りで制止をかけ、木の陰へと隠れた。

（捉とらえた……！）

　息を殺しながら、片手に持つ杖をぎゅっと握る。

　距離は目算五〇Ｍメドル。樹上から認めたように人数は二人。

　前方の男達以外にも周囲に仲間はいないか細心の注意を払いながら、レフィーヤは闇派閥イヴィルスの残党を追跡する。

　強制的に尾行に巻き込まれてしまっているベルは、表情を強張こわばらせながら問いかけてきた。

「だ、誰なんですか、あの人達？」

「……簡単に言ってしまうと、私達と敵対している組織です」

「ロ、【ロキ・ファミリア】とっ？」

　密集した低木の茂みに身を伏せるようにして隠れ、小声を交わす。

　視線の先にいるローブの男達が都市最大派閥の敵対勢力と聞き、ベルはあからさまに取り乱した。「あまり詮索しないでくださいっ」とレフィーヤがひそめた声で怒鳴るという器用な真似をすると、「ご、ごめんなさいっ」とベルも押さえた声で謝る。

　混乱する少年とそんなやり取りを行いながら、レフィーヤは慎重に後を付けた。

　男達は灯りもつけず周囲に気を配りながら足を進めていく。彼等の索敵をくぐり抜けながら付かず離れずの間合いを保っていると、やがて、深い森の一角に辿り着いた。

　切り立った岩壁が近い。

　木々の隙間から覗く岩の巨壁は階層の終わり、現在地が安全階層セーフティポイントの東端間近であることを意味している。

　既に道は開けていた。今まで利用してきた樹や茂みなどの障害物は消え、一本道である。森の円蓋ドームも枝葉が薄く、頭上にひそむことはできなそうだ。

　開けた草地には唯一、小さくても二Ｍメドル以上もの青水晶の柱がそこかしこに立っていた。あたかも『古代』の遺跡──環状列石ストーンサークルを彷彿ほうふつさせる。水晶の林といったところだろうか。

　レフィーヤが見つめる先で、男達は水晶林を突っ切り、なおも岩壁の方向へと向かっていった。

（ここで、引き返すわけには……）

　敵の目的地は近い。レフィーヤは確信していた。

　肌がひりつく緊張感を覚えながら、隣にいるベルに目配せし、追跡を続行するよう伝える。挙動不審になりつつも彼は頷きを返した。

　茂みの陰から飛び出し、水晶の林に突入する。

　物音一つ立てず、水晶の柱に体を隠し、それを何度も繰り返していく。

　レフィーヤ達は前方にいる男達の背中を追いかけた。

　そして、まるで誘導されるかのように、水晶の柱を縫って移動していた最中さなか。




　がぱっ、と。




　何の前触れもなく、地面が割れた。


「──────」



　水晶の柱が一旦いったん途切れた円形の草地。

　そこに足を踏み入れた直後、音を立て、地が縦に開口した。

　まるで落とし穴のごとく。

「なっ──!?」

　体を襲う浮遊感。足場が消えた。レフィーヤの呼吸が停止する。

　真後ろから伝わるのは少年の戦慄の気配。

　間もなく、落下する。


「「──ぅぁあああああああああああああああああああああああああっ!?」」



　叫喚を重ねながらレフィーヤとベルは穴の底へ。

　ともに落ちるのは草と泥と葉。急落下を続けながら咄嗟に頭上を振り仰いだレフィーヤの視界、開口していた蓋が、再び音を立てて勢いよく閉じた。

　森の光景と地下の夜空が完璧に遮断された次の瞬間、穴の終点に到着する。

「──ぐっっ!?」

　レフィーヤとベルが何とか両の足で着地を成功させると、ばしゃん!!　という大きな音の後、液体の飛沫が舞い上がる。

　穴底は薄い紫がかかった液体に浸つかっていた。

　脛すねほどある液体溜まりは──たちまちジュウッという音とともに煙を立ち上らせる。

「「熱あつっ……!?」」

　再びレフィーヤとベルの声が重なる。

　まるで高熱の油に浸ひたされたような感触に見舞われ、戦闘衣バトル・クロスの上から足の肌が焼けていく。

　いや、溶かされていく。

　泡と煙を上げる液体を見下ろし、二人の顔が青ざめた。

「これって……!?」

「溶解液!?」

　ベルの驚倒きょうとう、レフィーヤの悲鳴が穴の中に反響する。

　肉も骨も一瞬で溶けてなくなるということはないが、じわじわと蝕むしばむように肌を溶かされていく感覚はいっそ二人の恐怖を助長させた。ベルの手からこぼれ落ちた魔石灯もまた液体の水面に浮かび、光を放ちながら少しずつ部位パーツを溶かされている。

　顔を引きつらせるレフィーヤ達は、ばっと周囲に視線を走らせた。

　長大な縦穴である。

　深さは一〇Ｍメドル以上、直径は七Ｍメドルといったところか。

　穴全体はおぞましい薄紅色の肉壁でできており、足や手をかけられるような凹凸は一切ない。その姿形からは生物の体内、あるいは醜悪な怪物の胃袋を連想させる。生物的な外見は置いておくにしても、円柱型の構造はまさに落とし穴だ。

　肉壁がうっすらと帯びる光沢──薄紅色の燐光りんこうが照らし出す赤い世界。

　縦穴全体にこもった生温かい熱気と異臭が、二人に汗を誘発させた。

「うっ……ほ、骨ほね!?」

　動転しながら辺りを見回していたベルの叫声に、レフィーヤもそちらを振り返ると、視界に飛び込んできた光景に口もとを覆う。

　穴底を満たす溶解液の中には、無数の骸骨が転がっていた。

　考えるまでもなく、この溶解液によって溶かされた者の末路である。

　既に皮と肉、臓器を失い、後は骨を残すのみ。側に転がるのは胸当てをはじめとした防具。よく見れば、周囲には剣や杖など様々な武器が突き立つか、あるいは溶解液の底に沈んでいた。

「冒険者の遺骸……!?　一体ここは……！」

　数え切れない白骨、何人分もの骸むくろ、これら全て冒険者だというのか。

　一部の骨や頭蓋ずがいにはまるで何かに殴られ破壊されたような損傷の跡もあった。他にもモンスターのものらしき爪牙ドロップアイテムが存在する。

　ここは、未確認の迷宮の陥穽ダンジョン・ギミック？　安全階層セーフティポイントに？　モンスターまで巻き込んで？

　肉が溶けた悪臭に目眩めまいを感じながらレフィーヤは混乱を来していると……隣にいるベルが、震えた声を落とした。

「レフィーヤ、さん……上うえ」

「えっ？」

　蒼白になる彼に導かれるように振り仰ぐと、そこには。

　張り付いていた肉壁からゆっくりと身を引き剝はがし、上体を持ち上げる……巨大な影があった。


『────』



　今は閉ざされた蓋ふたの根もと。

　人型の上半身を象かたどる怪物が、上下逆様の体勢で、呆然とするレフィーヤ達を見下ろす。

　この赤い肉壁の世界で唯一の黄緑おうりょく色。胸や腹を彩るのは、毒々しい極彩色だ。

　両腕部分は長く太い二本の触手──触腕と化しており、垂れ下がりながら揺らめいている。腰から先の長い下半身は肉壁と完璧に一体化しており、今は蛇のように蠢うごめいていた。

　頭部には巨大な目玉と中空の冠かんむりのような器官。一つしかない単眼は首と直接ちょくせつ繫がっており、その周囲を獅子ししの鬣たてがみのように冠が囲っている。

　数いる怪物モンスターの中でも異彩を放つ、おぞましい存在がそこにはいた。

「し、新種しんしゅ……？」

　少年の震える声は、未知の怪物に対する動揺や恐怖と直結していた。

「極彩色の、モンスター……!!」

　そしてその隣で、レフィーヤは全てを悟る。

　この落とし穴の正体は、あの食人花等らと根源ルーツを同じくする『極彩色のモンスター』。

『穢けがれた精霊』が生み出した眷族。縦穴そのものがモンスターなのである。

　恐らく、闇派閥イヴィルスの残党が設置したのだ。

　あの水晶の林から更に進んだ先にある、何か重大な秘密を──要所を守るために。

　情報漏洩ろうえいを防ぎ、いかなる目撃者をも抹殺する地中の門番トラップ・モンスター。

　今のレフィーヤ達のように、闇派閥イヴィルスの残党を見つけ興味半分で尾行した者、またはここまで迷い込んでしまった者、全ての冒険者を秘密裏に処理するまさに『森の番人』だ。

　穴底に沈む無数の骸骨達は──何も知らない冒険者達は、このモンスターによって捕食されたのである。

『──』

　ぎょろぎょろと蠢く巨大な単眼が、立ちつくすレフィーヤとベルを捉える。

　次の瞬間、地中の門番トラップ・モンスターは彼女達目めがけその触腕を振り下ろした。

「「っっ!?」」

　レフィーヤとベル、同時に地を蹴った。

　放たれた巨大な鞭むちが、溶解液ごと穴底の中央に炸裂さくれつする。

　凄まじい衝撃とともに、底に溜まっていた溶解液が周囲へ飛び散った。

「レフィーヤさん!?」

「私のことはいいから、自分を心配してください！」

　腕を使って舞い散る溶解液から目を庇かばいながら、レフィーヤはベルに叫び返す。

　飛沫を浴びて山吹色の長髪や白髪の髪、戦闘衣バトル・クロスが煙を上げる中、何とか攻撃を回避したレフィーヤ達のもとに鞭の第二波が襲いかかった。

「っっ!?」

　再び巻き起こる震動。今度は冒険者達の骸骨がばらばらになって宙に舞う。

　自分のもとに向かってきた攻撃をぎりぎりのところで回避したレフィーヤは、発生する風圧と衝撃を受けて肝を冷やす思いだった。

　深層域の大型級モンスターにも匹敵ひってきしようかという甚だしい威力である。防御を選択し受け止めたが最後、レフィーヤもベルも全身が粉々になるだろう。更に両の触腕は伸縮自在のようで、この敵の体内にいる限り射程範囲から逃れることはできそうにない。

　同時にこちらの真上から攻撃を仕掛けてくるので、対処しにくいことこの上なかった。

（こんなモンスターがいるってことは……！）

　その上半身だけでも自身の二倍はある地中の門番トラップ・モンスターを、レフィーヤは鋭く見据える。

　このような特異なモンスターが設置されていた、ということはつまり闇派閥イヴィルスの残党が向かったあの先に、門番を置いてまで守り、隠蔽いんぺいしなくてはならない何かがあるということだ。

　必ず帰還し、このことをフィン達に伝えなくては。

（何とか生きてここから脱出を──いえっ、あのモンスターを倒さないと！）

　状況が状況だ。あの本体と思われる頭上のモンスターと戦わずして脱出するなどという甘い考えは捨てるべきである。そもそも、そんな方法など思い付かない。

　手っ取り早いのは、あの気色悪い敵の本体ごと、閉ざされた出入り口を撃ち砕くことだ。

　レフィーヤは右手に提げる魔杖《森のティアードロップ》を握り締めた。


『──────────────!!』



　地中の門番トラップ・モンスターは容赦なく攻め立ててきた。

　頭部の単眼を忙せわしなく動かし、動き回る獲物を逐一ちくいち捉えながら二本の触腕を振り回す。

　今までがそうであったように、冒険者達を処刑しようと猛威を振るった。

「ぐっ、ぅぅぅ!?」

　初遭遇したモンスターの攻撃に対し、必死に逃げ惑うベルはすっかり取り乱していた。

　管理機関ギルドも確認していない新種のモンスター。自分の知識にない相手に動転し、まともな対処法を実行できない。兎のように飛び跳ねては敵の鞭を命からがら回避する。

　著しい成長を遂げてきたとはいえ、ベル・クラネルは決して歴戦の冒険者ではなかった。

　むしろ急成長の弊害──場数の少なさから、その脆もろさを露呈させてしまう。

　だから、大粒の汗を散らすそんな少年の姿を見て、レフィーヤは。

　かえって平静を保つことができた。

　──初見の相手こそ、冷静に。

　リヴェリアやアイズ達、【ロキ・ファミリア】の先達の教えを思い返す。

　初接触ファーストコンタクトしたモンスターに対する情報収集、及び対処法。第一級冒険者達と比べれば未熟な、けれどなけなしの洞察力を極限状態の中で研ぎ澄ませた。

　攻撃を避け、震える鼓動の音を必死に押さえ込みながら、元来『森の射手しゃしゅ』とも誉れ高い妖精エルフの瞳で敵本体の体を観察する。

　そして、ぎょろぎょろと蠢く巨大な単眼を見つめ、はっと感付いた。

「目の動きを追ってください！」

「へっ!?」

「あのモンスターの目玉です!!　視線の先に、必ず攻撃がくる！」

　レフィーヤの指摘にベルは目を見張り、咄嗟に顔を振り上げる。

　こちらを見つめるモンスターの醜い巨眼。剝むき出しの目玉を凝視する少年は、次にはその巨鞭きょべんが放たれる前に跳躍した。

　寸分違たがわず、もとの居場所に鞭が直撃する。

「で、できた……！」

「敵の武器はあの鞭しかありません！　目を離さないで！」

「は、はい！」

　未来予測のごとく攻撃を回避したベルが歓呼する。そんな彼に立て続けに声を飛ばしながら、レフィーヤも同じ方法で向かってきた鞭を往いなしてみせた。

　地中の門番トラップ・モンスターの触腕は威力、速度ともに恐ろしいものがある。だが攻撃自体は単調そのものだった。レフィーヤが見抜いた通り敵の視線の動きを踏まえ、先読みさえできれば、躱かわすことができる。

　追い詰められるだけだった冒険者達が、しぶとく打開の道を切り開き始めた。

（後はここからどう攻めるかだけど──アイズさんだったら、壁を蹴って直接斬きりかかりそう）

　容易に想像できる。

　壁を連続で蹴りつけ、逆行する稲妻のように昇りながら、敵本体をブシャアッ。終了。

　一瞬でも思い浮かんでしまった妄想を、レフィーヤは急いで振り払う。

　自分達が同じ真似をしようとしても接近する前にあの鞭で撃墜されて終わりだ。馬鹿なことを考えていないで意識を切り替えなくては、と己を叱咤しったする。

「私が隙すきを見て『魔法』を撃ちます！　貴方は壁を傷付けてみてください！」

「わかりました！」

　やがてレフィーヤの指示を軸に、二人は逆方向に分かれる。装備からして少年には飛び道具がないことを考慮しての指示だった。

　放たれる鞭をくぐり抜けながら、ベルは漆黒のナイフを抜刀、勢いよく薄紅色の肉壁を斬り付ける。壮烈な紫紺の斬閃ざんせんが敵体内を傷付けた。

　──足は本当に速い。

　敵の攻撃を避けながら、レフィーヤは心の片隅で舌を巻く。

　これまで何度も追走したので嫌というほどわかっているが、ベルの『敏捷びんしょう』は図抜けていた。今も肉壁を斬り裂いては、迫りくる鞭を瞬時に回避、高速の一撃離脱ヒットアンドアウェイを演じてみせている。

　Ｌｖ．２になったばかりだと聞いているが、助言を聞いて先読みする前から敵の鞭を避け切ってみせたことといい、どんな足の速さをしているのか。

　思い返せば、遠征前の訓練時、あのアイズも危機回避能力は優れているとベルのことを評価していた。

　少年をこのような戦場に結局巻まき込んでしまったことを後ろめたく思いつつ、レフィーヤは彼を信じて戦闘に集中することにした。

（相手は多分、食人花のモンスターと同じ……）

　地中の門番トラップ・モンスターの外見は、ともすれば『宝石の胎児』が別個体モンスターに寄生した女体型とも似ている。が、恐らくは食人花等らと同じく尖兵せんぺいの類だろう。

　50階層や18階層で交戦した女体型は階層主並みの巨体を誇り、その力もＬｖ．５以上のものだった。この地中の門番トラップ・モンスターはそれには遠く及ばない。

　超大型級に属する体の規模も含め、潜在能力ポテンシャルはＬｖ．４、といったところだろうか。

『!!』

　捕まらない獲物に触腕の鋭さが増していく。

　振り下ろし、薙なぎ払い、刺突。巨大な鞭の嵐をレフィーヤもベルもぎりぎりのところで躱す中、主あるじの無念を告げるように穴底に突き立っていた長剣や大戦斧せんぷ、盾が吹き飛ばされていった。溶けている武装が多いものの、白金製や精製金属ミスリルの上等級武装は未だ原型をとどめている。

　飛来してくる武具の数々も回避しながら、レフィーヤは溶解液に浸しっ放しの足──今も煙を上げながら靴ごと溶けている両足に顔を歪めた。その苦痛はもとより、ゆっくりと体の一部が消失していく感覚は筆舌につくしがたい。

　唯一の救いは、この溶解液は時間をかけて捕えた獲物を溶かしていくということだ。

　あの芋虫型──巨蟲のモンスターの腐食液と比べれば威力は格段に低い。この特異な巨身の構造上の問題故ゆえかは定かではないが、捕食と追撃、縦穴と敵本体の役割分担は明白になっている。

　あるいはこのモンスターも未だ成長途中なのではないか──そんな嫌な想像が、怪人クリーチャーや精霊の分身デミ・スピリット、『強化種きょうかしゅ』と交戦し続けてきたレフィーヤの脳裏を過よぎった。


「っ……！」



　他方、指示通り幾度となく斬撃を見舞うベルだったが、敵の肉壁は小揺ぎもしなかった。

　少年愛用の武器──漆黒のナイフは溶解液を分泌する壁をいくら斬ろうとも、溶けることもなければ刀身を曇らせることもない。深い斬撃の跡を刻み続けている。

　だが、厚い。

　壁面を破ることもできなければ、敵に変化も訪れない。

　敵の体内を傷付けているにもかかわらず、地中の門番トラップ・モンスターは応こたえた素振りを見せなかった。

（効果はなし……！）

　その光景を一瞥し、レフィーヤは唇を嚙かむ。

　突破口とは言わずとも、敵の動きが少しでも鈍れば──『詠唱』をする隙を見出せればと期待していたが、そう上手くはいかないらしい。

　やはり、この縦穴は冒険者を陥おとしいれるための『罠わな』であり、閉じ込める『檻おり』だ。

　狙ねらうなら、核である『魔石』を胸に隠している敵の本体しかない。

（問題は……！）

『魔法』が完成するまで、攻撃を避け続けられるかどうかだ。

『並行詠唱』を行うにしても、呪文じゅもんに意識を割く分、レフィーヤの初動と反応の速度は少なからず落ちる。いくら先読みするとはいえ、あの速く重い巨鞭を捌さばき切れるか。

　逃げ道が限られている閉鎖空間内であることも痛い。

　何より──『極彩色のモンスター』である敵は、十中八九『魔力』に反応する。

　詠唱を開始した途端、今は少年にも分散している攻撃が全て自分に集中することになるだろう。

　ベルと連携を取ることが望ましいが、即席も即席の二人一組ツーマンセルだ、あまり期待できない。

　もとよりこの相手に対し、Ｌｖ．２の第三級冒険者に前衛壁役ウォールを押し付けるなど酷こく過ぎる。

　自分がやるしかない。

　レフィーヤは意を決し、『並行詠唱』を執行しようとする。

『──』

　その時だった。

　振り回されていた敵の触腕が、ぴたりと、一度制止する。

　レフィーヤとベルは怪訝な表情を等しくした。立ち止まり、地中の門番トラップ・モンスターを仰ぐ。

　ぎょろぎょろと鳴りながらレフィーヤ達を交互に捕捉する巨大な単眼。

　上下逆さまの体勢のまま、素早い獲物を見下ろしていた敵本体は、次の瞬間。

　冠かんむり型の器官を青く発光させる。

「え──？」

　放たれる光に、ベルが呟きを落とし、レフィーヤも動きを止めてしまった。

　何らかの『攻撃』の兆し。そう直感した時には遅かった。

　単眼を囲う青の冠から、殺人的な高周波が放たれる。


『アァァァ────────────────────────!!』



　文字通り耳をつんざく音の蹂躙じゅうりんに、レフィーヤ達はあらん限りに目を見開き、絶叫した。


「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」」



　黒蝙蝠バッドバットや歌人鳥セイレーンが発するものと同じ、冒険者の動きを束縛する『怪音波』。

　しかしその出力は通常のモンスターとは一線を画するほどの、桁けた外れなものだった。

　上級冒険者を昏倒こんとうさせようかという破壊力で、一瞬にして身動きを奪う。

　この世のものとは思えない『怪音波』に、レフィーヤとベルは平衡感覚を失いかけ、がくんっと膝ひざを折った。

『!!』

　そして、敵はその隙を見逃さなかった。

　待機させていた触腕を、満を持して、獲物目めがけて繰り出す。


「────」



　狙われたのは、ベルだった。

　掠れた視界の中でレフィーヤは呼吸を止め、少年自身は急迫する巨鞭に凍りつく。

　推定Ｌｖ．４に匹敵するモンスターに対し、ベルはＬｖ．２。

　直撃は死を意味する。

　一撃必殺。

　レフィーヤは、ありったけの力で喉を震わせた。

「逃げてっ!!」

　緊急回避を試みる少年の体。だが、間に合わない。

　空間を引き千切って押し寄せる二本の触腕を前に、地を蹴りつけたベルは──穴底に突き立っていた武具の一つに飛び付いた。

　──盾！

　捕食された冒険者達の遺品。レフィーヤが瞠目する先でたぐり寄せた白金の大盾を、宙を貫きながら、鞭の前へ割り込ませる。

　直後。

　炸薬さくやくが爆裂したかのような轟音ごうおんを発し、ベルの体は弾丸のように吹き飛んだ。

「がっっ!?」

　薙ぎ飛ばされる。

　盾の上から途方もない衝撃に殴り付けられ、そのまま、肉壁に激突した。

　反動で塞がりかけていた傷が開いたのか、頭部から撒まき散らされる紅血。間もなく激突した壁から背中が剝がれ、ばしゃっと音を立てて溶解液の泉に落下する。

　肌を溶かされ、白い煙を上げながら、動かなくなった。

『……』

　地中の門番トラップ・モンスターが、光冠からの『怪音波』を解除する。

　次には触腕を一本の長槍ながやりに見立て、止とどめの一撃を放った。

　しかし、

「──【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら】!!」

　唱えた。

　攻撃の矛先をベルから自分に振り向かせるため、レフィーヤは詠唱を断行した。

　己の存在を誇示するかのごとく展開される魔法円マジックサークル。水面の下で広がった山吹色の輝きが揺らめきながら立ち上る。

　瞬時、撃ち出されていた長槍の軌道が変わった。

　地中の門番トラップ・モンスターはぐるんっと体ごと反転し、ベルからレフィーヤに狙いを切り替える。

「【汝、弓の名手なり】！」

『!!』

　押し寄せる双鞭、猛たけり狂う敵の攻撃に、レフィーヤは歌いながら疾走した。

　限られた閉鎖空間の中で命懸けの『並行詠唱』──『魔力』の手綱を御しながら歌とともに舞い踊る。

「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅ──】」

　空くうを切る触腕の風圧に何度も殴り付けられる体、削られる戦闘衣バトル・クロス。必死に逃げ惑いながら、それでも敵の単眼から目を逸らさない。四肢に叩き込まれている同胞フィルヴィスの教えに縋すがり、攻撃と防御は捨て、先読みによる回避と詠唱に全力をそそぎ込む。

　レフィーヤの全身が内から暴走するかのように過熱され、汗が飛び散った。

『！』

　携える杖とともに呪文を紡つむぎ続けながら、紙一重の回避を連続させるエルフの少女に、地中の門番トラップ・モンスターの頭部が動く。

　冠型の器官から青い閃光が放たれた。


『アァァ──────────────!!』




「【っっ──穿てッ、必中の矢ぁ】!!」



　再び繰り出される敵の『怪音波』に対し、張り合うように呪文を大声で奏でる。

　顔を歪めながら咆哮し、詠唱を完成させたレフィーヤだったが──回避した筈の鞭が蛇のように曲線を描き、左手首に巻き付いた。

（しまっ──!?）

　すかさず左腕ごと体を吊り上げられ、一挙、壁に叩きつけられる。

「あっっ!?」

　強打する背中、肺から引きずり出される呼気。

　詠唱が途切れ、足もとの魔法円マジックサークルも消失する。

　肉壁に叩きつけられたまま宙吊りの格好となるレフィーヤに、地中の門番トラップ・モンスターは残った触腕をくねらせ、慈悲なく振り下ろした。

（ぁ──）

　視界を埋めつくし迫りくる巨大な鞭に、レフィーヤの頭は真っ白になる。

　走馬灯のごとく脳内に駆け巡ったのは、食人花から己を守る金と銀の光──金髪金眼の剣士だった。

　次の瞬間、




「──こんっのぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」




　白い影が、走り抜けた。

「っ!?」

　レフィーヤを叩き潰そうとする触腕目めがけ、一直線に飛びかかる。

　鞭の軌道に対し真横から突っ込んだ白い影──ベルは、両手に装備した大戦斧を渾身の力で振り下ろした。

　激突する。

『!?』

　側面から弾はじかれる形で角度がずれ、巨鞭はレフィーヤの真隣にぶち当たった。

　すぐ側から伝わる衝撃と震動、そして一命を取りとめたことに息を呑んでいると、着地したベルは続けざま跳躍し、再び斧おのを振るう。

　レフィーヤの手首を束縛する触腕に大刃が食い込み、噴血、そのまま先端部を強引に断ち切った。

「……あ、貴方!?」

　戒めを解かれ穴底に落ちたレフィーヤは、目の前の少年を見上げる。

　敵から庇うように向けられる背中。

　溶けた全身の肌からうっすらと白い煙を上げながら、精製金属ミスリルの大戦斧──名も知らぬドワーフの形見えものを装備している。

　滴したたる血でその後ろ姿を赤く汚しながら、ベルは頭上の敵を見据えた。

『!!』

　右触腕の先端を断たれ身を揺すっていた地中の門番トラップ・モンスターは、単眼を血走らせ眼下を睨にらみ付ける。

　今度こそ息の音を止めようと頭部の冠を発光させた。

　不味いっ！　とレフィーヤが心の中で叫ぶ中、『怪音波』が放たれようとする。

　だが、そうはさせじと、ベルが右手を振り上げた。

「【ファイアボルト】!!」

　そして、砲声した。

　轟く緋色ひいろの雷いかずち、いや稲妻型の炎。

　眼前の光景にレフィーヤが時を止める中、何よりも速い炎雷が瞬く間に頭上を駆け上り──『怪音波』の発動を許さず、光冠に炸裂した。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ァッ!?』



　立て続けに打ち上げられた炎雷のその数、九。

　連射された『魔法』の全弾が命中し、地中の門番トラップ・モンスターの光冠は炎上する。

　頭部の器官は到いたるところが焼け落ち、高音波を放つ術を失った。

（む──無詠唱!?）

　未だかつて見たことのない、知識にも存在しないその『魔法』にレフィーヤは驚倒する。

　詠唱の無視ノータイム。『速攻魔法』。

　炎雷の速射砲──まさかの『魔法』の連射。

　──出鱈目でたらめだ!?

　魔導士であるレフィーヤは時と場所を忘れて叫び散らしたくなった。

「レフィーヤさん、呪文を!!」

　肩で息をしながら少年が吠える。

　呆然としていたレフィーヤもはっと顔を上げると、そこには大量の火の粉を払いのける極彩色のモンスターがいた。

　未だ光冠を燃やす炎に悶もだえ苦しみながら、怒りの眼差しをレフィーヤ達にそそいでいる。

　殺意を漲みなぎらせる地中の門番トラップ・モンスターに対し、ベルは身構えていた。

　自分の魔法火力ではいくら連発しても敵を突破できないと言外に告げ、そして魔導士あなたを守り何が何でも時間を稼ぐと、その背中で意志を叩きつけてくる。

　盾を使った指の骨は無残にも砕け、全身をぼろぼろにし、それでも大戦斧を握り締めながら。

「……私、貴方のこと、嫌いです」

　ぽつり、と。

　レフィーヤは呟いた。

　自分よりＬｖ．が低いくせに格好を付けて。

　ずるい『魔法』まで持っていて。

　身のほども知らずアイズを独り占めして、面倒まで見てもらって。

　けれど。

「でも、信じます」

　彼は、冒険者だ。

　そして自分は──魔導士だ。

　肩越しに向けられるその深紅ルベライトの瞳を、レフィーヤは、信じた。

「──いきます」

　魔杖《森のティアードロップ》を構え、極大の魔法円マジックサークルを展開する。


『──────────────────ッッ!!』



　レフィーヤの膨大な『魔力』に引き寄せられ、地中の門番トラップ・モンスターが動く。

　最初にして最後の攻防。

　少年は大戦斧を構え、少女は歌を口ずさんだ。

「【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら】」

　地を蹴り『並行詠唱』を開始するレフィーヤの動きに合わせ、二本の触腕が追尾する。

　その細い体を破壊せんとする巨大な鞭を、ベルが先読みからの疾走で肉薄し、側面から叩き落とす。

　歯を食い縛りながら、全身に鞭を打ち、ことごとくを迎撃した。

「【汝、弓の名手なり】」

　地中の門番トラップ・モンスターは一つの失敗を犯した。

　いや、その身がもつ特性故ゆえの欠点を、さらけ出してしまった。

　いかなる状況でも『魔力』に反応するという性質。

　その矛先を詠唱するレフィーヤではなく、満身創痍そういのベルに真っ先に向けていれば、彼はあえなく最期を迎えていただろう。冒険者という盾を失ってしまえば魔導士の少女も捻ひねり潰すことができた。

　だが前衛壁役ウォールに守られる筈のレフィーヤが、『並行詠唱』を行い囮おとり役も務めることで、ベルの『技』を十全に発揮する機会を与えてしまう。

　すなわち【剣姫】に叩き込まれた、敵の攻撃を側面から弾く防御方法。

　本来、潜在能力ポテンシャルの差により正面から防ぐことはかなわずとも、レフィーヤという囮デコイに触腕が引き寄せられることで、その側方を掠め取り打ち落とすことが可能となる。ベルは己の俊足を活かし、大戦斧をもって幾度となく攻撃の軌道をずらしていった。

　それも回避行動を兼ねるレフィーヤの『並行詠唱』があってこそである。

　レフィーヤとベル、同じ一人の少女を師事した二人の努力と成果が絡み合い、窮地の中で結実した。

「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅ──】」

　僅わずかな攻防の間に駆け抜ける短文詠唱。

　終曲を迎え一気に練り上げられる『魔力』の規模に、地中の門番トラップ・モンスターが恐れるように渾身の一撃を繰り出す。

　交差して放たれた二本の触腕に、ベルはやらせまいと大戦斧とともに突撃した。

「ぐっっ!?」

　側面を叩いたにもかかわらず衝撃に押し負け、ベルの体は吹き飛び、精製金属ミスリルの斧は放物線を描いて舞い上がる。

　だが、防いだ。

　少女の山吹色の長髪を掠め、逸れた一撃が上方の肉壁に衝突する。

　穴全体を揺らす震動が発生する中、レフィーヤは力強い歌声を響かせた。

「【──穿て、必中の矢】！」

　詠唱が完成する。

　次の瞬間、縦穴中央、地中の門番トラップ・モンスターの直下に躍り出たレフィーヤは両手に持つ杖を頭上に突き出す。

　赤い世界を鮮烈に染める山吹色の輝き。

　大輪の魔法円マジックサークルを全域に広げ、魔法名を唱えた。




「【アルクス・レイ】!!」




　放たれる光の砲撃。

　大光閃が直上へと驀進ばくしんする。

　突き進んでくる光柱にモンスターは咄嗟に触腕を引き戻し、進路上に割り込ませ、打ち払おうとするが、無駄であった。

　蹴散らされる。

　多大な精神力マインドが装塡そうてんされた砲撃は一対の鞭を貫通し、敵本体、地中の門番トラップ・モンスターに直撃した。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



　縦穴と同化している蛇のごとき下半身がたわみ、大光閃ごと凄まじい勢いで敵本体が打ち上がる。

　耳を聾ろうする爆音が鳴り響き、固く閉ざされている蓋に衝突した。

　しかし──『森の番人』は、光の柱を外に出すことを許さなかった。

「受け止めた!?」

　触手を失った両腕を広げ単射魔法アルクス・レイを止める敵上半身、光の暴威に押され刻一刻と裂けながらそれでも破れることのない紅蓋。大光閃が押しとどめられ、突破できない。

　視線の先の光景にレフィーヤは驚愕する。

　特異なモンスター、捕食と迎撃の役割分担。

　冒険者を閉じ込める『檻』。

　体内を破られないための仕樣。

　特化された魔法耐性──。

　地中の門番トラップ・モンスターたる敵の属性に対し憶測が駆け巡る。

　が、知ったことか、とレフィーヤは眦を吊り上げ押し切ろうとした。

　発生する砲撃と怪物の拮抗きっこう、光の飛沫。

『魔法』を受け止める敵本体の黄緑おうりょくの皮膚が焼け、上がるモンスターの絶叫も閃光の雄叫びにかき消される。突き出された《森のティアードロップ》先端部の魔宝石まほうせきが青白い輝きを放ち、つぎ込まれる妖精エルフの更なる精神力マインドと共鳴した。

　レフィーヤが砲撃の出力を上げようとする最中さなか──閃光の余波によって焼け爛ただれる巨大な単眼が、怨念を込めるかのように睨み付けてくる。

　直後、縦穴全体が鳴動した。

「なっ……!?」

　肉壁が、隆起する。

　まるで次々と腫瘍が発生するかのように、四方の壁がぼこぼこと醜怪な音を立てて膨れ上がり、中央にいるレフィーヤのもとに迫ってくる。穴底に満ちる溶解液が波となって足もとに押し寄せてきた。

　──押し潰す気!?

　せり負けるのも時間の問題と悟り、体内組織を暴走させ、こちらを道連れにするつもりだ。

　縦穴もろとも自壊させ、圧殺する気だ。

　相手の目論見に気付いたレフィーヤの全身が焦熱に犯される。『魔法』で敵を撃ち抜こうと体中の力をかき集めるが、モンスターは破滅と崩壊の猛り声を上げ大光閃を押し返してくる。

　迫りくる肉壁、呑み込まれていく冒険者の遺骨。

　レフィーヤの顔が罅ひび割われるように歪んだ。

　そこに。

　リン、リン、と。

「──え？」

　レフィーヤの耳朶じだに、場違いな鐘チャイムの音が届いてくる。

　引き寄せられるように振り向くと、傷付いた少年が、立ち上がろうとしていた。

　その右手に純白光の粒子を集束させながら。


「……ッッ!!」



　モンスターに吹き飛ばされた体を引きずりながら、膝まで水位が上がった溶解液をかき分け、呆然とするレフィーヤのもとへ進む。

　今も砲撃を放ち続ける少女の隣に並び、光粒を纏まとう右手を、天へ伸ばした。


「撃ち、ますっ……！」



　歯を食い縛りながら、右手首を左手で摑む。

　砲身を固定するベルに、レフィーヤは目を見開き、すぐに顔を振り上げた。

　少年とともに敵を見据えながら──負けるものかと──全身の『魔力』を爆発させる。

　輝きを増す少女の大光閃。

　そして、集束する少年の白光。

　二十秒分の鐘音サウンドベル。

　次には、少年は引鉄を引く。




「【ファイアボルト】」
















　純白の咆哮が放たれた。


『────────────────────────────』



　白き光粒に縁取られる大炎雷。

　少女と肩を並べ解放された二発目の砲撃に、地中の門番トラップ・モンスターの全身が白く染め上げられる。

　閃光と重なり合う炎の雷がその体に炸裂した瞬間、閉じられた縦穴の蓋ごと、粉砕した。

　モンスターを、跡形もなく吹き飛ばす。

「っっ！」

　怪物の断末魔をも消滅させる砲撃の雄叫び、天に突き刺さる光と稲妻の柱。

　地面を爆発させ、森の屋根も突き抜け、水晶の夜空がレフィーヤの視界に飛び込んでくる。出口が、開かれた。

　それと同時に、大地に寄生していた縦穴モンスターを失い岩盤が一気に崩壊した。

　とうとう力を使い果たした少年の体を抱き、膝を思い切り屈かがめ、レフィーヤは跳躍する。

　Ｌｖ．３の脚力をもって頭上高く飛び上がり、崩れ落ちてくる岩を一度蹴けり飛ばしながら、『迷宮の楽園アンダーリゾート』に脱出した。
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「ちょっ、何あれー!?」

「砲撃魔法!?」

　突如姿すがたを現した光の奔流は、18階層にいる全ての者達を騒然とさせた。

　上空へと突き立つ輝かしい光柱。中央樹が伸びる大草原からも、湖畔の島に築かれる宿場街リヴィラからも、そして【ロキ・ファミリア】の野営地からもその光景は確認できた。

　夕飯を食べ終えていた【ロキ・ファミリア】の団員達は飛び上がり、ティオナやティオネを筆頭に木の上へと躍り出て声を上げる。

　絡み合う閃光と白光が直上にあった天井水晶の一角に炸裂し、爆音を奏で、すぐにギャアギャアというモンスターの叫び声が木霊こだましてきた。

「森の奥……階層の東？　何であんな場所から」

「ねぇ、もしかして……レフィーヤだったり？」

　ティオネの呟きに、ティオナは木の上から眼下を見下ろす。

　天幕から出て光の柱に瞳を細めるフィン達派閥幹部、ざわめく下位団員、啞然としているヘスティア達、それら野営地のいずれの光景の中にもレフィーヤはいなかった。

　凄まじい砲撃の出力も彼女の『魔法』を連想させる。

　先刻から白髪の少年と一緒に姿を消しているエルフの後輩を、ティオナ達は真っ先に思い浮かべた。

「っ！」

　そんな中、アイズは一人、野営地から飛び出した。

「あっ、アイズー!?」

　ティオナ達の呼ぶ声を瞬く間に背後に置き去りにする。

　光の柱は既に消失していた。代わりに水晶の破片が青いきらめきとなって舞い落ちている。

　クリスタルの欠片が細氷のように降る地点、階層東端を目指して、アイズは剣を携えて疾走した。
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　膨大な土煙が立ち込めている。

　大森林の一角には地雷が爆砕したかのような光景が広がっていた。

　環状列石ストーンサークルのごとく草地に立っていた水晶の柱が罅割れては横に傾き、倒壊し、巻き起こった衝撃のほどを物語っている。そのすぐ真上では枝葉で覆われていた森の天蓋が巨大かつ綺麗な丸穴を開けており、そこから天井水晶の無数の破片がぱらぱらと降りそそいでいた。


「はあっ、はぁっ……！　ちょっと、大丈夫ですか!?」



「……は、はぃ……」

　蒼然と輝く粉雪を彷彿させる水晶片を浴びながら、レフィーヤは肩と肩を密着させている少年に呼びかける。

　消滅したモンスターの体内から間一髪脱出だっしゅつした二人は、崩壊した縦穴付近の草地で膝をついていた。息を切らしながらもまだ余裕のあるレフィーヤと比べ、ベルは疲弊し切った姿を晒している。

　まるで最後の砲撃の代償を支払ったかのように、その体からは力が失われていた。もとより頭部の出血や溶解液によって焼け焦げた皮膚など、体の損傷は多い。インナー型の火精霊の護布サラマンダー・ウールだけが大した溶けた跡もなく健在だった。

　野営地に置いてきた回復薬ポーション入りの小鞄ポーチを歯がゆく思いながら、レフィーヤはベルの肩を支えながらこの場を離れようとする。

「何だ、これは!?」

　その時、叫び声が響く。

　驚くレフィーヤが振り向くと、森の奥、階層東端の絶壁の方角から男達が駆け付けてくるところだった。大型のローブに額当て、口もとまで覆う頭巾。レフィーヤ達が追跡していた闇派閥イヴィルスの残党である。

　壊れ果てた水晶の林の中で、傷付いているレフィーヤとベルを見つけ、二人の残党は驚愕を剝き出しにした。

「【千の妖精サウザンド・エルフ】……【ロキ・ファミリア】!?」

「巨靫蔓ヴェネンテスを倒したのか!?」

　レフィーヤの顔を見て正体を察するのと同時に、闇派閥イヴィルスの残党は二人が自分達を追跡し、罠に嵌はまり、そして地中の門番トラップ・モンスターを撃破したことをすぐさま理解した。

　隠している布の上からでもわかるほど顔を歪め、忌々いまいましいとばかりに歯ぎしりする。

「おのれっ……!?　食人花ヴィオラスを出せ！」

　二人の内、体格のいい男が叫び、すぐにもう一人が横手の茂みへ駆け出す。

　汗を流すレフィーヤは不味いと焦あせった。状況を察し歯を食い縛るベルとともにこの場から離脱しようとするが、そんな彼女達をあざ笑うかのように、間もなく。

　男が消えた茂みの奥から黄緑おうりょく色の長軀が次々と、ずるずると這い寄ってきた。

「っ……!?」

　檻が開け放たれる金属音が続き、食人花のモンスターが続々と出現する。あっという間に周囲を包囲されたレフィーヤはベルともども青ざめた。

　数が多い。十体はいるか。

　蛇のごとく現れたモンスター達はその長軀で逃げ道を塞ぎながら、鎌首をもたげる。

「ここで死ね、冒険者ども！」

　巻き添えを食らわぬよう闇派閥イヴィルスの残党が離脱する中、モンスターの群れは閉じていた蕾つぼみを一斉に開花させた。毒々しい極彩色の花弁、そして醜悪な大顎があらわになる。

　牙きばから滴る大量の粘液が、草地に転がった水晶の上にぼとぼとと落ちていく。

「くっ……!?」

　地中の門番トラップ・モンスターとの一戦でレフィーヤも少なからず消耗している。何よりこちらには碌に身動きが取れないベルがいる。

　状況は最悪だった。少なくとも絶体絶命の文字が脳裏にちらつく程度には。

　せめて巻き込んでしまった彼だけでも逃がさなければ、と。

　レフィーヤは玉砕覚悟で食人花の群れを相手取ろうとする。

　今にも飛びかかろうとする食人花の群れ、狭ばまっていく包囲網を前に、ベルを支えながら愛用の杖を握り締めた。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　そして破鐘われがねの吠声ほえごえが轟いた直後。

　一陣の風が、凄まじい勢いで戦場に介入した。

『ガッッ!?』

「──えっ？」

　レフィーヤ達に飛びかかろうとした一体の花頭が薙ぎ飛ばされ、他の食人花を巻き込み地面に横転する。

　折り重なる衝撃と轟音。眼前の光景に、身構えていたレフィーヤとベルが呆ほうけていると、強烈な一撃を見舞った強襲者は草地に着地する。

　──アイズさん？

　一瞬、憧憬しょうけいの少女を思い浮かべたレフィーヤの瞳に映るのは──風に揺れるロングケープだった。

「不穏な騒ぎを聞きつけてくれば……新種のモンスター、ですか」

　右手に提げられた長い木刀、薄手の戦闘衣バトル・クロス。

　そして深く被ったフードによって隠された相貌。

　こちらを守るように背を向けた一人の冒険者に、レフィーヤは双眸を驚きに染める。

　確か、昨夜の救助隊の中に紛れ込んでいた──。

「──覆面の、冒険者？」

　目を見張るレフィーヤの側で、ベルもまた掠れた声を落とす。

「リュー、さん……」

　颯爽さっそうと駆け付けた、たった一人の援軍が食人花の群れの前に立ちはだかる。

　相手の長軀をまとめて吹き飛ばした木刀を、殲滅せんめつの意志をもって振り鳴らした。

「エルフ、クラネルさんと一緒にそこにいなさい」

「は、はいっ!?」

　眼前の背中から投じられる凛然とした声にレフィーヤが頷いた瞬間、風が起こった。

　とんっ、という草地を蹴る鋭い音の後、姿をかき消し──正面にいた個体を吹き飛ばす。

　先程の光景とそっくりそのまま、木刀一本で巨体を誇る食人花を薙ぎ払った。鼓膜を滑り抜ける快音にレフィーヤが瞠目する暇もなく、覆面の冒険者はそのまま大きな円を描き、周囲を取り巻くモンスターを蹴散らす。

　少年と少女に群がろうとする敵勢を、一挙に遠ざけてしまった。

（は、速はやっ……!?）

　まさに疾風のごとき動きに硬直するレフィーヤ。

　Ｌｖ．３の動体視力をもってしても追い切れない。苦しみ悶える食人花達が無数の触手を撃ち出すが、覆面の冒険者は素早くかいくぐり、再び強烈な一撃を叩き込む。まだ残っていた水晶の柱にモンスターの長軀が叩きつけられていった。

　あまりの速度と鋭い連撃に、ベルともども戦慄してしまう。

「なっ……!?」

　それは闇派閥イヴィルスの残党も同じだった。

　離れた場所より虐殺の光景を見届ける筈だった彼等は、その一方的過すぎる戦闘に愕然がくぜんと声を漏らす。

「……これは」

　圧倒的な攻勢を繰り広げる覆面の冒険者だったが、いくら吹き飛ばされようが怒りの吠声を上げて起き上がってくる食人花に呟きを落とす。

　木刀から伝わる体皮の感触、厄介なまでの硬質さに気付いたようだった。いくら力を振るっても破砕できない硬皮にかえって驚嘆の素振りを見せている。

　はっとしたレフィーヤは、咄嗟に声を飛ばした。

「そ、そのモンスターに打撃は効きません！　斬撃が有効です！」

　一瞬フードから覗いた同胞エルフの耳、また剣姫アイズにも似た激烈な高速戦闘に目を奪われながら、己の知っている情報を投げ渡す。

「後は、『魔力』に反応します！」

　直後。

　左手に小太刀を装備し触手を斬り払った冒険者は、空色の瞳を細め──詠唱を開始した。

「──【今は遠き森の空。無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ無限の星々ほしぼし】」

『並行詠唱』。

　レフィーヤの瞳が、あらん限りに見開かれる。

　高まる『魔力』に一斉に引き寄せられる十もの食人花、飛び交う咆哮と触手。それら全てを往いなし、断ち切り、はね返し、疾走を続けながら、覆面の冒険者は高らかな歌声を戦場に響き渡らせる。

「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を。汝を見捨てし者に光の慈悲を】」

　攻撃、移動、回避、詠唱。防御を含めれば五つの行動を高速で同時展開してのけている。何より恐るべきことは、詠唱しているにもかかわらず、その圧倒的な戦闘速度が欠片も落ちていないということだ。

　レフィーヤは計り知れない衝撃に襲われた。

　想起されるのは『魔法剣士』であるフィルヴィスの姿。だが超短文詠唱型の『魔法』を用いる彼女とは異なり、今いま奏でられているのは長文詠唱。魔法円マジックサークルこそ展開されていないものの、放たれようとしているのは間違いなく高火力による『砲撃』である。

『並行詠唱』の使い手と、『魔法剣士』。

　この二つを明確に区別するものは『魔法』の威力のほどと言われている。より一般的に論じるなら、魔法円マジックサークルの有無だ。

　前者が主に『魔法』を一つの武器として扱う前衛中衛出身であるのに対し、後者は『魔導アビリティ』を修得するほど『魔法』に特化し、単独かつ前線で戦える者達を指す──レフィーヤやリヴェリア等らを分類するなら『並行詠唱』を修得した後衛魔導士、すなわち移動砲台だ──。

　よって厳密に言えば、あの覆面の冒険者は『魔法剣士』ではない。

　レフィーヤ達たち後衛職出身の人間とはそもそもの根本が異なる存在──エルフの戦士だ。

（フィルヴィスさんより、リッ、リヴェリア様より……!?）

　覆面の冒険者の『並行詠唱』の精度は、純粋な後衛魔導士であるリヴェリアのそれより、遥かに鋭く、速く、苛烈かれつであった。

　いや違う。あの都市最強魔導士の彼女より、歌い慣れているのだ。

　単純な『並行詠唱』を用いてきた回数。

　激戦の最前線で、誰にも守られることなく何度も『並行詠唱』を紡いできたかのように、これまで幾度となく勝利の歌をもたらしてきたかのように、彼女は刃を振るい、凄烈な歌を唇に乗せる。

「【来きたれ、さすらう風、流浪るろうの旅人ともがら】」

　あの【剣姫】を彷彿させながら、彼女との間に存在する決定的な違いがあった。

　白兵戦だけでなく敵の大群を一瞬で殲滅可能な、魔法火力。

　前衛職に相応ふさわしくないこの『魔力』の規模と詠唱量は、上位魔導士の砲撃に匹敵する。

　まさに自分レフィーヤとアイズが組み合わさったかのような、より速さに特化した高速移動砲台だ。

「【空を渡り荒野を駆け、何物なにものよりも疾とく走れ──】」

　全ての敵を自分のもとに一手に集めながらものともしないエルフの戦士、第一級冒険者でさえ目を見張るだろう『並行詠唱』の使い手に、レフィーヤは言葉を失ってしまう。

　一陣の風のように舞いながら歌う彼女の姿に、ベルも見惚みほれていた。

「【──星屑の光を宿し敵を討て】！」

　間もなく詠唱が完成を遂げる。

　同時に後方へ跳躍し、大きく間合いを取る覆面の冒険者。

　右手に持った木刀を食人花の大群に向けながら、無数の大光玉を己の周囲に召喚した。

「【ルミノス・ウィンド】!!」

　緑風を纏った星屑ほしくずの魔法が発動する。

　レフィーヤの持つ手札の一つと同種。弾丸の総数で勝る斉射砲撃ヒュゼレイド・ファラーリカに対し、一発の砲弾の規模で上回る広域攻撃魔法。

　覆面の冒険者に追い縋ろうとしていた食人花の群れは、大光玉の一斉砲火に呑み込まれた。


『──────────────────────────ァァッ!?』



　夥おびただしい炸裂音が巻き起こる。

　食人花の群れは命中した側から体軀が抉えぐり取られ、光滅し、花弁や触手を跡形もなく吹き飛ばされた。あまりの威力に『極彩色の魔石』は例外なく爆砕し、モンスター達の肉体は全て灰と化す。

　砲撃による鳴動、うずたかく積もる怪物達の死骸、そして立ち上る灰粉の煙……視線の先で形成される光景に、肩を貸すレフィーヤとベルは顔を痙攣けいれんさせた。

「……少々、やり過ぎました」

　そんなことをのたまいながら、覆面の冒険者はある方向に一瞥を飛ばす。
















　空色の瞳を森の奥に向けると、隠れていた闇派閥イヴィルスの残党は慌てて逃げ出した後だった。

　もう何か仕掛けてくる気配はない。戦闘の終了である。

　巻き起こる風にケープをなびかせながら、彼女は小太刀と木刀を剣帯に収めた。

　やがて、美しい脚線を半ばまで隠すロングブーツを鳴らし、レフィーヤ達のもとへ真まっ直すぐ向かってくる。

「あ……た、助けて頂いて、ありがとうございました……それで、あ、貴女は……？」

「問答は後です。先に治療を済ませます」

　目の前までやって来た同族の冒険者に、レフィーヤがうろたえながら口を開くと、相手はこちらの体を見て言及を封じた。ベルは勿論、レフィーヤも体の傷が目立つ。

　言葉通り、覆面の冒険者はすぐに治療に取りかかった。

　まずはベルをその場に座らせる。なされるがままの少年はというと、正体を隠している相手の名を、レフィーヤもいるこの場で呼んでもいいものか口ごもっているようだった。

「あ、あの……」

「動かないでください、クラネルさん」

　覆面の冒険者は片膝をつき、右手を添えるようにベルの顔へ近付ける。

「【今は遠き森の歌。懐なつかしき生命いのちの調べ】」

　そして、先程とは別種の呪文を唱え始める。

「【汝を求めし者に、どうか癒いやしの慈悲を】」

　レフィーヤもベルも、まさかという表情を浮かべた。

「【ノア・ヒール】」

　彼女達の予想通り、『回復魔法』が行使される。

　木漏れ日にも似た暖光がベルの頭の裂傷を、顔のすり傷を、時間をかけて塞いでいく。

　覆面の冒険者は暖光が集まる手の平を、溶解液によって焼け爛れた皮膚や打撲箇所など、少年の体へ順々に当てていった。

「か、回復魔法も使えるんですか……？」

「ええ。回復薬ポーションのように即効性がないので、使用できる場所は限られていますが」

　消費する精神力マインドも先程の攻撃魔法と比べ効率が悪い、治療師ヒーラーとは比較するまでもない。覆面の冒険者はそのようにベルの質問に答える。

　冒険者としても魔法種族エルフとしてもその万能振りを見せつけられ、砲撃馬鹿もとい火力特化のレフィーヤは色々自信を叩き折られそうになったが、少年の番が終わると同様に治療してもらった。

　二人の体から外傷が消え、溶かされていた皮膚もすっかり元通りになる。

　精神力回復薬マジック・ポーションも分け与えられたベルは、よろよろとふらつきながらも自力で立ち上がった。

　あらためて覆面の冒険者と向かい合うレフィーヤは、今度こそ色々尋ねようとした、が。

「さて、クラネルさん……事情はわかりませんが、流石に私も失望しかけています」

「うっ……」

　エルフである相手は、非難にも似た眼差しを向ける。

　フードの奥で細められる空色の瞳に、ベルはたじろいだ。

「私の記憶が正しければ、森で迷子になっていた貴方を、野営地に送り届けたばかりなのですが」


「す、すいませぇんっ……！」



「夜の森は危険だと伝えた筈です」

　説教とばかりに、森をさまよった挙句しっかり死にかけていることを咎とがめる覆面の冒険者。肩をすぼめながら頭こうべを垂れるベルの姿も相まって、丸っきり近所の年上の女性に叱られる少年の図である。

　一目でわかる上下関係だった。

「まっ、待ってください！」

　そこで。

　レフィーヤは、慌てて前に乗り出した。

「私のせいなんです。全部、私のせいで……この人を、巻き込みました」

「……」

「この人は悪くない……だから、誤解しないでください、同胞どうほうの人ひと」

　レフィーヤは、ベルを庇った。

　驚く少年を他所に、口を閉ざす同族の女性と視線を交わし合う。

　やがて散々ためらった後、絞り出すようにして、はっきりと告げた。

「……私を、助けてくれました」

　闇派閥イヴィルスのいざこざに巻き込んでしまったことは言うまでもないし、地中の門番トラップ・モンスターとの戦闘ではベルがいなければ危なかった。

　少年を認めたくない感情は確かにあるものの……守ってくれたことには感謝している。

　ぐぬぬぬっと唸りたい衝動を堪えながら、レフィーヤは自分の非を認め、少年を責めるのはお門違いだと訴えた。

　それを静かに聞いていた覆面の冒険者は、ふっ、と。

　フードの奥で、確かに微笑んだ。

「貴女のような同胞どうほうに会えて、私は嬉しい」

　己の矜持プライドに逆らって非を認めることのできる、およそエルフらしくないエルフの存在に対し、その声音は喜びを滲ませていた。

　恐らく心からの喜びの文句に、レフィーヤはつい頰を染めてしまう。

　同族の女性はベルに向き直り、軽く頭を下げた。

「申し訳ありません、クラネルさん。早まった真似をしてしまいました」

「い、いえ……僕も、悪いので」

　謝罪する覆面の冒険者と頭に片手をやるベル。

　誤解が解けたことに安堵しつつも……この声と立ち振る舞い、どこかで聞いたり見たりしたことがあるような……具体的にはどこかの酒場で……と覆面の冒険者に対してレフィーヤは喉に小骨が引っかかったような疑問を膨らませる。

　頭を抱えながら一人で悶々としていると──木を蹴る音を響かせ、金髪金眼の少女が頭上から姿を現した。

「レフィーヤ！」

「アイズさん!?」

　自分達から離れた場所にだんっと着地したアイズに、レフィーヤは振り返る。

　驚くレフィーヤとベルの無事な姿にアイズがほっとした表情を見せると、すぐに覆面の冒険者の存在にも気付いた。

「【剣姫】……」

　覆面の冒険者もアイズの二つ名を呟き、フードで自分の顔を隠す。

　更に彼女に続きこちらに向かってくる気配に気付いたのか、「「あ」」とこぼすレフィーヤ達のもとから草地を蹴って後方に下がった。

「彼女がいればもう大丈夫でしょう。気になることもあるので、私はこれで」

　二人に言葉を投げ、失礼します、と覆面の冒険者はアイズがやって来たのとは逆方向へ去る。

　森に消える彼女をレフィーヤもベルも、アイズも黙って見送った。

「二人とも、大丈夫？　何か……あったんだよね？」

　やがて、こちらへ足を運んだアイズが、二人の格好を見て気遣わしげに尋ねてくる。

　そうだっ、とレフィーヤがここで見聞きしたものを説明しようとすると、

「リヴェリア、いたわ！」

「アルゴノゥト君もいるよー！」

　ティオネ、ティオナがこの場に到着した。

　アイズと同じように樹上を跳んで来た彼女達と合流し、レフィーヤはことの経緯と自分の推測を三人に語った。勿論、部外者であるベルには聞こえないよう輪から外して。

　遅れて来たリヴェリアが姿を現す頃、話を聞き終えたアイズ達は神妙な表情を浮かべていた。

「……事情はわかったわ、ここは私達とリヴェリアで調べるから、レフィーヤ、あんた達は一度キャンプに戻りなさい。アイズはこの二人を送って」

「え……ま、待ってください、ティオネさん!?」

　ここであったことを直接見みた自分も調査に加わる、と志願しようとするレフィーヤだったが、ティオネは発言を制した。

「大人しく聞きなさい。キャンプに残ってる団長に詳しい情報を説明するの、あんたにしかできないんだから。ねぇ、リヴェリア？」

「ああ。情報によってはフィンが他の団員達を動かす。早く知らせるに越したことはない」

「うっ……」

　白銀の長杖を携えながら歩み寄ってきたリヴェリアにも言い含められ、レフィーヤはぐぅの音も出ない。

　止とどめとばかりに、大双刃ウルガを抱えるティオナがにこやかに言った。

「それにレフィーヤもアルゴノゥト君もぼろぼろじゃん。無理しないで、早く休んだ方がいいって」

　アルゴノゥト君が可哀想かわいそうだよ、というその言葉にはっとして、振り返る。

　距離を置いた場所でたたずむベルは、傷が塞がったとはいえ疲労は隠せていなかった。治療魔法や回復薬ポーションでは癒いえない戦闘の──恐らく最後の砲撃の──反動が、我慢している面持ちから見え隠れしている。

　少年を巻き込むだけ巻き込んでおいて、まだ仕事があるのでハイさよなら……それでは確かに心苦しい。合理性の問題ではなく、一人のエルフとしてである。

　決まりが悪い思いを抱えるレフィーヤは、「はい……」と素直に頷いた。

「アイズ、頼んだぞ」

「わかった」

　リヴェリアから携行用の魔石灯を受け取り、アイズは二人の護衛につく。

　手を振るティオナ達に一度別わかれを告げ、レフィーヤ達は野営地へ向かい始めた。

「……平気？」

「あはは……大丈夫です。一応、治療してもらったので」

　三人で夜の森を行ゆく中、アイズがやはり心配そうに尋ねてくる。

　無理矢理笑わらうベルは、空元気を装うが、おもむろに足もとを見下ろした。

「でも、靴がぼろぼろですね……」

　アイズの持つ魔石灯に照らされるのは、もはや原型をとどめていないブーツである。

　レフィーヤとベル、互いの戦闘衣バトル・クロスには何箇所も溶けた跡があった。

　その中でも溶解液に浸り続けていた足先は酷い。皮膚も先程までそうだったが、靴やブーツは虫食いのように穴だらけになっている。

　野営地には脱装した装靴グリーブがあるんですけど……とそう言葉を濁すベルを、ちらちらと横目で窺うかがっていたレフィーヤは、努めて無愛想な口調で言った。

「キャンプに帰ったら、代えのブーツ、上げます。なかったら街リヴィラに行って買ってきますから」

「えっ……い、いいんですかっ？」

「いいんですっ」

　振り向くベルに、再びつっけんどんな返事をする。

「勘違い、しないでくださいねっ。……巻き込んだのは、私のせいなんですから」

　ただそれだけですっ！　と。

　少年の方を向いて、嚙みつくような勢いで告げる。

　瞬きを繰り返していたベルは、ややあってこそばゆいような、そんな苦笑を浮かべた。

　気恥しさを誤魔化そうとするレフィーヤは、ぷいっと顔を前に向ける。

「……」

　そんな二人を、じー、と見ていたアイズが口を開いた。

「二人とも……仲良く、なったね？」

「えっ!?」

　素っ頓狂な声を上げ、レフィーヤは勢いよくアイズに振り向く。

「ちっ、違いますアイズさん!?　誤解です！　そんなこと絶対ありえないというか、未来永劫えいごう訪れないことで……！」

「ははは……」

「ちょっとっ、貴方もアイズさんの誤解を解いてください!!　なに変な顔で笑っているんですか!?」

「やっぱり、良くなってる……」


「ち、違うんですっ、アイズさぁ～～～～～～～～ん!?」



　憧憬の少女の的外れな指摘に何とも言えない顔で空笑いするベル、こくこくと勝手に納得するアイズ、そして泣き叫ぶレフィーヤ。

　水晶の夜空に見守られながら、少年と少女達は、三人並んで帰路につくのだった。
















　地面から生える青水晶がうっすらと、ともすれば妖あやしく輝いている。

　階層東端からかけ離れた、深い森の一角。

　巨大なクリスタルに辺りを囲まれたその場所に、苦痛に呻うめく声が響いていた。

　荒い息づかいは二人分。その声音の主達たちに、薄闇うすやみの中でロングケープを揺らす人物は、携えた一刀の小太刀を振り鳴らす。

　付着した血が銀の刀身から飛んだ。

「さて、貴方達に色々聞きたい」

　フードを深く被かぶった覆面の冒険者は、低い声音で眼下の者達を見下ろす。

　地に崩れ落ちているのは二人の男だった。

　レフィーヤ達に食人花の群れをけしかけた、あの闇派閥イヴィルスの残党である。

　額当てと頭巾を剝はぎ取られた大柄なヒューマンとエルフの青年は、自分達を見下ろす冷酷な空色の瞳ひとみに恐怖を滲ませていた。

「あの新種のモンスターを放ったのは、貴方達か？　もしそうなら、ここで何をしようとしている？」

　同胞の少女と白髪の少年を『魔法』で癒いやした同一人物とは思えないほど、覆面の冒険者の声音は冷然としていた。

　周囲の茂みや水晶には飛び散った血痕が刻まれている。男達の四肢の腱けんは無残に切断されており、身動き一つ取れない状況であった。

　覆面の冒険者は、レフィーヤ達と別れた後、彼女達を襲撃したこの男達の後を追っていた。ひとえに新種のモンスターの存在を危ぶんでのことである。後は、一抹の懸念があったからだ。

　この大森林はエルフである彼女の庭だった。

　ここには友の遺品が突き立つ墓場があり、それに手向たむけるための白い花が咲く木の根もと、果てには果実が実る場所まで知りつくしている。彼女が追跡に乗り出した時点で男達が逃げ切れる道理はなかったのだ。


「ぐぅっ……!?」



　仰向あおむけに転がる男達のローブははだけていた。開いた布の下には全身に巻かれた真まっ赤かな紅玉、自決用の『火炎石』が無数にある。

　彼等は歯に毒の類を仕込んでいない。自ら命を絶ったとしても、己おのれの体皮を燃やす自爆でなければ背に刻まれた【神聖文字ヒエログリフ】の刻印──己の真名と主神の名が刻まれた『神の恩恵ファルナ』が『開錠薬ステイタス・シーフ』によって暴露されてしまうからだ。

　それがわかっているから覆面の冒険者も男達の口を塞ふさごうとしなかった。

　彼等らの生殺与奪の権を握るエルフの女性は、酷薄なまでに言葉を重ねる。

「それに、その自決用の装備……私はそれを見たことがある」

　一人の友の命を奪った装備だ、と。

　一層低い声音を吐き捨て、その双眼を見開く。

「彼かの派閥の生き残り──闇派閥イヴィルスの残党か」

　甚大な殺気が解放される。

　憎悪を飛び越えたあまりに純粋かつ強烈な殺意に、闇派閥イヴィルスの残党達は震え上がった。

　身を竦すくませ、夥おびただしい脂汗を流し、大柄なヒューマンに限っては失禁まで催してしまう。

「何も喋しゃべらないようなら、その背中を辱はずかしめ、お前達の素性を暴く。暴いて、邪神に与くみする者達を必ず滅ぼす」

「よっ、止せえっ!?　やめろォ!?」

　堪たまらずヒューマンの男は悲鳴を散らした。

　己を見下ろす妖精の皮を被った悪鬼から必死に距離を取ろうとするが、かなわない。

　男が何度も身を揺すりもがく中……エルフの青年は、顔を引きつらせながら、笑った。

「は、はははっ……」

「何がおかしい」

「し、知っているぞ、その瞳……復讐を誓い、遂げた者の眼だ」

　私と同じだ、とエルフの青年は嗤わらう。

　憐憫れんびんに嘲笑。それらを含め見上げてくる相手の眼差まなざしに、覆面の冒険者は底冷えするほどに瞳を細める。

「名も知らぬ同胞よ。愛した者と……死して別れた者と、また会いたくはないか？」

「死者は蘇よみがえらない」

「だが、再会することはできる」

「何を言っている」

　ふっ、ふっ、と何度も喘あえぎ、過呼吸に陥おちいりかけながら、青年はその美貌を歪ゆがませ笑い続ける。仲間のヒューマンが信じられないものを見るかのような、かつ慄然とした眼差しで彼の横顔を見つめていた。

　自分と同じ身の上、文字通りの同胞に情けをかけるように──禁忌きんきを犯すがごとく、エルフの青年は震える声音で囁ささやいた。

「我等が主あるじに、忠誠を誓え。そうすれば、お前にも──」

　その時だった。

　頭上より、鋭い銀光が走り抜ける。

　己に投じられた凶刃を覆面の冒険者が凄すさまじい反応速度で回避するのと同時、ヒューマンと、そしてエルフの青年の首もとに投剣が突き刺さる。


「が、ァ……？」



「なっ」

　ごぽっ、と血が噴き出す闇派閥イヴィルスの残党に、覆面の冒険者は驚愕きょうがくする。

　連続で投擲とうてきされた暗器。最初の投刃で男達から自分を遠ざけ、守られぬように本命の第二射を見舞ってきた。

　喉のどに空いた風穴からどくどくと紅血を溢あふれさせ、男達のそれ以上の言葉が封じられる中、覆面の冒険者はばっと刃が飛んできた方向を振り返る。

　木の枝の上で揺らめくのは、紫紺の外套フーデッドローブ。

　不気味な紋様の仮面を被った、謎なぞの人物だった。

『闇派閥イヴィルスノ残リ滓カスメ……足ヲ引ヒッ張ルダケノ無能ドモ』

　様々な肉声が折り重なった気色悪い声音に、何者だと覆面の冒険者が問う間際。

　右腕に嵌はめられたメタルグローブが、緋色ひいろの『魔剣』を懐から取り出した。

「──」

　短剣型のその剣身に、覆面の冒険者は時を止める。

　そして彼女の余計な行動を許さず、仮面の人物は間髪入れず『魔剣』を振るった。

　吐き出された炎塊が、虫の息と化している闇派閥イヴィルスの残党を呑のみ込む。

「くッ──!?」

　ケープを翻ひるがえし緊急離脱した直後、激しい爆発が巻き起こった。

『火炎石』に引火し、外部からによる強制爆破が敢行される。

　爆風に殴りつけられながらも何とか難を逃れた覆面の冒険者は、顔を上げた先に広がる惨状に目を眇すがめる。抉えぐれた地面、燃え盛る草木、そして黒焦こげとなりばらばらになった人であったもの。肉の焼けたおぞましい異臭が辺りに充満する。

　覆面の冒険者が頭上を見やると、既に仮面の人物は姿を消していた。

「……」

　遂行された口封じ。もはや得られる情報は何もない。

　フードの下で相貌を歪めるエルフの女性は、してやられたと臍ほぞを嚙かむ。

　溜息ためいきを漏もらしながら辺りを見回すと、幸い炎は周囲を囲む巨大なクリスタルに阻はばまれ、これ以上燃もえ移る心配はなさそうだった。煙と火の粉が漂う中、覆面の冒険者は無言で爆心地に近寄る。

　男達の所持品を調べることはやはり不可能であった。集まった『火炎石』の起爆が全すべてを吹き飛ばしてしまっている。

　焼けながら辺りに砕け散った肉片は、もはやどの部位かもわからない。

　覆面の冒険者は最後に哀れむように目を伏せ、その場から離れようとする。

「……？」

　不意に、視界を掠かすめた輝きに覆面の冒険者は足を止める。

　茂みの陰に隠れている光源のもとに近寄り、それを拾い上げた。

「これは……」

　闇派閥イヴィルスの残党の持ち物だろうか。だとしたなら相当な強度だ。爆風でここまで吹き飛ばされたのか。

　炎熱で多少溶とけた跡はあるものの、それはもとの形である球形をとどめていた。

　手の平に収まる大きさで、材質は人の手で作られた精製金属インゴット。

　内部には赤い球体──眼球のような物体が埋め込まれている。

　表面には共通語コイネーとも【神聖文字ヒエログリフ】とも異なる、『Ｄ』という形の記号が刻まれていた。

「……魔道具マジックアイテム？」

　怪訝けげんな呟つぶやきが小振りな唇から落ちる。

　やがて、覆面の冒険者は入手した球体を懐ふところにしまった後、素早くその場から立ち去るのだった。
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「やはり何も見つからないようだ、レフィーヤ」

　水晶の白光が降りそそぐ、18階層の早朝。

【ロキ・ファミリア】の多くの団員が手分けをして森を捜索している中、フィンの言葉にレフィーヤは呆然ぼうぜんとした。

「そんな……」

　昨日の戦闘から一夜。

　レフィーヤがもたらした情報をもとに、フィンはこの大森林の東端付近を団員達に調査させていた。『森の番人』である地中の門番トラップ・モンスターを設置してまで闇派閥イヴィルスの残党が何かを守っている、あるいは何かを隠している、というレフィーヤの説明を信じて。

　だが、結果は今しがた告げられたフィンの言葉通りだった。

　昨夜から現在にかけて範囲を広げながら調べ回ったものの、怪しい物品や痕跡は何も見つからない。

　階層の『朝』を迎え、戦闘の休息明けに舞い戻ってきたレフィーヤは、周囲の森とくたびれている団員達を見回しながら戸惑うしかなかった。

「で、でも……団長っ、確かに私達は極彩色のモンスターと戦ったんです！」

「君を疑っているわけじゃないし、話してくれた推測は僕も正しいと思う。それにあんな穴を見せられたら、信じないわけにもいかないさ」

　小人族パルゥムの首領が見つめる先、大地にはレフィーヤとベルが放った砲撃の跡がある。岩盤はまるで地割れが起きて崩れたかのようにすっかり滅茶苦茶になっていた。

　周囲にも横倒しになった水晶の柱塊がごろごろと転がっている。ただし環状列石ストーンサークルのごとき新たな水晶の林は既に地面から生え、復元されつつあった。どうやらこの一帯はダンジョンの修復速度が速いらしい。

　不壊属性デュランダルの長槍を携えながら、フィンは湖面のようなその碧眼へきがんを細めた。

「ここに何かがあった……あるいはまだ残っているのか」

「……」

「後者だとすれば、今の僕達では見つけられない代物のようだ」

　親指の腹を舐なめ、フィンは確信するかのように呟く。

「このまま捜索を続けても無駄だろう。勘だけどね」

「そ、それじゃあ……」

「ああ、撤退する。キャンプにいるガレス達も荷物をまとめ終える頃ころだろう」

　野営地ではアイズ達やリヴェリア、ガレスが帰還の準備を進めている。

　事故アクシデントが度重なった今回の『遠征』で、団員達の疲労も頂点ピークに達しかけている。出発日をずらすわけにはいかない。

　ロキと会い、いち早く互いの情報を共有する必要もある。

　フィンの判断に、レフィーヤが口を挟むことはできなかった。

「どちらにせよ、この地帯エリアが臭うことは変わりない。装備を整えて、あらためて調査するよ」

「……わかり、ました」

「じゃあ戻ろう。──ラウル、撤退だ、全員集めろ！」

「はいっす！」

　フィンの号令をもとに、周囲に散らばっていた団員達が集まり出す。

　レフィーヤは杖つえを握りながら、地中の門番トラップ・モンスターとの戦場跡地を眺めた。

　覆面の冒険者が、闇派閥イヴィルスの残党と接触したことを知るよしもないまま、【ロキ・ファミリア】は階層東端から引き上げるのだった。
















「兎うさぎ野郎がいるってどういうことだ!?　聞いてねえぞ!?」

「こううるさくなるからベートに説明しなかったんじゃーん。ほら、行った行ったー」

「おいこらっ、馬鹿ばかアマゾネス!?」

【ロキ・ファミリア】遠征隊、帰還当日。

　階層の『朝』が始まっている中、野営地は騒がしかった。

　どこもかしこも出発の準備に追われている。アイズの周囲では多くの団員が天幕をたたみ、まとめた物資を運搬用のカーゴに詰め込んでいた。そんな中で、ベルがこの野営地に滞在していたと聞いた狼人ウェアウルフのベートは、声を荒らげティオナやティオネに問いただしていた。

　解毒薬を運ぶため地上と迷宮を往復していたベートにとっては寝耳に水の話だろう。昨夜帰かえってきた後も、不眠不休だった彼はベル達たちの姿を目撃することなく寝入ってしまったからだ。

　ティオナ達はティオナ達で、これ幸いと伝えなかった節もあるだろうが。

「おいっ、アイズ！　兎野郎の話、本当か!?」

「はい……本当です」

　ティオナ達にすげなくあしらわれ青筋を立てていたベートは、アイズを呼び止めた。

　素直に頷うなずくと、彼は「どうなってんだ」と舌打ちし……おもむろに口を引き結んだ。

　やがて、珍しく挙動不審になる。

　アイズが首を傾かしげていると、彼は顔を寄せ、押し殺した声で尋ねてきた。

「お、おいっ、アイズ……ならあの話も、本当か？」

「あの話……？」

「あれだっ、あれっ、例のあのっ……あ～っ、てめえらの水浴びを覗のぞいたとか何とかの話だ！」

　剣姫けんき親衛隊もとい団員達が密告でもしていたのか、ベートは例の水浴びの件について言及してきた。途端に感情の乏しいアイズの表情が、目を見開き、頰ほおを中心に桜色に彩いろどられる。

　昨夜のようにもじもじと手をすり合わせ、足もとに視線を落とすアイズは、こくり、と無言で頷いた。恥ずかしさを隠せずに。

　少女の肯定を目まの当あたりにするベートは、衝撃を受ける。

「あ、あの野郎……俺おれでもできねえことを、易々と、だと？」

　わなわなと打ち震えるベートは確かに戦慄せんりつしているようだった。恐らく何かを誤解しながら。

「……アイズ」

　神ヘルメスに唆そそのかされての騒動だと慌あわててアイズが補足しようとすると、ベートは一転して、それまでの空気が噓うそだったかのように神妙な顔付きになった。

　その鋭い琥珀こはく色の瞳ひとみに荒々しい光を宿しながら、問うてくる。

「中層域ここに兎野郎がいるってことは……Ｌｖ．２になったのか？」

　青年の眼差まなざしに、こくりとアイズは再び肯定する。

「あの野郎……」

　ちッ、とベートは舌を弾はじき鳴らした。

「アイズ、兎野郎はどこにいる？」

「……」

　そしてベルの所在を聞いてくる。

　対するアイズは、深刻な顔で──傍はたから見ればいつもの無表情で──口を閉ざした。

　どこにいるかと問われれば、それは貸し与えた天幕の中だろう。先程女神ヘスティアとともにテントの中に入っていくのを見た。

　だが、アイズは教えたくなかった。正確には、ベートとベルを会わせたくなかった。

　遡さかのぼること約二週間前、『遠征』一日目のことである。７階層を移動中の際、アイズはどうしてそうなったのか少年ベルの憧憬しょうけいもとい目標とは青年ベートのことではないだろうかと盛大な衝撃ショックとともに思い付いてしまった。正直今いまもその疑念は捨て切れていない。今日まで何度も機会はあったのに怖くて少年に尋ねられなかった始末である。

　もし、予想が的中していたとしたらどうなるか。

　──ベートさん、貴方に認めてもらうために頑張りました！

　──あぁン、その程度で自惚うぬぼれてんじゃねえぞ！

　などというやり取りがアイズの頭の中で展開される。頭の中の少年はその瞳をキラキラと輝かせていた。

















　…………嫌だった。



　ものすごく嫌だった。

　具体的には心の中の幼いアイズが両膝ひざを抱えて塞ふさぎ込むくらい。

　とても見たくない。あと切ない。

　ので、アイズはしらばっくれた。


「………………あっちに」



　非常に白々しく、目をスススと横に逸そらしながら、全くの見当違いな方向を指差すアイズ。「あっちだな」と言って野営地の隅へずかずかと歩いていくベート。

　噓をついたことにアイズはめちゃくちゃ後ろめたい感情が生じたが、どうにもならなかった。そういえばベートもベートで呼称が『トマト野郎』から『兎野郎』に昇格ランクアップしている。……やはり危険である。ごくり。

「……おい、仲間の武器を整備したい。砥石といしや他ほかの道具を貸してくれ」

「ふむぅ？　それが人にものを頼む態度か、ヴェル吉よ？」


「…………どうか道具を譲ってくれ、頼む」



「ん～？　聞こえんなぁ～？」

「てめぇ……!?」

　そうこうしている内に、出発準備も佳境である。下位団員達が忙せわしなく行き来している中、野営地の中心地では椿ツバキがニヤニヤと笑いながら例の鍛冶師スミスの青年をおちょくって騒いでいた。彼女達【ヘファイストス・ファミリア】やベル達一行は、諸事情で部隊を二つに分ける内の後続隊、前行する隊の後に付いてくる手筈てはずとなっている。

　アイズは先鋒せんぽう隊であり、野営地の外れ──南側の連絡路方面にはその第一部隊の面々が集まっていた。階層東端の調査から既に戻っているフィンやレフィーヤ、ティオナとティオネなど17階層の階層主ゴライアス──解毒薬の運搬を優先させたベートが速度にものを言わせ素通りしていた『迷宮の孤王モンスターレックス』──を駆除するための主戦力が揃そろっている。アイズに騙だまされ、とうとう少年を見つけられなかったベートも不機嫌そうに合流しようとしていた。

　行こう。

　胸当てや腰具など防具は既に完全装備。愛剣も腰に佩はいたアイズは、ティオナ達のもとまで赴き、そのまま連絡路の洞窟までぞろぞろと移動を開始した。

「ア、アイズさん！」

　そこへ。

　パーティの最後尾で歩いていたアイズの背中に、声がかけられる。

　声だけで相手がわかったアイズは、目を軽く見張った後、ゆっくりと振り返った。

　咄嗟とっさに呼び止めてしまったのか白髪の少年は、少しためらいがちに、こちらまでやって来る。

「もう、行くんですか？」

「うん……先に出るパーティに組み込まれたから」

　少年の格好もダンジョンに向かうため装備を整えた軽装姿だった。

　顔色は良い。昨夜の疲労の影もなく、体の調子は良さそうだ。

　アイズは愁眉しゅうびを開く。と、

「あ、あの……」

「？」

　ベルは何かを言いかけて、視線を左右に振る。

　何かやるせなさ……複雑な感情に翻弄ほんろうされるかのようなその姿に、アイズが不思議そうな顔をしていると。

　ベルは顔を上げて、迷いを振り払うように口を開いた。

「……気を付けてください」

　アイズは内心で酷ひどく驚いた。

【剣姫】である自分にそんな言葉を伝えるのは、【ロキ・ファミリア】の戦友達でさえ、久しくいなかったからだ。

　全すべては強過ぎる彼女への信頼の証あかしなのだが、それでもその聞き忘れていた言葉は、少女の心に優しい波紋を生んだ。

「……君も、気を付けて」

　気付けば、アイズは唇を綻ほころばせていた。

「またね」

「……」

　そう言って、アイズはベルに背を向けた。

　恐らく地上に帰還した後、再び会うことはないだろう。アイズもベルもそれぞれの家へ帰っていく。

　次に会う時はいつになるだろうか。

　そんなことを考えながら、アイズは別れを告げた少年のもとから歩み出していった。

「アイズー、アルゴノゥト君となに話してたのー？」

「うんと……挨拶あいさつ、かな」

「何だ、能力値アビリティオールＳの秘訣ひけつを聞いてたんじゃないの？　聞き出せば良かったのに。きっとアイズだったらあの子、話してくれたわよ～？」

「えっと……無理、じゃないかな？」

　森を進みながら、ティオナ達と会話する。

　ふざけてくる彼女達と笑い合う中、アイズは、側そばで歩くレフィーヤにも声をかけた。

「レフィーヤはお別れ、した？」

「……」

　仲が良くなったと勘違いしているアイズに、エルフの後輩は仏頂面を浮かべ、答える。

「……伝えることは、伝えておきました」

「？」

　昨日はすいませんでした、ありがとうございます、でも許しません。

　伝えたのはそれだけだ。それだけで十分だ、と。

　ティオナ達の話題にまた上がっている少年に対し、膨れているエルフの後輩に、アイズは小首を傾げた。

「それじゃあ、17階層へ行く前に確認しておく」

　森を抜け出た先、階層南端の岩壁に空く洞窟の前で、フィンが部隊を止める。

　先鋒隊の指揮を取るのは彼だ。後続隊にはリヴェリアとガレスが控えている。

　フィンはティオナやティオネ、ベート、レフィーヤ、アイズ、後はラウル達たち他団員の面々を見回した。

「上の大広間には階層主ゴライアスが出現している。無論、僕達はこれを撃破する。普段なら幹部以外の者に経験を積ませるところだけれど……今回の『遠征』は異常事態イレギュラー続きで消耗が激しい。万全を期して最初からアイズ達を参加させる。異論がある者は……いないと思うけどね？　そろそろ君達も地上の光が恋しくなってきただろう？　実は僕も早くホームに帰って、自分の寝台ベッドで思いっ切りくつろぎたいんだ」

　首領のおどけた物言いにどっとラウル達が沸く。「何でしたら自分が添い寝を!?」と空気を読まないアマゾネス姉を妹が押さえる中、下位団員の肩から力を抜いたフィンは、そこで表情をあらためた。

「ティオナ、ティオネ、ベート、三人で前衛につけ。倒してしまっても何も言わないが、まずは階層主ゴライアスの足を止めろ。『魔石』は必ず収拾する」

「はーい！」「了解です！」「おう」

「アイズは中衛。攻守両方の支援」

「わかった」

「ラウル達は後衛を守れ。壁役ウォールから溢あふれた者は他の雑兵モンスターの対応に当たるように」

「はいっす！」

「魔導士達は大広間に突入したら詠唱開始。準備が整い次第、一斉砲火だ。階層主ゴライアスごと敵を殲滅せんめつする。合図はレフィーヤ、君が出せ」

「は、はい!?」

　各団員に命令を言い渡すフィン。

　統率者の空気を纏まとう彼は気負いなく、淡々と告げた。

「三分で終わらせる。行くぞ──総員、戦闘準備」

　全団員が一斉に武器を抜き放つ。

　得物を装備した彼等の顔は既に、『迷宮の孤王モンスターレックス』をものの数分で撃破してのける、都市最大派閥たる精鋭達のそれであった。

　アイズ達は薄闇うすやみが続く洞穴を見据える。


　オォォォォォ──と巨人の遠吠とおぼえが響いてくる連絡路に、彼女達は突入した。
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「……」

　松明たいまつの炎が揺らめいている。

『古代』の神殿を彷彿ほうふつさせる石造りの広間。辺りは薄暗く、燃える炎の音を除けば静寂に包まれていた。ギルド本部地下『祈禱きとうの間』である。

　四炬きょの松明が設置された中央祭壇の上で、巨大な神座しんざに腰かける老神、ウラノスはその蒼あお色の双眸そうぼうを細めた。

「どうした、ウラノス？」

　己おのれの足もとを見つめる彼に、側に控えていた黒衣の人物が声をかける。

　自身の側近である魔術師メイジフェルズに対し、ウラノスは口を開いた。

「私の神意こえが、ダンジョンに届かなくなった」

　その発言に、フェルズは一瞬いっしゅん硬直した後、その漆黒のローブを揺らし驚愕きょうがくの叫声を上げた。

「まさか、『祈禱』が途切れたというのか!?」

「そうだ……ダンジョンが、暴走している」

　フェルズの問いにウラノスは不穏な発言をもって返答する。

　彼は眼下、今いる祭壇の真下に広がる地下迷宮を険しく見据えた。

「恐らく、神がダンジョンに侵入したのだろう。ダンジョンはそれに気が付いてしまった。だが、これは……」

　己の考えを語った後、不動の老神は言葉を途切れさせた。

　まるで胸の内に抱える危惧を持てあますかのように、重苦しい沈黙を纏う。

「……ウラノス、これは」

「ああ……」

　フェルズの言葉に、ウラノスは頷く。

「ゼウス達がいなくなった後に、変転を迎える、か……」

　ここではないどこかに視線を馳はせるように、闇で塞がれた頭上を仰ぐ。

　やがて、神は静かに瞑目めいもくした。

「時代が動く」
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「……？」

　ブーツから伝わる震動に、アイズは視線を下げた。

「揺れてる……？」

「ダンジョンが、震えているの？」

　足もとを見つめる彼女の他にも、ティオナやティオネ、ベート、レフィーヤ達たち先遣隊の隊員メンバーは一様に迷宮の床を見下ろしていた。

　ダンジョン『上層』、８階層である。

　とうに中層域を抜けて空気も弛緩していた中、不意に感知した揺れに部隊は足を止めてしまった。身に覚えのないことは全て異常事態イレギュラーの前触れと言っていい。多くの上級冒険者がそれを体で理解している。

　迷路の方々ほうぼうにいたモンスター達までも、怯おびえるようにアイズ達の視界から消えていく中。

　発生源はここより下部の階層と思われる震動に、全ての者が戸惑いを見せた。

「団長……」

「……部隊はこのまま前進。地上の帰還を優先する。クルス、ナルヴィを連れて念のためリヴェリア達の様子を見てきてくれ」

　不安げにするラウルを他所よそに、フィンは冷静に対処する。彼の命令に犬人シアンスロープの青年が「わかりました」と頷うなずきヒューマンの少女を引き連れ正規ルートを引き返していった。

　フィンの指示に従い、進行を再開させる前行部隊。

　震動はすぐに治まり結局何事なにごともなく、一行はそのまま迷宮の出入り口まで辿たどり着いた。

　人工の螺旋らせん階段を上り、ダンジョンの大穴を出て、巨塔バベルの門をくぐる。

　アイズ達の肌を、風が撫でた。

　地上である。

「あ～、ひっさびっさぁ～！」

　大双刃ウルガを持つティオナが、いの一番にはしゃぐ。

　地上に帰還を果たした【ロキ・ファミリア】の団員達は、日の光と広大な空、風の香りに晴れ晴れとした表情を咲かせた。

「夕焼け……」

「『遠征』の帰りは、いつ見ても眩まぶしいわね」

　レフィーヤが思わず瞳を潤ませ、ティオネが目を細める。

　摩天楼施設の門前、中央広場セントラルパークに出た彼女達は真まっ赤かな西日の光に包まれていた。

　市壁の奥に沈もうとしている斜陽。

　見慣れた筈の夕焼けの景色が、今の彼女達には──激戦を乗り越え生還した冒険者達の目には、どんな財宝にも代え難い、とても美しいものに見えた。

　アイズ達はそれから後続のパーティがやって来るのを待った。中央広場セントラルパーク北部の一角に待機し、周囲からの注目とざわめきを集めていると、三十分後にガレスとリヴェリアに率いられた部隊が大型カーゴを伴って現れる。

　ティオナ達と同じように、笑みを浮かべる団員達は地上の空気をいっぱいに吸った。

「……あの子達が、18階層に？」

「ああ。何でも『野暮やぼ用』ができたそうだ」

　誰だれも欠けることなく部隊が合流する中、アイズはリヴェリアからベル達が18階層にとどまったことを聞いた。後続隊と彼等が一緒に帰還してこなかったことを少し心配に思いつつ、仲間とともに帰路につく。

「楽しかったぞ、【ロキ・ファミリア】。次があれば、また苦楽をともにしよう」

「ありがとう、椿ツバキ」

　中央広場セントラルパークで【ヘファイストス・ファミリア】と別れる。

　眼帯をしていない右眼を細める椿ツバキと、笑みを浮かべるフィンが握手を交わす。両団長に釣られるように冒険者と鍛冶師スミス達は手を取り合い、肩を抱いた。

　やがて鎚つちを携える職人達とアイズ達は、互いに背を向けて、それぞれの帰る場所へ足を進め始めた。

　中央広場セントラルパーク、北のメインストリート、そして網目状に分かれる街路へ。

　大型カーゴを引きながら凱旋がいせんする冒険者達に、多くの一般市民が道端から、あるいは建物上階の窓から大きな歓声を上げて祝福した。大人達の歓呼に子供達の憧憬の眼差し、それらを浴びるレフィーヤ達は誇らしさとほんのちょっぴりの照れくささを胸に、夕焼けに染まる道を歩んでいく。

　やがて、いくつもの尖塔せんとうが重なり合った長邸が見えてきた。

「やっと帰ってきた……」

　都市北部、目抜き通りから外れた街路沿い。

　周囲一帯の建物と比べ群を抜いて高い、長大な館。

　ティオナがしみじみと呟つぶやきを落とし、他の者達も本拠ホーム『黄昏たそがれの館』を見上げた。

「今、帰った。門を開けてくれ」

　男女二名の門番が破顔しながら敬礼し、フィンの言葉を受け、開門する。

　開いた正門の先には、居残りの団員達が狭い前庭に溢れ返っていた。

「──おっかえりぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」

　と、いきなり。

　遠征隊の入門を見計らっていたかのように、走り寄ってくる影があった。

　朱色の髪を揺らす彼女は男性陣には目をくれず、アイズ達たち女性陣のもとへまっしぐらに突き進む。

　助走から一気に跳んだ。

「みんな大丈夫やったかーっ!?　感動の再会やーっ、うおおおおおおおおおー！」

　両手を突き出し飛びかかってくる女好きの主あるじを、ひょい、ひょい、ひょい、とアイズ、ティオナ、ティオネが毎度のことのように回避する。

　そして最後尾にいたレフィーヤは、

「え、ちょ──止やめてくださいっ!!」

「ぐおあァ!?」

　その腕を取り、流れるように地面に叩たたきつけた。

　その華麗な迎撃にアイズ達たち女性陣がおーっと拍手する。


「がはぁッ……つ、強くなったなぁ、レフィーヤぁ。見違えたでぇ……」



　ゴロゴロのたうち回る主神、ロキは涙目になりながら称賛を口にする。

　はぁはぁと息を切らす少女は「変なことしないでください!?」と真っ赤になって叫んだ。

「ロキ、今回も犠牲者はなしだ。収穫もあった。積もる話は色々あるけれど……そのまま聞くかい？」

　フィンが近寄り、ロキに笑いかける。

　地面に転がっていた彼女は、にへらっと笑い返す

「んんぅー、そうやなぁ……じゃあ、まずは！」

　しゅたっと立ち上がり、すたこらと館側に駆け足で向かう。

　出迎える団員達のもとへ戻り、振り返った主神は、帰還した眷族けんぞく達と向かい合った。

「溜たまっとる問題は山ほどあるんやけど、取りあえず、今は……」

　フィン、リヴェリア、ガレス、ティオナ、ティオネ、ベート、レフィーヤ、ラウル達たち他団員、そしてアイズ。

　全ての者の顔を一人一人見つめた後、ロキは、相好そうごうを崩した。

「おかえりぃ、みんな」

　その言葉に、彼女の背後にいた団員達も諸手もろてを挙げ、一斉に唱和する。

　自分達を迎える家に、アイズ達は笑い返した。

「ただいま」




　中央塔に立つ道化師トリックスターの旗が、穏やかな風にあおられ、茜あかね色に輝く。

【ロキ・ファミリア】の長い『遠征』が今日、終わった。
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　本編八巻の二にの舞まいにならないよう、頁ページ数を注意しながら執筆しっぴつしていたら逆に厚みが圧倒的に足りなくなるという事態に見舞われた、外伝第五巻になります。何とか事なきを得ました。




　時系列的にちょうど本編と同じ第五巻（と四巻）、また外伝の主人公達が本編の主人公達とがっつり関わるということもあって、今回は骨休め回ということにさせて頂いただきました。

　実は本編の裏側でこんなことがー、などと言うつもりはありませんが、元々やろうと思っていた外伝プロットに加え、本編五巻を何度も読み返し矛盾むじゅんがないように全力で気を付けました。ですが、もし突っ込みどころが発覚した時は……優しい笑みで察して頂けると助かります。

　前巻から意識して描いていますが、メインキャラ以外のいわゆるサブキャラ達もほどほどに描写するようにしています。シリーズ本編とは異なり大所帯おおじょたいの組織をせっかくメインに扱っているので、人間関係を始め掘り下げをしたいと思っていました。縁えんの下したの力持ちである端役はやく達が活躍したり、また何てことのない炊事などの日常風景は個人的にわくわくするところです。勿論、メインキャラ達の出番を取ってしまわないよう気を付けつつではありますが。

　またサブキャラの中には、ガンガンJOKER様で連載中の矢樹やぎ貴たかし先生著、外伝コミカライズから逆輸入させて頂いたキャラクターもいます（勿論もちろん許可は頂きました！）。小説とコミックを並べて探してみるのも面白いかもしれません。

　ではこの流れのまま謝辞をさせて頂きます。

　まず原作小説以上にわくわくとするコミカライズを描いて頂いている矢樹貴先生、いつも面白い漫画をありがとうございます。逆輸入の件も快諾して頂いて興奮してしまいました。編集部の小瀧様、高橋様、素晴らしいイラストを添そえてくださったはいむらきよたか先生、本巻でもお世話になりました。一部描写の許可をしてくださった、あわむら赤光あかみつ先生もありがとうございました。また二人で痛い二つ名を勉強させてください。

　いつも拙作せっさくを手に取って頂いている読者の皆様にも、深く感謝いたします。

　最近になって、読者の方々からファンレターを頂戴ちょうだいするようになりました。本当に本当に嬉しかったです。ありがとうございます。本編七巻のあとがきで体重が減ったなどと書いてしまったことを心配してくださった方も多かったのですが、現在は白米を死ぬ気で食べて体重を増やしている最中です。作者は元気です。お騒さわがせしました。

　次巻はアマゾネス姉妹が主役の物語を描ければ、と考えております。早くお届けできるよう鋭意えいい努つとめますので、また読んで頂けたら幸いです。それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　前巻のあとがき通り、息抜き回のつもりで本巻は執筆していたのですが、気が付くとプロット（物語のあらすじ）半分消化時点で１００Ｐ以下でした。

　うわ、この巻のページ、少なすぎ…？　と焦りましたが、後半に進むにつれ何とかなりました。今回の第五巻は本当に、エルフ組のおかげで助かった回だと思います。




イラスト

はいむらきよたか

『スカイリム』をひと通り遊んだので今は『ウィッチャー３』をプレイ中。中世都市の作り込みのレベルの高さにテンションだだ上がりで、気が付けば本編の進行そっちのけで街中を数時間散策していました…何やってんだか。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6622
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか外伝　ソード・オラトリア５


大森藤ノ








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　株式会社ケイズ（大橋勉／菅田玲子）

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０１５年１０月３１日　初版第一刷発行

２０１５年１０月１日　　電子第一版発行




©Fujino Omori　　ISBN 978-4-7973-8508-3




item/image/P026.jpg





item/image/P147.jpg
T@s8TEa K a3 K a i Hma'ra C_A M Qi .

1/3 4blCTa¥W cTpacmi





item/image/cover.jpg
A
K& e

?%’é;‘\‘%é%ﬁ
@;W; a






item/image/white.jpg





item/image/logo.png





item/image/P273.jpg
Tvo—4

=]

i
iEl
F'sTa kas3ka iHImajrga czam ‘N

Bapuynp Ha mMecna





item/image/P011.jpg
F'sTa kas3ka iHImIaga c,a M S

fIKoe mMpadmJo i HANEPAMHASA CITya bl

N~





item/image/P135.jpg





item/image/icon3.png





item/image/kigou1.png





item/image/icon1.png





item/image/icon2.png





item/image/P063.jpg





item/image/P261.jpg
3

-

i)

LG





item/image/P249.jpg
N

W






item/image/P088.jpg
¢ \






item/image/cid-00695.png





item/image/P003.jpg
F'srTa kKasdkxa iHUW{aN a"™caain gl .

MoMaHTH Bajbl i aATaUYBIHKY





item/navigation-documents.xhtml




CONTENTS





		表紙



		目次



		プロローグ　水と憩いのひととき



		一章　経過と現状



		間章　喜劇の裏側



		二章　ラビット・ルーキー



		間章　和解の裏側



		三章　１／３の純粋な激情



		間章　舞台の裏側



		エピローグ　帰る場所へ



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編



		奥付











item/image/P173.jpg





item/image/P097.jpg





item/image/P292.jpg
\—b e 0-%
VFiE O, 0% -7 73U7

9I7oN7

- fi15R5. - KB,
¥I7IKLA HX=F KA

s BARR. - REER,

* ATRERROH%E).

- Bk, £7EUT 1 HHBERE.

- BEED.

- ETRERIE,

TUBEE sl shI0res i
20294 )bk

- RESHROX9)T—Y N
“INTPARIR - T72U7)R - INTFIKEE, 9300000097U2,
- A= MBS, BAUREARE, RABGORE R ORBACISUTE-0

28U 7))

o
Vi3

'ﬁE:ﬁEeﬁﬁmﬁmﬁ%%jfukﬁﬁt&N\%iﬁ%hfﬁﬁﬁuﬁbk

CETHENBLEL . F—SRRKICEY BERE BT,
7a7l - 0-5Y

71375

; 717—'7?52 Vi =X

'Etﬂﬂﬁﬁﬁﬁéﬁﬁﬁggﬁgﬁ(D—57)®—30 y

- ARIERE. BENNEVMRREE CHUBHS B SRERLHDEINZR D

+ 10800000097 U2,





item/image/P236.jpg





item/image/P039.jpg
I

=12 [(OEJ ]

3agHAd OOK KaMeznbll





item/image/QRcode.png





item/image/P077.jpg
5‘5‘7“')1/—‘\"—

[gskTha Kaa3K a 1 H'IIgasr, a CA M q

Tpycix HaBiw0k





item/image/P113.jpg
i

D =R





item/image/P277.jpg





item/image/P000e.jpg
RAXK - NDNEO AN
~NOWE® [H- N AR] §418°

N

SRHS N SmXK e N— 2N
~RIEEH HRN®
QIR QU H°

NS ¢ INT g AN
AR Bar+ Ny ]I, o i






item/image/P000d.jpg
@4 R AR
@/ AN VEEQIY s —  NQIIER e
‘A COUNTNINNEENS [ 8

L RQA—INS NRED W 010
X xD

%Uuww .71? %
vV ohR—R— LK 5

A A
%.«» %=k~ US40 %
vV BEESE vi—pN






item/image/P000a.jpg
L
V.
6
1843
&
%
-
7
Y
*
&}
i
il
D
%
#
]
%

o > \ e
- WGfafaﬂa £ 2 ’





item/image/P000c.jpg
SR
306 50 506 50 AV 101 K 4638 XS

j%?%uz/l/wa&wﬂwzé





item/image/P000b.jpg
BTN GICIZEARE S






